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　ガキの頃、食卓に並ぶ食い物に疑問を持った事が一度でもあっただろうか。

　パンがどこから来るのか。

　肉はどこで狩って、どんな風に解体しているのか。

　親父おやじが飲んでる葡ぶ萄どう酒しゆは何からできて、誰が作るのか。

　馬鹿なガキだった俺にとって、食い物は全て「材料」の状態で存在するものだった。材料を調理すると、料理になる──それを知ってる分、他のガキよりはマシだったかもしれない。

　それだけじゃない。

　料理に使う包丁は誰が作ったのか。

　厨ちゆう房ぼうの薪たきぎがもとはどこに生えていた木なのか。

　俺が住んでいる家を建てたのは誰で、どうやって建てたのか。

　毎晩くるまって眠る毛布は何からできているのか。

　俺の周りにあって当たり前だった物の数々──大人になって少しずつ、それが少しも当たり前じゃなかった事に気が付いた。

　俺が村を出たのは十三歳の頃だ。

　十三歳──そう、自分の年齢を正確に記憶してる事さえ、実は特別な事なんだと、村を出て初めて知った。

　年齢を正確に答えた俺に、戦場で知り合った兵士は言った。

「なんで分かる？　まさか毎年祝ってもらってたのか？」

　そうだ。俺は毎年、親父おやじとお袋に生まれた日を祝ってもらっていた。夏の終わりが近づくと、「お前が生まれたのも、こんな風に涼しい日だった」と。

　だから俺は夏の終わりが近づくと、自然と「ああ一年が過ぎたのか」と思うようになった。

　今の自分が何歳か分かるほど、過ぎ去る日々を大切にはしていない──ただ、十三の時に村を出た。それだけは強く覚えている。

　村を出て、生まれて初めて一人になった俺は、自分がいかに両親に守られて生きてきたのかを思い知った。どれほど村に守られて生きてきたのかを痛感した。

　厨ちゆう房ぼうに積んであった薪たきぎが、生木を乾燥させた物だと知った。切り倒したばかりの木は火が点つきにくいから、たき火をするには枯れ枝が必要なのだと知った。

　刃物は手入れをしなければ錆さびる事、パンは小麦粉がなければ作れない事、金があっても信用がなければ買えない事──そういう事を知った。

　そして「村」という共同体が、その中での「役割分担」がどれほど人間にとって重要であるかを知った。「村」の存続がどれほど難しく、どれほどの奇跡かを知った。

　──そして今、俺はまた一つ知る事になる。

　獣けもの堕おちや魔女が、自分達の村を作る事の難しさを。
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「冬が来る前に、保存食を用意しねぇと」

　夏の終わり──森の実りが増え、動物が肥こえる秋が近づく頃、俺はふと村の連中に言った。

　大陸の北半分が悪魔の襲撃で滅び、その影響で家や家族、仕事を失った連中を集めて、南の土地に村を作る事になったのは、まだ肌寒い春先の事だった。

　魔女と獣けもの堕おちの主導で作られる、居場所を失ったあぶれ者の村──正直上手うまくいくのか不安だったが、集まった連中は半壊した住居を意欲的に修繕し、荒れた畑を耕して種を蒔まき、奇妙とも思えるような結束力で〝廃村〟を〝さびれた村〟まで押し上げた。

　ちなみに獣けもの堕おちってのは、半人半獣の化物だ。全身毛むくじゃらで、凶悪な牙と爪があり、人を殺す事が何より得意な連中の事を指す。

　まあ、俺の事だ。

　なんでそんな化物の主導で村づくりをしてるのかと言えば、まあ小難しい理由もあるっちゃあるんだが、一番わかりやすい理由は、この廃村が俺の生まれ故郷だからだろう。

　でもって、俺の実家は村の酒場だ。

　まあ……実家っつっても両親は俺が村を出ている間に死んでたし、厨ちゆう房ぼうもひどい有あり様さまだったが、村の連中の手伝いもあって、どうにか営業ができるところまで持って行けた。

　酒場ってのは、仕事を終えた村人達が集まって、飯を食ったり酒を飲んだりする場所だ。

　言ってみれば村の集会場であって、社交場であって、あらゆる情報の交換は酒場で行われる。この、住民百人程度の小さな村じゃ、村の隅々の情報がこの酒場に集まってくる。

　相談事は、いつもこの店で行われた。

　閉店後、他の連中がぼちぼちと帰り始める頃に、村の顔役とも言える連中が示し合わせたように集まって、あれこれと意見を交わす。

　今がまさにその時で、俺の周りに十人程度の男女が難しい表情で集まっていた。

　その中の一人──長い銀色の髪を持つ、絵画から抜け出してきたような非現実的な美女が、すいと人差し指を振り上げた。

「保存食とはつまり、塩漬けの肉だとか、乾燥させた魚だとか、そういうものか？」

「そうだ、魔女」

　稀き代たいの魔女ことゼロは、完璧な形の眉を顰しかめ、酒場に集まった連中が見とれるような困り顔を作ってみせる。

「つまり、冬の間は新鮮な肉や魚が食えないと言う事か？」

「狩りに成功すりゃ、冬でも肉は食えるが……冬は果物やら野菜やらが手に入らん。狩りに失敗したときに備えて、保存食を作るんだ」

　俺の言葉に、食い意地で生きているような魔女は少しだけ表情を和やわらげる。

「では我わが輩はい、狩りが成功するよう占いで加勢しよう。我わが輩はいの力をもってすれば、獲物の居場所を特定することなどわけもない」

「そりゃ心強いこったな。なんにせよ保存食は必要だ──ただ、問題がある」

「ふん？」

「──塩、ですよね？」

　ゼロの疑問に答えたのは、村の女衆を束ねる〝元家庭教師〟だ。

　頭のてっぺんからつま先まで針金が通ってるような二十半ばの女で、触ったら火傷やけどしそうな見事な赤髪をきっちりと三つ編みにして、腰の半ばまで垂らしている。生まれつき目が悪いとかでいつも眼鏡をかけており、全身から知性と気品が滲にじみ出でているが、何せ絶望的に背が低いので今一つ迫力が足りない。

　北部で貴族の令嬢に礼儀作法を教えていたが、町が滅んで行き場を失い、この村への移住者として志願した変わり者だ。

　魔女や獣けもの堕おちに対して差別意識がないではないが、「教育と対話が人を変える」と信じて疑わず、言ってみれば俺達を善なる道に導けると信じている。

　俺達が悪の道に進み始めたら即座に矯きよう正せいしようと目を光らせているが、今のところまっとうな道を歩んでいる俺達に、多少拍子抜けしている毎日らしい。

　村の連中からは主に「先生」と呼ばれており、俺もそう呼んでいる。北部の連中の名前は長くて発音が面倒だ。

　そんな先生の的確な指摘に、俺は頷うなずく。

「そうだ。肉を保存するにゃ、大量の塩が要る。そして、俺達には塩を買うツテがない」

「ええ……この村には、そもそも交易自体がありません。獣けもの堕おちと魔女に身み包ぐるみをはがされるという噂うわさが立っていて、行商人も寄り付きませんし……」

　ここで、先生の抜け目ない目が俺とゼロを軽く睨にらんだ。

「いや、だからそれは村を守るためで……」

「結果、この村は孤立しましたわね」

　ぴしゃりと言われて、俺は耳に痛い言葉を遮断すべくペタリと伏せた。

　確かに、俺達は村に近づく盗賊まがいの連中の身み包ぐるみを剝はぎ、裸の状態で追い返した。怪け我がをさせずに追い返すにはそれが一番だったからだ。

　そいつらが外で何を吹聴して回るか、間抜けな事に俺は考えていなかった。

　長年の傭よう兵へい生活で、俺には〝悪く言われて当然だし、都合が悪くなりゃ逃げればいい〟って考えが染しみ付いている。

　でもって、〝村の連中は基本的に移動できない〟って事をすっかり忘れてたわけだ。

　今にして思えば──生かして返すべきじゃなかった。

　死人に口なしだからな。とは、内心でだけ思っておく。生きて返さなかったら、それはそれで別の問題に発展しそうだが……。

　とにかくこの村は、近隣の村との折り合いが今一つよくない。はっきり言って悪い。これに関しては最初から覚悟していたから今更なんだが、交易ができないとなると、全て村の中だけで完結しなければならない。

「とにかく、村にある塩を全部塩漬け肉用にぶちこんだら、今後俺の店では味のない料理しか出せなくなる。出てくる肉がしょっぱいだけじゃ、食う方も飽きるだろう」

「ウェニアス王国の主席魔法使い様に頼めば、用意してもらえるんじゃないか？」

　至極ごもっともな意見を出したのは、主に村の力仕事を担当している〝元熊の獣けもの堕おち〟だ。今は人間になってるが、村の連中からは親しみを込めて「クマ」とか「熊の兄さん」とか呼ばれてる。人間に戻っても微妙に熊っぽい雰囲気あるしな。

　陽気で面倒見がよく、どんなに強烈ないたずらをされても怒らないので、村のガキからも人気がある。時々獣けもの堕おちの頃のクセが出て大失敗をやらかすのもご愛あい敬きようだ。

「この村を支援してくれる事になってるんだろ？　そもそもこの村は、ウェニアス王国の飛び地扱いなんだよな？」

「そうだが、実際ウェニアス王国はここから馬車で十日もかかる。何より、最初から国の援助を頼ってたんじゃこの先どうするんだよって話だ」

「まず、自らの力でなせるところまで努力する……か。非効率だが、我わが輩はいは嫌いじゃない」

「そうは言うがな、傭よう兵へい」

　言うまでもないだろうが、この傭よう兵へいってのは俺の事だ。

　元傭よう兵へいで、今は酒場の店主。だが、ゼロが俺を〝傭よう兵へい〟と呼ぶせいで、村の連中にもその呼び名が定着しちまった。

　ちなみにゼロの事も、みんな「魔女さん」とか「魔法使い様」とか呼んでいて、ゼロって呼ぶ奴やつはほとんどいない。

「先生も言った通り、俺達には商売の相手がいない。そもそも商品を持ってないから、物々交換でも〝買い物〟自体ができないんだ。森に塩が生えてるなら別だが、この件に関しては、国に頼まなきゃ絶対に解決しないぞ」

「いや、まあ……売りがないわけでもないんだがな……」

　俺はゼロに目を向けた。

　ゼロははっと目を見開き、

「わ、我わが輩はいを売る気か……!?」

　とわざとらしく青ざめる。

「なるほど、その手があるか。確かに高値で売れそうだ」

「ン、ウン！」

　先生のわざとらしい咳せき払ばらいに、俺はぎくりとする。

「傭よう兵へいさん。この村の教育を担になう者として、下衆げすな冗談は聞き逃せませんよ」

「い、今のは魔女が悪いだろ……！」

「魔女さんの悪ふざけに乗ったあなたも同罪です。他人のせいにしない！」

　俺は両手を上げた。先生に逆らうのはバカのする事だ。

　まあ、ゼロを売るってのもあながち間違いじゃない。

　俺達の村独自の産業は「魔法」だ。

　労働力の貸し出しって事になるが、ゼロの魔法に頼りたい連中が現れれば、貨幣を手に入れる事は難しくないだろう。

　ただ、ウェニアス王国から離れて南に近づくほど、民衆の魔法嫌いは顕著になる。

　俺達の村は、丁度南部と中部の境界線。

　中部に近い村になら買い手がいるが、そっちにはすでに別の売り手が存在する。じゃあ南部の連中に──と思っても、南部にはそもそも買い手がいないというのが現状だった。

　村を立ち上げた初期に、他の村をめぐって「魔法で作物の収穫を手伝うぞ」というような宣伝をしてみたが、怯おびえられたりさげすまれたりするだけで、少しも取り合ってもらえなかった。

　ウェニアス王国とその近隣では、悪魔の襲撃から魔女に守ってもらった経緯もあって、魔女差別はガックリ減った。だがそもそも悪魔の襲撃にさらされなかった南部では、魔女や獣けもの堕おちに対する意識は以前とまるで変わっていない。

　魔女は悪の化身だし、獣けもの堕おちは堕落の象徴──そういう偏見を取っ払う足掛かりとして、俺達の村があるわけだが、道のりは思ったより険しい。

「まあ、食糧の問題が綺き麗れいごとで片付けられないのは間違いねぇ。万策尽きたら国に頼るさ。この村があっという間に滅びたら、国としても立つ瀬がねぇだろうしな」




「──思うのだが、傭よう兵へい」

　手短に会議を終えて、村の連中が各おの々おのの家に帰った後も、ゼロは酒場に居残って、俺が後片付けするのを眺めていた。

「実のところ、保存食など必要ないのではないか？　先ほども言ったが、我わが輩はいが占いで獲物を見つければ、君がその腕っぷしで容易たやすく獣を狩ってこられる。冬場は冷えるし、塩漬けになどしなくても肉はなかなか腐らない」

「それじゃダメだ」

「どうして？」

「村の連中に俺達を頼らせるとダメになる」

　ゼロは目を瞬しばたたいた。

「魔女と獣の戦士の村なのに、それらを頼ってはいけないのか？」

「この村に、俺以外の獣けもの堕おちと、お前以外の魔女がいるなら別だがな」

　元獣けもの堕おちなら、百人の村に三人いるが、今現在も獣けもの堕おちとして生活しているのは俺だけだ。魔法が使えるのも当然ゼロだけだし、つまり俺とゼロに頼らせると、俺達がいなくなったときに村が立ち行かなくなる。

「……君は、すでにこの村から自分がいなくなる事を想定しているのか？　まだ根付いたばかりだと言うのに？」

「そうじゃねえが……」

「頼らせればいいではないか。そうすれば、新たな獣の戦士の定住を、村人は歓迎するようになる。新たな魔女の訪れを心待ちにするようになる。自ら魔法を学びたいと望む者もあらわれるかもしれない。我わが輩はい達たちが優れている様を、まず村人に存分に知らしめずしてどうする？」

　反論に詰まった。

　俺はもごもごと口の中で言葉を探し、

「お前は」

　と言ったきりまた黙る。

　なんと言ったらいいか……なんつーかその……実のところ、俺が頼られる分にはいいんだ。

　ただ──。

「……お前、もうほとんど魔法使えないんだろ？」

　俺の言葉に、ゼロはふっと息を止める。

　やはりか、と思った。

〝泥どろ闇やみの魔女〟との戦いで、俺は死を覚悟した。──だが、生きていた。その理由をゼロに聞いても、ゼロは「悪魔の気まぐれだろう」と笑うばかりで答えない。

　だが、そんな事で納得できるわけがなかった。

　魔法で腹を貫かれ、俺は確かに死んでいたんだ。結界を破壊して、祭壇になだれ込んでくる悪魔の群れを、俺は確かにこの目で見た。

　だが次の瞬間目を覚ましたら、ひしめいていた悪魔は姿を消し、ゼロは憔しよう悴すいしきっていて、俺が受けた傷は塞ふさがっていた。

　世界を救うために──あるいは俺を救うために──ゼロが投げ出したのは、魔力が続く限り生きられるという、偉大な魔女の命そのものだ。

「……気づいていたのか。隠していたつもりだったのだがな」

　ゼロのどこか困ったような表情に、俺は肩を竦すくめる。

「俺も気づく気はなかったんだがな……お前、最近髪や爪が伸びるようになっただろ」

「細かいところを見ているのだな……我わが輩はいはもう少し鈍い男だと思っていた」

「茶化すなよ、真面目な話だ」

　俺が不機嫌な声を出すと、ゼロは相変わらず曖あい昧まいに微笑ほほえんだまま「すまない」と謝罪する。

「優れた魔女は、魔力で若い肉体を維持してるって……前に聞いた事がある。黒竜島で会ったアルゲントゥムは爺じいさんだったが、お前の見た目が若い理由は、お前が桁違いの魔力で若い体を維持してたからだよな」

「うむ、そうだな」

「もう、それができないって事だろ？　世界を救うためによ……泥どろ闇やみの魔女と戦って……それで、本当に魔力が尽きたって事なんだろ……？」

　四六時中一緒にいれば、嫌でも気づく。

　ふとした瞬間に感じる、ぎくりとするような違和感。

　昨日ついたかすり傷が翌日にも塞ふさがっていなかったとか、いつも綺き麗れいに整っていた爪の先が、不格好に割れていたとか、そんな「普通の人間」にならばいくらでもあるほころびが、ゼロから超然とした魔女らしさを奪っていた。

「なるほど、そうか……つまり君は、我わが輩はいが占いを行えば、この身が亡ほろぶ時期を早める事になるのでは……と、それを危き惧ぐしていたわけか？」

「いや、まあ……目の前で突然風化とかされたら、気分最悪だしな……」

　ゼロは小さく吹き出し、次いで声を上げて笑い出した。

「おい、なんだよ！」

「いや、すまない。ああ、我わが輩はいが悪いな。説明しておくべきだった。君に心配をかけるつもりではなかったのだ」

「説明って……じゃあ、俺の思い違いか？」

「いや、そうでもない。確かに、今の我わが輩はいには肉体の維持に魔力を割いている余裕はない。初めて君に悪魔を降ろした時、我わが輩はいは君に〝魔力が枯こ渇かつした〟と言ったが……あの時よりもさらに状況は厳しいと言える。ゆえに、この身は今、通常の人間と同じ速度で老いている」

「通常の人間と同じ速度……」

　──って事は、つまり、あれだ。

　普通って事だ。

　普通の人間と同じって事だ。

　胃の奥に石が詰まっているような重苦しい気分が、急に少し軽くなる。

「なら……魔力が完全になくなっても、突然風化したりしないのか？」

「完全になくなれば、風化するだろうな」

　分かりやすく動揺した俺を、ゼロは落ち着かせるように静かに人差し指を振り上げる。

「しかし、他者に奪われでもしない限り、我わが輩はいがどう努力したところで、生命を維持する分の魔力までは消耗できない。君とて心臓を止めれば死ぬが、自らの意思で心臓を止める事はできないだろう？　疲れ果てれば死ぬ前に崩れ落ちるだろう。それと同じだ。そもそも、魔力は使わずにいれば我わが輩はいという〝器〟に溜たまる」

「……なるほど」

　魔女には魔女なりの本能があるって事だろうか。

　安心したような、肩透かしを食らったような微妙な気分だが、とりあえずゼロが突然風化する心配はないって事が確認できたのは収穫だ。

　だって、どうやって聞けってんだ？

〝お前、いつか風化するのか？〟なんて、馬鹿みたいな質問ができるわけもない。

「この村に移ってからというもの、妙に君が我わが輩はいに気を使うと思ったら、そういう事だったのだな。我わが輩はい、てっきり君がついに我わが輩はいに愛を語る気になったのかと、その瞬間を待ちわびてしまったではないか」

「俺は今、真面目な話をしてるんだがな」

　半眼で睨にらむと、ゼロが「それは先ほども聞いた」と楽しげに笑う。

「うん……まあ、そうだな。強大な力を持った偉大な魔女が、わりとその辺にいる魔法使いになった──とでも認識しておいてくれればいい。何より、占いは魔女にとって呼吸に近い。子供にだって扱える、魔術の初歩の初歩だ。だからこう言ったのだ。〝我わが輩はいが占い、君が狩る〟とな。今の我わが輩はいが君の狩りに同行し、あまつさえ魔法を連発などしたら、たちまち魔力切れを起こして卒倒するだろう。そして活動可能な魔力が溜たまるまで昏こん睡すいする」

「そりゃ、大ごとだな……」

「うむ。ゆえに、我わが輩はいは無茶をしない」

「そういう事なら……まぁ……保存食はなくても……多少は……」

　なんとも言えない居心地の悪さを誤魔化すように、俺の口調は無意識にぶっきらぼうになる。

「常識を捨てろ、傭よう兵へい。魔女と獣の戦士がいて〝当たり前〟の村にするのだろう？」

「……ああ」

「我わが輩はい、いつか食糧の保存に便利な魔法を作るつもりだ。それに、冬でも作物を実らせられる魔法もいい。みなに使えて、悪用される心配のない……そんな魔法を作ろうと思うのだ」

　想像してみろ、と言われて俺は目を閉じた。

「寒い冬、ある小屋に入るとそこだけが暑いくらいだ。そこでは果実が実をつけ、村の子供たちは真冬にみずみずしく甘い果実を頰張れる。近隣の村の住民も、これには価値を見み出いだすだろう。交易が始まれば、いずれ魔法を覚えたいと願う者が現れるかもしれない。なあ、傭よう兵へい。この村はまだ始まったばかりだ。今は交易の手段を持たずとも、内々で完結できる。──なぜならば」

　ゼロが言葉を区切り、俺は目を開けた。

「この村には魔女がいる」

　俺がにやりと笑うと、ゼロは器用に片かた眼めをつむって見せた。

「そして屈強な獣の戦士が、な。富める者は常に脅威にさらされる。我わが輩はいが悪あしき者に狙われ、さらわれたりしないよう、きちんと目を光らせておいてくれ」

　お安い御用だ、と請け負って、俺はようやく肩の力を抜いた。

「なあ、魔女。お前が普通に歳としを取るって事はよ」

「うん？」

「お前がババアになるって事か？」

「そうなるな」

「想像つかねぇな」

「焦あせるな、焦あせるな。五十年もすれば、想像せずとも実物を見られる。老いてなお美しい我わが輩はいに、君は何度でも惚ほれなおす事だろう」
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「保存食が要らなくなった？　なんでまた」

　翌日、酒場に集まった連中に、俺は前言を撤回する事となった。

　先生もクマも他の連中も妙な顔をしたが、

「魔女と俺がいれば、冬でも普通に狩りができる。川に行けば、冬でも魚もいるしな」

　と説明すると、そりゃそうだと簡単に納得してくれた。

「まあ、実際にやった事があるわけじゃねえから、失敗する可能性もあるんだが……」

　と俺が日和ひよった発言をすると、クマにバシンと背中を叩たたかれる。

「何言ってんだよ、百戦錬磨の傭よう兵へいが！　あんたと魔女さんで」

　先生は羊皮紙をさっと取り出して、

「百人の村人がひと冬を越すのに、どれだけの大きさの獲物を何頭狩猟すればいいか計算しておきましょう。そうすれば、狩猟計画も立てやすいはず。狩りに失敗して飢えたら、その時こそ国を頼ればよろしい」

　などと、実に心強い事を言ってくれる。




　──その冬。




　俺はゼロの占いを頼りに、雪の中狩りに出た。

「俺達も手伝える。仕留めた時に獲物を運ぶのに人手が必要だろ？」

　と申し出る村の力自慢数人を押しとどめ、ほとんど無理矢理俺一人で狩りに出た。

　ただでさえ、俺が村から離れるだけで、村の戦力は激減するんだ。男衆を数人連れて森に入っちまったりしたら、村は数日完全な無防備になる。

　人間の盗賊が襲ってきた程度なら、今のゼロでも簡単に撃退できるだろうが……俺はゼロを村の盾にする気はない。

　あいつは村の外れに住んでいる、新しい魔法を作る事ができる魔法使い──そういう立ち位置が丁度いい……と、俺は思っている。

　あいつがどう思ってるかは別として、だ。

　ゼロは何かと言うと「我わが輩はいが守る」とか「我わが輩はいに任せろ」とか言い出すが、そんなになんでもかんでもあいつ一人に押し付けられるほど、俺の面つらの皮は厚くない。

　ま、居場所の分かってる獲物を一匹狩るくらい、俺一人でできなくてどうするんだって話だ。

「……足跡。猪いのししか」

　俺は薄く積もった雪に蹄ひづめの痕跡を見つけ、冷えた空気の臭いを嗅かいだ。

　足跡をたどると凍って乾燥した糞くそがあり、さらに進むと山小屋に行き当たる。

「──は？　小屋？」

　俺は顔を顰しかめて首を傾かしげた。

　猪いのししの足跡は小屋の周りをぐるぐると回っているが、近くに猪いのししの気配はない。

　俺は周囲を窺うかがいながら、不用心にも戸が開け放たれている小屋に足を踏み入れた。中に積み上げられているのは、野菜や小麦の袋など──つまりは食糧庫だ。

「なんでこんな森の中に食糧庫があるんだよ……どこの村の所有だ？　つーか、なんで戸が開いてるんだよ、不用心すぎだろ……」

　にしても、備蓄があまりに少ないように見えた。

　とても一冬を越すほどの食糧が貯蔵されているようには見えない。

　周りの村との交流がないから知らなかったが、ひょっとしてほかの村の連中は食糧難なのか？　収穫が少なくて飢き饉きんとかになってんのか？

　だとしたら、俺が森で獲物を狩って、余った肉をくれてやれば交易の足掛かりになるかもな。

「……人の気配？」

　やばい。

　俺がここにいるところを見られたら、間違いなく泥棒だと誤解される。俺は慌てて食糧庫から飛び出した。




　──その正面に、いた。




　人間の方じゃない。

　興奮し、いきり立っている、年季の入った猪いのししだ。

　全身これ筋肉の塊かたまりというような、実に立派な体だった。冬だというのに丸々肥えて、向かうところ敵なしという雰囲気だ。

「ははぁ……この食糧庫のエサを狙ってきやがったな？」

　小屋の周りをうろつく足跡の様子からして、この猪いのししはここに食糧がある事に気づいてる。

　いつもは戸が閉まっていて入れず、小屋の周りをうろつく事しかできなかったが、今日に限って食糧庫の戸は全開だ。喜び勇んで餌えさの臭いに飛びつこうと思ったら、中から獣けもの堕おちの俺が出てきた。

　なんとまあ、勇敢な話じゃねえか。

　あの猪いのししは、俺と食糧庫の中身を奪い合う気概らしい。

　猪いのししの突進は直撃すれば人が死ぬ。突進の衝撃で内臓が潰つぶれるし、ギラギラと上向いた牙がざっくり腹に食い込めば、肋ろつ骨こつに引っ掛かって振り回される危険もある。

　そして今、俺は鎧よろいを装備していない。

　──とはいえ、だ。

　俺は自分の身長を超す巨大猪いのししと対たい峙じした事が何度かある。ウェニアス王国原産の、巨大猪いのししエブルボア──あの怪物と比べて、一般的な猪いのししのなんと小さく可愛かわいらしい事か。

　俺は突進してきた猪いのししを正面に、一歩も引かず拳を握り締めた。

　打撃は一発。

　渾こん身しんの力を込めた振り降ろしで、猪いのししの頭ず蓋がい骨こつを真上から叩たたき割わる。

　猪いのししは走ってきた勢いのまま地面に突っ込み、数度痙けい攣れんして動かなくなった。

「……よし、即死だな」

　猪いのししが完全に死んでいるのを確認して、俺はほっと息を吐いた。

　これが、ゼロの占いで出た獲物に間違いないだろう。って事は、一日目にして狩猟が成功した事になる。

　狩りってのは獲物を見つけるまでに時間がかかるもんだが、こんなにあっさり獲物と出会えるなら、保存食なんぞ作らなくても、冬の間の食糧はまったく心配なさそうだ。

　食糧庫で一瞬感じた人の気配は、いつの間にか消えていた。

　猪いのししと俺にビビって逃げたんだろう。

　まあ、俺が相手の立場でもそうする。

　例えば食糧庫に鍵をかけ忘れた事に気が付いて、慌てて戻ったら、そこで獣けもの堕おちと猪いのししが殺し合いをしていたら、誰だって逃げ出したくなるだろう。

　とすれば、獲物を持ってとっとと退散するのが優しさってもんだ。──一瞬、食糧庫から何かくすねていこうかと考えたが、やめておいた。

　盗みなんぞしなくても、俺は自分の力で獲物を集めて、村の連中を食わせてやれる。

　俺は冬の空気で乾燥した木の皮をベリべリとはがして即席のソリを作り、その上に獲物を転がしてそそくさと帰路についた。

　しかし、村の連中も驚くだろうな。

「狩りに行ってくる」

　と言って出かけた俺が、その日の夜に「獲とれた」と言って戻ってきたら……。

　自然と表情が緩んだ。

　誰かが期待を抱いて、俺の帰りを待っている──その確信がある事がいまだに少し慣れなくて、くすぐったいながらも、悪い気分ではなかった。
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「……で、どういうわけでこうなったんだ？」

　今、俺達の目の前には、小麦粉の袋がどっさりと積まれている。

　小麦粉ってのは、まあ保存食だ。ただ、小麦粉を得るには小麦を栽培しなきゃならんし、できないなら金を出して買うしかない。

　交易を絶たれている俺達には、塩と同じく入手不能の食品だったはずだが──それが、どういうわけか今、大量にある。

　死ぬほどありがてぇが、どういう経緯でこの小麦粉が村に届けられたのか、川で猪いのししの解体作業に熱中していた俺にはまったく見当がつかなかった。

「それが、毎年冬になると食糧庫を荒らす猪いのししがいたらしくてな」

「はぁ……猪いのしし……」

　クマの言葉に生返事を返し、俺は猪いのししに目をやった。

「まさかコレの事じゃねえよな？」

「いや、どうもソレの事らしい」

　んなアホな。

　いや、確かにこいつと出くわしたのは森の中の食糧庫だが……毎年荒らされてたなら、普通見張りの一人や二人立てとくもんだろ？

　だが俺が見た食糧庫は、見張りどころか戸も開けっ放しだった。

　人間の気配はあったが、毎年荒らされてたんだとしたら、あまりにも無防備すぎる。

「それがな」

　クマは面白がるような目で俺を見る。

「傭よう兵へいが見たって言う食糧庫……どうやらその猪いのししへの〝捧ささげもの〟だったらしい」

「なんだとぉ!?」

「その猪いのししが食糧庫を荒らすようになったのは、もう五年も前だそうだ。なんとか殺そうと狩人かりゆうどを差し向けたが、何人も返り討ちにあって諦めた。それ以来隣村の連中は、〝荒らされてもいい食糧庫〟をわざわざ森に作ってたんだとよ。冬に備えてためた食糧の一部をな」

「そんなん、領主にでも頼んで兵士を貸してもらえよ！」

　クマは顔の前で大仰に手を振る。

「こんな、税の上りも少ない辺へん鄙ぴな村で猪いのししが暴れたところで、領主はいちいち気にも止めねぇよ。しかもこの辺の村には教会がない」

　教会は、社会の損得から脱落した連中を救い上げる組織だし、王侯貴族ってのは常に教会の機嫌を窺うかがっている。

　だから教会のある村で問題が起これば、領主は損でも兵力を割くが──教会の監視からこぼれた村は見捨てられる。

　そういう事か、と俺は天を仰いだ。

　自分が十三まで暮らしていた村だってのに、俺は周辺の村についてとことん無知だ。今にして思えば、俺は村ぐるみで守られていたんだろう。

　近隣の村が俺の存在を知れば、間違いなく追い出せって話になってただろうからな。

「で、猪いのししに食糧を与え続けるしかなかった哀れな村人達は、ある日いつの通りに猪いのしし用の食糧庫の様子を見に行った。──すると、拳の一撃で暴れ猪いのししを撲殺する獣けもの堕おちの姿があったと」

「そりゃあ……怯おびえられてただろう……」

「多少はな。だが、感謝されてたぜ。その獣けもの堕おちは、目の前にある食糧庫から何一つ盗まず、猪いのししだけを持ち去ったって。──だから、今後ともヨロシクっつって挨あい拶さつに来たんだよ。猪いのししに荒らされる予定だった食糧の一部を持ってな」

　クマはぽんぽんと小麦袋を叩たたく。

　あの時、あの一瞬──頭をよぎった「くすねていこうか」という悪あしき心に負けなくて本当に良かった。

　そしてその夜、村の人間総出でパンを焼いた。

　この村を立ち上げる時、当座の食糧としてウェニアスから持ってきた小麦粉とパンが切れてからというもの、村の人間は村の近辺で収穫できる肉と魚と野菜で生きている。

　秋に蒔まいた小麦が収穫できるのは来年だから、温かくなるまでパンは諦めていたんだが、小麦粉を見ちまったらもう誰も我慢できない。

　この村には、石いし窯がまが二台ある。

　一台は酒場の物。もう一台は、朽ち果てたパン屋にある物だ。

　当然、窯かまの規模はパン屋の方が大きくて、一度に三十人分のパンが焼ける。

　小麦粉がないせいで長らく放置されていたパン屋が瞬またたく間まに修繕され、掃除された窯かまに火が入り、こんがりと焼きあがったパンに村人達が大喜びで殺到した。

　そして俺は、そのパンのお供になるようにと、今日狩ったばかりの猪いのしし肉の一番脂あぶらが乗った部分を炙あぶり焼やきにし、村人全員にいきわたるように切り分けた。

　骨を砕くだいて鍋に放り込んでおけば、明日には美味うまいスープが作れる。

　とっておきのバターと、牛から搾しぼったばかりの乳を使ってシチューを作り、広場に作った仮設の長テーブルに置けば、村のガキどもは気も狂わんばかりに喜びの声を上げる。

　俺はそんなお祭り騒ぎの村人達をぐるりと見回し、目立つ銀髪の女がいない事に気が付いた。

　焼き立てのパンと、切り分けた肉と、シチューを二人分持って、俺は村の外れにある湖に向かう。

　そのほとりに立っている怪しげな建物が魔法屋であり、ゼロの家だ。

「おい、入るぞ」

　ノックもせずに中に入ると、雑然とした家の中で、ゼロがテーブルだけを綺き麗れいに片付けて俺の事を待っていた。

〝魔法屋〟とは言うが、来客用の一角があるだけで、基本的には普通の家だ。その来客用の一角ですら、ゼロの気まぐれで書きもの机になったり、食卓になったり、簡単に他の用途に侵食される。

　そして今夜その一角は、どうやら食卓として活用されるらしかった。

「遅いぞ、傭よう兵へい。我わが輩はい待ちくたびれて、今にも飢えて死にそうだ」

「だったら村に出てこいよ」

「独り占めしたい気分だったのでな」

「飯をか？」

「君を」

　そうか、そうかと、俺は取り立てて騒がず食卓に料理を並べる。ゼロはその料理にキラキラと目を輝かせながら、俺に対しては不満そうな表情を浮かべるという、実に器用な事をやってのけた。

「君の反応は、最近面白みにかけるぞ、傭よう兵へい。我わが輩はいに独り占めにしたいと言われて、君も何か感じる事があるのではないか？」

　そんな事を言いながら、ゼロの手はすでにカゴに盛られたパンに伸びている。

　俺はそのゼロの手を遮さえぎるように、ドン、と葡ぶ萄どう酒しゆの小こ樽だるをテーブルに置いた。

　あ、とゼロが声を上げる。

「酒か？」

「酒だな」

「我わが輩はいには飲ませないと、いつか心に決めていなかったか、君は」

「他人ひと様さまに迷惑かけるからな、お前の酔い方は。だが、今は俺とお前だけだ」

　樽たるから木製のコップに葡ぶ萄どう酒しゆを注つぎ込こみ、ゼロと俺の前に置く。座って、俺はコップを軽く上げた。

「魔女の占いに」

「傭よう兵へいの狩りに」

　お互いに言い合って、一気にコップの中身を飲み干す。──久々の酒気に一気に血の巡りがよくなって、俺は軽く頭を振った。

「うぉ……意外に効くな……」

「弱いな、傭よう兵へい。我わが輩はい、一ひと樽たるでも行けるぞ」

「言っておくが勝負はしねぇぞ。お前が一人で大樽だるを空にできる化物だって事はよ～く知ってるからな」

　なんだ、つまらないと言いながら、ゼロは楽しそうに追加の葡ぶ萄どう酒しゆをコップに注いだ。今度はちびちびと舐なめながら、パンをちぎりもせずにシチューにつけて、大口を開けて食らいつく。

　口の周りに付いたシチューをなめ取って、ゼロはしばし恍こう惚こつに震えた。

「パンがこれほど甘いと、我わが輩はいは今まで気づかなかった。君のシチューだけでも満足だと思っていたが、シチューがあるとパンが最高に美味うまくなる。その上──」

　ゼロは猪いのしし肉に手を伸ばした。すでに冷めて少し硬くなっているはずだが、素手でつかんで口に押し込み、少し嚙かんで葡ぶ萄どう酒しゆで流し込む。

　ごくごくと豪快に喉のどを鳴らすゼロを見ていると、俺も猪いのしし肉に手が伸びた。塩は控えめだが、脂あぶらの甘みにぐっとくる。

「なあ、魔女。お前、隣町の食糧庫が荒らされてるって知ってたのか？」

「いいや？　荒らされていたのか？」

　ゼロはきょとんとして聞き返す。それからふと、「ああ、あれはそういう意味か」と急に一人納得した。

「〝そういう意味〟って？」

「占いとは、雑多な悪魔や精霊から得られる曖あい昧まいな情報を、魔女が総括し、結果を導くものだ。最良の結果を得られる獲物を探すにあたって、見知らぬ者達の憤ふん怒ぬと悲哀が見えたのだ。君が狩りを行えば、それすらも打ち払えるような感じがしていた」

「感じがしてたって、お前……」

「いいではないか。結果、万事上手うまく行った。交易が生まれれば、冬の間、我が村は隣村に新鮮な肉を売る事ができる。これは大いなる一歩だ」

「狩りなら隣村も普通にやるだろうから、そう上手うまく行くとは限らねぇがな」

「ふむ──しかし、そうか。我わが輩はいが占えば、近隣の村々が何に困り果てているか知る事ができる。それを解決する手立てを我わが輩はい達たちが提供できるのならば……」

「焦あせりすぎるな、魔女」

「む？」

「少しずつでいい。よく考えて見ろよ。胡う散さん臭くさいと思ってる連中が、困ってるところに必ず現れて、解決して対価をもらって帰ってく……はっきり言ってかなり不気味だぞ」

　ふむ、とゼロは考えるように空中を睨にらみ。

「まるで魔女のようだな。ゆくゆく焼かれそうだ」

　と生真面目に頷うなずいた。

　人助けをしているつもりでも、あんまり同じ人間が解決し続けると〝あいつが問題の原因を作ってるんじゃないか〟と思われかねない。

　俺達は、助けを求められて初めて動くくらいが丁度いいんだ。

「村同士の距離感などというものは、遠いくらいが丁度いいという事か」

「そういうこった。──俺とお前みたいにな」

「それではいささか近すぎる」

　くつくつとゼロは笑い、皿の底に残ったシチューをパンで綺き麗れいにぬぐい取る。

「じゃあ、そろそろ──」

　と俺は立ち上がりかけたが、さっと伸びてきたゼロの足に膝を小突かれ、再び椅子に座りなおす形になった。

　なんだよ、と俺が言うと、なんでも、とゼロが答える。

「ただ少し、今夜は冷えると思ってな」

「……はあ？」

「まさかこの底冷えの夜に、我わが輩はいを一人残して帰ったりはすまいな、傭よう兵へい」

「はあ……だから〝じゃあそろそろ寝床の準備でもするか〟って言おうとしたんだが」

「む……そ、そうか」

　そうか、そうだったかと、珍しく気まずそうに繰り返すゼロを置いて、俺は使用済みの食器をまとめ、怪しげな品々に占拠されている台所に片付けておく。

　明日の朝、店に持って帰って洗おう。

　そんな事を思いながら、俺はゼロが待つ二階の寝室に向かった。
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　村に神父がやってきた。

　その衝撃は小さな村の隅々まで行き渡り、つい最近建築が終わったばかりの、真新しい木造の聖堂に、大勢の村人が詰めかけた。

　赴任してきた盲目の神父は、村人の声に耳を傾け、真しん摯しに相談に乗ってくれると大人気だ。何より〝眼帯を外すととんでもなくいい男〟という噂うわさが立ってからは、一目その素顔を見せて欲しいと懇願する女──時々男も──が後を絶たなかった。

「いや、まあ、気持ちは分かるんだけどもな……」

　酒場のテーブルに頰ほお杖づえを突き、クマはいかにも面白くなさそうな顔で言う。

　不満を表明する事が少ないこの男にしては珍しい事だったので、俺は仕込みの手を止めてクマを見下ろした。

「なんだ。神父の野郎、さっそく問題でも起こしたのか？」

　そうじゃねえけど、とクマはぼやく。

「あの神父様、あれだろ？　〝女神の浄火デア・イグニス〟の……俺、あの神父様がウェニアス王国の坑道で大暴れしてるところ見た事あるからすげー複雑……ほら、ウェニアス王国でやった、坑道崩落計画の前あたり。ってーか、俺が働いてた宿屋にあんたが泊まってた日だよ」

「あーあー、あったあった、そんな事」

　俺は懐なつかしさに軽く肩を揺らした。

　もう、随分昔の事のように思えるが──。

　ゼロの故郷である弓月の森に行ったら、強制召喚でウェニアスに引っ張り戻され、襲ってきた巨大猪いのししを殺した俺は返り血でドロドロになった。

　でもって、獣けもの堕おちと返り血の組み合わせなんぞ、一目見ただけで衛兵を呼ばれても文句は言えない。それくらい強烈な暴力の象徴だ。

　そんな俺を泊めてくれる宿を神父が見つけてきて、それがクマが働いてる宿屋だった。

　クマはそこで〝元獣けもの堕おち〟として低賃金で雇い入れられ、それでも「雇ってもらえただけマシなんだ」と言いながら日々を生きていた。

　獣けもの堕おちだった頃のクセが抜けずに失敗ばかりだと嘆きながら、女によう房ぼうができたんだと誇らしげに話していたクマの顔を覚えている。

　まあ、今クマが問題にしているのは、その直後だ。

　坑道の内外で反魔女派の連中が暴れまわった時、その場に居合わせた神父が鎮圧に尽力した。しかも、かなり強引なやり方で、だ。クマはそれを間近で見ていたわけで──。

　自分の村に赴任してきた神父が、大鎌を振り回す殺人神父だと知っていたら、「あいつに村の信仰を任せて大丈夫か？」と思っちまうのも無理はない。

「傭よう兵へいは、あの神父様と昔むかし馴な染じみなんだろ？」

「たかだか数年の付き合いでしかねぇがな。ま、心配すんなよ。確かにあいつは殺人神父だが、信頼できる部類の殺人神父だ。急に暴れて村人を襲い出すなんて事はしねぇよ」

　ふーん、とクマは生返事でカウンターに突っ伏す。

「まあ、顔がいい男が気に食わない気持ちはよくわかる」

　俺がさらりと言うと、クマははっと顔を上げた。──冗談のつもりだったんだが、クマが笑う気配はない。

「……まさかマジで神父のツラに嫉しつ妬としてんのか？」

「し、嫉しつ妬とってわけじゃねぇけど……」

「やめとけ、アホらしい。神に愛された容姿の方々なんぞ、妬ねたむだけ損だぞ」

「でも、あんたんところの魔女さんは、うちの女によう房ぼうみたいに教会に入りびたったりしねぇだろ？」

　俺ははたと黙って、物もの憂うげなクマを見た。

「教会に入りびたるのは……敬けい虔けんな教会信者なら……当然じゃねぇか……？」

「聖堂でみんなと一緒に説教聞いたりしてるだけならな。でも、神父とうちの女によう房ぼうが二人っきりで話してるの、見たって奴やつが何人も……いい雰囲気だったって……」

　おいおい、待て待て、なんだこりゃ。

　まさか俺は、女によう房ぼうの浮うわ気きの相談をされてるのか？

　俺は殺人神父の潔癖とも言える性格を思い出して、なんとも言えない表情になった。

　あいつが他人の女によう房ぼうに手を出す？

　想像もつかん。ありえない。

「なんだよぉ、その顔！」

「獣けもの堕おちの表情なんざ分からねぇだろうが」

「俺だってもともと獣けもの堕おちだ。なんとなく分かんだよ、そういうのは」

「あの神父は他人の女によう房ぼうに手を出すような奴やつじゃねえよ」

　だけど、とクマは言い募る。

　なんだ？　やけに食い下がるじゃねえか。

　口の中でもごもごと言いたい言葉を転がして、クマは両腕で頭を抱え込んだ。

　そして、

「……まだ女によう房ぼうじゃないんだ」

　とくぐもった声で言う。

「──何？」

　俺は聞き返した。

「だってお前……女によう房ぼうだって紹介してたよな？　女によう房ぼうの方も否定してなかったじゃねえか」

「実質夫婦みたいなもんなんだ！　だけど、教会で式を挙げてない」

「はぁ？　なんでもまた」

「式を挙げようと思ってた頃に、教会騎士団のウェニアス包囲戦があっただろ？　坑道の崩落計画で住む場所がなくなって、それからすぐに悪魔の襲撃があってそんな場合じゃなくなって……だから、教会の法に則のつとると、俺達は独身なんだ……」

「なるほどねぇ」

　一瞬、俺は「他人の女によう房ぼうじゃなきゃ手を出すかもな」と口に出しかけ、吞のみ込こんだ。軽口でも言うべきじゃない言葉と、状況ってもんがある。

「じゃあ……とっとと結婚しちまえばいいんじゃねえか？」

「神父との浮うわ気きを疑ってんのに、その神父相手に結婚式を頼めるかよ！」

　クマは拳をカウンターに叩たたきつけた。

「俺だって……この村に神父がきたら、式を挙げてもらおうと思ってたんだ。でも、女によう房ぼうがあの調子だと、なんか切り出しにくくなって……切り出して〝やっぱり結婚はやめるね〟とか言われたらと思うと……」

「意外と臆病だなぁ、お前」

「本気で大事に思ってるんだ……！　獣けもの堕おちから人間に戻って、嫌な事ばかりで……でも、あいつがいたから頑張れた……あいつに幸せになって欲しいけど……だからこそ、あいつが神父様を選ぶんだったら……俺は……」

　なるほど、ままならない。まったく獣けもの堕おちって生き物は、恋愛事となるととことんダメになる。普通の人間がガキの頃に済ませておくような、青くて苦い恋心ってのを、十分に歳としを食っちまってからやったりするから、色々と拗こじらせる。

　溜ため息いきを吐いて、クマは立ち上がった。

「今の話、誰にも言わないでくれよ。卑屈だって分かってんだ、自分でも」

「あ、おい」

　待てよ、と呼び止める俺の声を無視して、クマはそそくさと店を出て行った。入れ違いで、するっと店に入り込んできた小さな影に、俺は「おっと」と声を上げる。

　大人の膝くらいまでしかないその影は、とことこと歩いてカウンターまで寄ってくると、器用に椅子によじ登る。

　開口一番、

「神父様、人の恋人取ったりしないよ」

　と言った。

　教会で暮らしている、小さなネズミの獣けもの堕おち──リーリだ。

　ガキに見えても、中身はもうすぐ十九歳という事実を知る者は少ない。

　自分が疫えき病びようを運ぶネズミだという事実をひどく気にして、人目を避けているリーリがこうして俺の店に堂々と入ってくる事はめったにない。

　店の近くを通りがかったら、たまたま神父に関する不名誉な話題が耳に飛び込んできて、我慢できずにこうして意見表明に来たんだろう。

「やっぱり聞こえてたか」

「ん。耳、おっきいから」

　リーリは不機嫌そうな表情のまま、大きな耳に手を添える。

「俺もあいつが色狂いだとは思わねぇが、不安になるクマの気持ちも分かる」

「どうして？」

「神父が色男だからだよ」

　むむ、と黙ったリーリの前に、洗った林りん檎ごを出してやる。リーリは黙って林りん檎ごをシャリシャリとかじり始めたが、半分食べた辺りでまたぱっと顔を上げ、

「リーリ知ってるもん」

　と言った。

「何を？」

「神父様と、クマさんの奥さんが話してる事」

「へぇ？　何話してたんだ？」

「内緒」

　なんだよ、肩透かしかよ。

「言っちゃだめなの、内緒だから」

「そりゃ、神父とクマの女によう房ぼうが内緒話してるって事か？」

「そう」

「へぇ……それはそれは」

　ちなみに、リーリは神父の事が好きだ。ほのぼのとしたガキの「好き」ではなく、十九歳の女が色男の神父に抱く方の「好き」で、神父もその感情を知っている。

　が、二人の間には何もない。

　神父は粛しゆく々しゆくと日々の業務をこなし、リーリは雑用兼下働きとしてそれを手伝いながら、二人で教会を切り盛りしている。

　リーリは神父と一緒にいられるだけで満足らしく、不満どころか幸せいっぱいだと言うが、さすがに神父がほかの女とねんごろになっていたら落ち込むだろう。

　そのリーリが、平然と「二人が内緒の話をしている」と言うのだから、これは完全にクマの思い過ごしと見て間違いない。

「その内緒話の内容、クマに話しちゃマズいのか」

　リーリはこくりと頷うなずく。

「でも別に浮うわ気きじゃない、と」

　また頷うなずく。

「なのに、なんで俺に話さない？」

「神父様が、〝あの男は情にほだされるとなんでもペラペラ喋しやべるから信頼できない〟って」

　あの野郎、直接会話してなくてもムカつくな。

「だから、これください」

　リーリは紙切れをずいと俺に差し出した。

　何だ、意見表明に来たわけじゃなくて、本当に酒場に用があったのか。

　差し出された紙に書かれた品目をざっと読んで、俺は顔を顰しかめた。

「食材か？　珍しいな、教会はいつも全部自前でまかなってんのに」

　教会には家畜と、畑と、本部からの物資援助がある。

　村で作物が取れなかったときに施せるようにとか、村の人間から嫌われても生きられるようにとか、色々と理由はあるが、とにかく教会の台所事情ってのは、村から切り離されているのがほとんどだ。

「あと大鍋と……大量の皿と杯の貸し出し……？　店でも開くのかよ」

「内緒」

「お前は本当に神父に忠実だな……」

　半眼で睨にらむと、リーリは自慢げに笑った。いや、全然褒ほめてるわけじゃねぇんだがな……。

「まあ、なんでもいいけどよ。三日後までに納品ね。はいよ、承りました」

「神父様が、ついでにご飯食べてこいって。お客様きてるから」

「まさかクマの女によう房ぼうか？」

「女の人、いっぱい」

　リーリはカウンターに頭を乗せて、綺き麗れいに残った林りん檎ごの芯を指先で弄もてあそぶ。

「……なんだ？　お前もお前で嫉しつ妬としてんのか？」

「んーん。ちがくて」

　リーリは目を閉じた。

「女の人、みんなきれい。ひらひらで、ふわふわで、キラキラで……ずーっと見てたいけど、リーリがいるとね、みんなやな気持ちになっちゃうから」

「そう言われたのか？」

　顔を顰しかめて聞き返すと、リーリはカウンターに頭を乗せたまま、器用に頭を左右に振った。

「でも、わかるもん」

　神父がリーリに俺のところで食ってこいと言った理由が分かった気がした。

　リーリが勝手に気を使って、緊張して、そわそわして落ち着かなくなるからだ。

　村の女達が実際のところリーリをどう思っているかは知らないが、表立って毛嫌いする奴やつはいないだろう。

　それでもリーリは、「嫌われているかもしれない」とか「怖がられているかもしれない」という不安でいっぱいになる。

　それで相手を責めるならまだいいが、リーリは「自分のせいで嫌な気持ちにさせている」と自分の方を責めちまう。

　だから神父は、いったんリーリを俺のところに逃がした、と。

「……今夜、魔女んとこに泊まるか？」

「だいじょぶ。夜はみんな帰るから」

　ありがと、と控えめに礼を言ったリーリに、俺は昼食を用意してやる事にした。

　薄く切ったパンを卵と牛乳でヒタヒタにし、蜂蜜で甘みを付けてこんがり焼いた、店で一、二を争う高級品だ。

　教会を通して安定供給してもらえるようになったから、そこそこ気軽に甘いものが作れるようにはなったが、それでも贅ぜい沢たく品である事に変わりはない。

「いいの？」

　目をキラキラさせながら、リーリは俺と皿の中身を交互に見比べた。

「生憎あいにく、今の材料じゃこれしか作れなくてな。請求は神父に回しとく」

　歯を見せて笑うと、リーリは喜んでフォークを摑つかみ、はぐはぐとパンを食べ始めた。

「あまくって、やわらかくって、美味おいしい！」

「そりゃ何よりだ」

「リーリ、これ一番好き！」

「お前さんのお袋直伝の、トマトシチューよりもか？」

「それも一番好き」

　幸せそうに笑って、リーリは矛盾した台詞せりふを平然と口にする。

　リーリは口の中をパンでいっぱいにすると、ふと、

「美味おいしいから、ちょっとだけ教えてあげる」

　と声を潜めた。

　どうやら内緒話を教えてくれる気になったらしい。

　俺は姿勢を低くして、リーリの口元に耳を近付けた。

「あのね」

　もったいぶってリーリは言う。

「絶対に絶対に、疑っちゃダメって、言ってあげて。奥さんに〝神父様の事が好きなのか〟なんて聞いちゃダメって、クマさんに」

「なんで？」

「ダメになるから」

「なにが」

「ぜーんぶ」

　それきり、リーリは口を閉ざす。

　これ以上の情報をリーリから引き出すのは無理だろうと諦めて、俺は次を当たる事にした。
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「で、お前はクマんとこの女によう房ぼうと浮うわ気きしてるのか？」

「あんまりふざけた質問をされますと、私としてもしまい込んだ大鎌を持ち出さざるを得なくなるのですが」

　単刀直入に聞いた俺に対し、神父は胡う散さん臭くさい余所よそ行いきの笑顔を一層深くする事で、言げん外がいの怒りを表明する。

　場所は教会の裏口で、酒場の閉店後、先日リーリに注文された品を届けにきたところだ。

　リーリに「クマの女によう房ぼうに聞くなよ」と念を押されたが、神父に聞いちゃいかんとは言われてねぇからな。

「チビに確認したんだが、適当にあしらわれてな。隠し事してるのは間違いねぇんだろ？」

「猫科のくせにやじ馬根性は見苦しいですよ。ゼロに馬の魂でも降ろしてもらっては？」

　鉄壁の笑顔はそのままに、俺を罵ののしる辛しん辣らつさは昔通りで安心する。

「毎日酒場に来ては、一言も喋しやべらず酒だけ飲んで、死にそうな表情で帰ってく男の顔を毎日拝んでりゃ、猫科だろうとやじ馬根性の一つや二つ湧くってもんだろうよ」

　おやおや、と神父はどこか冷ややかな声を上げた。

「彼はそれほど自分の伴侶を信じられないのですか？」

「お前のツラがいいのが悪い」

「美醜の基準など人それぞれですよ」

「その台詞せりふを吐いていいのは、自分のツラを利用して女に近づいた事がない奴やつだけだぞ」

「では私はその台詞せりふを吐く権利がありますね」

「へーぇ？」

「私は何もしなくとも、相手から近づいてきますので」

　げぇ、と俺は舌を出した。

　言い寄る必要もないとは恐れ入る。

「……村の女にも言い寄られてるのか？」

「ええ、まあ」

「夫がいる女にも？」

　ピリリと、空気が緊張するのが分かった。

　俺も下衆げすの勘繰りや冗談で聞いているわけじゃない。閉鎖的な村に、見み目め麗うるわしい独身の神父が一人──しかも教会の人間で、知性と礼儀を知っている。

　いくら神父にその気がなくとも、村人同士の不和の原因としては十分だ。

「あなたは相変わらず、他者を信じる事が苦手のようですね……」

　呆あきれ交じりの溜ため息いきだった。

　同じく、俺も溜ため息いきを吐く。

「分かってるよ……こんな質問自体、お前への侮ぶ辱じよくだってな」

「私へのではありません」

「あん？」

「……今、ゼロが私の部屋にいます」

　突然話題を変えた神父に、俺は目を瞬しばたたいた。

「珍しいな、あいつが教会にくるなんて。魔女が喜びそうな怪しげな本でも手に入れたのか？」

　俺は空気の臭いを嗅かいで、ゼロの存在を教会の中に探す。──が、教会には魔よけの香が焚たいてあるせいで、ゼロの匂いは嗅かぎ取れない。

「さあ……特に用もない様子でしたが、私に会いにきたのでは？」

「用もないのに、あいつがわざわざ自分の店から教会に出てくるわけねぇだろうが」

「ですから、私に会うのが目的だったのでしょう」

「教会に持ち込む相談事が魔女にあるって？」

「〝教会に〟ではなく〝私に〟です」

　イライラした様子の神父の態度に、俺は神父が言わんとしている事を察するべく、少しばかり頭を働かせる事にした。

　ゼロが今、神父の部屋にいるとして。

　それが教会じゃなく神父個人に会いにきているとして。

　その理由や目的が何かと言うと──。

「……実はチビが不治の病にかかってたりするのか？」

「え！　リーリ死んじゃうの!?」

　裏口で話し込んでいる俺と神父の様子が気になったのか、リーリが神父の後ろからひょっこりと顔を出す。

　神父は「また面倒くさいのが出てきた」と言うように額を押さえ、

「死にませんよ」

　と短く答えた。

「ようチビ。うちの魔女がきてるんだって？」

「え？　お姉ちゃん？　きてないよ？」

　俺は神父を見た。

　神父はひょいと肩を竦すくめて、

「ええ、噓うそですから」

　と言い放つ。

　なんだよその噓うそ。なんのための噓うそだよ。

　俺が顔を顰しかめると、神父は軽く俺の肩を叩たたく。

「そういう事ですよ、傭よう兵へい」

「はん？」

「あなたは今の会話で、一瞬でもゼロの浮うわ気きを疑いましたか？」

「う、浮うわ気きって……！　別に俺とあいつはそういうんじゃ……！」

〝そういうの〟ってのは、つまり夫婦とか恋人とか、お互いを拘束し合う関係って事だ。少なくとも俺とゼロは、お互いの所有権を主張するような関係ではない。

　──とはいえ、だ。

　もしゼロが神父と〝そういう〟関係になったとしたら、俺も心中穏やかではないだろう。

　そこでようやく、俺は神父が「ゼロが自分の部屋にいる」と言った意味に思い至った。そしてクマが女によう房ぼうの浮うわ気きを疑う事の意味にも。

「……不貞を疑う事自体が不義だって？」

「不義とは言いませんよ。ですが痛くもない腹を探られて、結果不必要な傷がつく──そういう事態を好ましいとは思えないだけです」

　確かに俺は、神父があれほど「ゼロは自分に会いにきたんだ」と主張しても「そうか何か用事があったんだな」くらいにしか思わなかった。

「とにかく、私と奥方の間にやましい事は何一つありません。そうですね？　リーリ」

「あったらリーリすんごく怒る。神父様の事嫌いになるかも」

「では村の女性に手を出してみましょうか」

「やだー！　だめー！」

　リーリは拳を握り締め、ぽかぽかと神父の足を殴った。

「何いちゃついてんだよ……」

「羨うらやましいなら差し上げますよ」

「だってよチビ。うちくるか？」

「いかないもん！　ばかばか！　おにいちゃん嫌い！」

　なんで俺なんだよ。とばっちりもいいとこだ。

　これ以上何か情報を得られる可能性も低そうなので、俺は神父から納品物確認の署名をもらい、そそくさと教会を後にする。

　その背中に、

「ゼロは全部知っていますよ」

　と神父が声をかけてきた。

　振り向くと、丁度神父が裏口の戸を閉めるところで、何か言い返そうにも間に合わない。

　そんなに気になるのなら、ゼロに聞けという事だろうか。──それとも、今のも「お前の知らない秘密をゼロと共有してるぞ」という煽あおりか何かなんだろうか。

　神父の意図を測りかねたまま、俺は閉じた戸をしばらく見つめ、教会を後にしたその足でゼロの店に顔を出す事にした。




「──手て土産みやげもなしに急にきたと思ったら、クマがつがいの浮うわ気きを疑っているだと？」

　前触れもなく訪れた俺を快く受け入れたと思ったら、特に手て土産みやげがないと知って途端に不満顔になるゼロである。

　仕方なく、ゼロが薬の調合のために集めている素材から食えそうなものを見み繕つくろって、急ごしらえの夜食を用意する事にした。

　鶏の生き血を絞った残骸──つまり血抜きした鶏が吊つるしてあったので、こいつの胸肉を軽く湯がいてから、炙あぶってショウガでも添えよう。

　ゼロはそんな俺を眺めながらテーブルに足を投げ出し、椅子の後ろ脚だけに器用に体重をかけてゆらゆらと揺れている。

「我わが輩はい、これほど馬鹿馬鹿しく、くだらない話を聞いたのは初めてだ」

「俺もありえねぇって言ってるんだが、クマの様子を見てると今にも首をくくりそうなんだよ。浮うわ気きじゃねえなら、なんでそんなに頻繁に神父に会う必要があるんだ？」

「それは教えられないな」

　そっけなく言い放つゼロに、俺は肩を落とす。

「お前もかよ」

「浮うわ気きを疑っているなどと言われては、ますます教えられない。せいぜい苦しむがいいのだ、そんな不誠実な男など」

「お前も神父と同じ事言うんだな……」

　俺は古ぼけた天井を仰いで、乾燥させるために吊つるされている薬草を眺める。

「自信がないのは、そんなに悪い事ですかねぇ」

　自分の見てくれに自信がなくて、相方の女とは実のところ結婚しているわけでもなく、そんな女が自分より顔にも権力にも恵まれている独身の男のところに足しげく通っている。それで不安になるなと言う方が無茶だろう。

「自信を失った結果、信じるべき者を傷つけるのなら、それは罪だな」

「疑われる原因を作っても──か？」

「随分クマの肩を持つではないか」

「まあ、元獣けもの堕おち同士のよしみとしてな」

　俺は苦笑して、炙あぶった肉を皿に盛り付ける。テーブルに置くと、ゼロは揺らしていた椅子を四つ足に戻し、炙あぶり胸肉を一切れ口に放りこんだ。

　俺は未いまだに生肉を食わないように生きているが、軽く炙あぶった半生程度なら抵抗もなくなった。生肉の柔らかな歯ごたえと甘みが、軽く焦げ目の付いた表面の香ばしさと相まって、酒のつまみに丁度いい。

「心配せずとも、明日になれば全て解決しているさ。クマが首をくくるまでもない──あるいは、明日になれば首をくくりたい衝動が増すかもしれんがな」

「不穏すぎるだろ、どういう事だ」

「明日になれば分かる。──と言うかだな、傭よう兵へい。我わが輩はいはこの村に住む人々の結束力の高さにいささか驚きを禁じ得ない」

「結束力ぅ？」

「実のところな、傭よう兵へい。知っているのだ、村の女は全員。なぜクマのつがいが教会に通うのか、そして明日何が起きるのか」

「全員!?」

「ここ最近、村の女衆が足しげく教会に通っているのにも理由がある。心躍るだろう？　暴こうなどとしない事だ。少しの秘密は人生を輝かせるが、明かされる時を待たずして暴かれた秘密は目も当てられない悲劇を生む」

　秘密を知らされている男も、神父を筆頭に何人かいるのだとゼロは楽しげに語ったが、結局その秘密を教えてはくれなかった。

　明日を待て。

　その言葉だけを得て俺はトボトボと帰路につき、釈然としない気分のまま眠りについた。
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「……どうなってんだ、こりゃ」

　翌朝、店を開けた俺は、ただただ呆ぼう然ぜんとする事しかできなかった。

　立ち上がったばかりの村には、仕事が山ほどある。

　建物の改修、道の修繕、荒れた畑の開墾に、燃料となる薪たきぎの収集などなど、一つ問題を片付ければまた一つ問題が出てくるような調子だ。

　そんな連中が朝の忙しい時間に腹を満たすため、俺は毎日酒場で朝食を用意する。それが俺の仕事であって、この村での役割だからだ。

　酒場と名は付いちゃいるが、現状俺の酒場は「配給所」と呼んで差し支えないだろう。俺は村人全員の腹が満たされるように食糧を管理する仕事についてるわけだ。

　まあ、村の連中は森に入って果物を取ってきたり、それを自分で料理したり、各おの々おの好きなようにやってるが、基本的には俺の店で腹を満たすのがこの村での日常になっている。

　当然、村の内部で貨幣の流通はない。

　金はあくまで「村の金」であって、それで外部の村や町から何を買うかはみんなで決める。そして現状、俺達は外部から何かを買わなきゃならんような事態に陥っていない。

　そんな、いろんな意味で発展途上の村なわけなんだが──。




「なんで今朝は、一人しか客がいねぇんだ？」




　決まった時間に、決まった人間が、決まった場所にいない。たったそれだけの事が、小さな村では異常事態だ。

　だってのに、店を開ければ数分も待たずわらわらとやってくるはずの客が、今日に限って顔色の悪いクマ一人ってのは、悪い冗談でしかない。

「ほかの奴やつらは？」

「知らねぇ……ただ、これが……」

　クマは一通の手紙を差し出した。

　封は切られていない。

「誰からだ？」

「たぶん女によう房ぼう」

「たぶんって……」

「だって、あいつ読み書きできないはずなんだ……俺もできないし……けど、今朝俺の枕元にあったから……」

　って事は、クマの女によう房ぼうが誰かに代筆を頼んだんだろう。

　そしてクマは、それを俺に読んでもらうためにやってきたと。

「開けるぞ」

「頼む……いや、やっぱり待ってくれ！　別れ話が書いてあったら困る！」

「うるせぇ、もう開けた」

　俺は容赦なく封筒を破くと、便びん箋せんを引っ張り出した。

「はーん……こりゃ魔女の字だな。ちょっと待てよ、俺も読むのが得意なわけじゃ……」

「やめろ！　頼む、読み上げるな！　俺はこの村を出ていくぞ、傭よう兵へい。今すぐ荷物をまとめて、それで……！」

　短い一文にさっと目を走らせて、俺は口を閉じた。

　今すぐ荷物をまとめると宣言したくせに、手紙の内容が気になって動けずにいるクマを見て、もう一度手紙を見る。

　俺は思い切り顔を顰しかめた。

「──なるほど。こいつはマズいな。うん、本格的によろしくねぇな」

「な、なんだよ！　なんて書いてあったんだ……？　別れ話か？」

「教会にこいってよ」

「教会に!?　なんで!?」

　クマは悲鳴のような声を上げた。

「村の連中も教会だ。ちょっと手伝え。作っちまった朝飯、もったいねぇから持ってくぞ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　なんで教会にみんな集まってるんだよ！　なんでそこに朝飯を運ぶんだよ!?　なあ、手紙読み上げてくれよ！　なんて書いてあったんだ!?」

「読み上げて欲しいのか、欲しくないのか、どっちなんだよ……」

「俺にも分かんねぇよ！」

　ダメだこいつ。完全に自分を失ってる。

「ま、教会に行きゃあ分かるだろうよ。いやまったく、この村の結束力の高さは並大抵じゃねぇな。さすがはみ出し者の村だ」

　自分でも、笑っているのか呆あきれているのか分からない声が出た。

　実際、一瞬前まで俺自身が結束力の外にはじき出されていたはずなのに、知ってしまえばなるほど、秘密を守ろうって気になってくる。

　そして村の連中が、この局面になるまで俺に隠しておいた理由もよくよく理解できた。

「なんだよそれ！　怖すぎるだろ！　嫌だ、教会になんか行かねぇぞ！　俺は帰る！」

「ごちゃごちゃぬかすな！　ほら行くぞ！」

「嫌だぁ！　あいつと別れるなら、もう人間でいる意味がねぇ！　俺は獣けもの堕おちに戻る！　魔女に頼んでクマの魂を降ろしてもらう！」

「やめとけ。マジな話、死ぬほど痛てぇから」

　俺は嫌がるクマに無理矢理荷物を押し付けて、荷台に大鍋を積んで村の外れに建ったばかりの教会を目指した。

　木々に囲まれた細い道を少し歩くと、ざわめきが聞こえてくる。

　それに、食欲をそそる料理の匂い。リーリが俺の店から持ってった食材やら食器やらを一体何に使うのかと思っていたら、ただただ普通に宴席を設けるだけだったってわけだ。

　──そう、祝い事だ。

　俺とクマは今、俺達だけが知らされていなかった宴席に向かっている。

　それに気づいたクマは震えあがり、何度も逃げ出そうと回れ右をしかけたが、そのたびに俺が無理矢理方向転換させてどうにか教会まで連れてきた。

　細い道を通り抜け、視界が開けた瞬間に目に飛び込んできた、その光景──。

　塗りたての漆しつ喰くいで白く輝く木造の教会は、この村で一番上等な建物だ。

　こればっかりは村の人間達だけじゃ作れなかったので、教会から派遣されてきた大工の指示のもと作られた。

　不思議なもんで、生まれてこの方教会に唾つばを吐いて生きてきた俺だが、自分の村に教会ができると、なんとなくほっとするし、気が引き締まったような気分になる。

　教会の前には村人が勢ぞろいしていた。

　積み上げた薪たきぎに木の板を載せただけの不格好な長テーブルには所せましと料理が並べられ、周りの木々は色とりどりの布で飾り付けられている。

　幸福を絵にかいたような景色だった。

　誰の目から見ても分かるほど、華々しい結婚式の装よそおいだ。

　その景色の真ん中に、神父と盛装した若い女──クマの女によう房ぼうが立っている。

　クマの女によう房ぼうは、上背のある女だ。巨漢のクマと並べば小さく見えるが、神父と並んでいるのを見ると二人の身長はほとんど変わらない。

　楽しげに談笑していた二人が──そして周りの村人達が、俺とクマの登場にぴたりと口を閉ざした。

　クマは視線が自分に集まって、状況が理解できないまま救いを求めて俺を見る。俺はそんなクマの小さく丸まった背中を、神父と女の方へと押し出した。

「ちょっとぉ、遅かったじゃない！」

　ドレスの裾すそを持ち上げて、女はクマに駆け寄る。

　クマはそんな女にたじろいで、半歩下がって「悪い」とだけ呟つぶやいた。

「それで？　これ見て何か言う事ないの？」

「え、あ……あぁ……その……」

　クマは神父を見る。

　そして──。

「あの……確か結婚ってのは、異議申し立てして決闘に勝てば……女を他人から奪えるんでしたよね？」

　とわけの分からない質問を口にした。

「……はい？」

　と聞き返したのは神父である。

　女もぽかんとしてクマを見る。

「え……だってこれ……お前と神父様の結婚式だよな？」

「何寝ぼけてんの。あたしとあんたのよ」

「へぁ!?」

　間抜けに聞き返して、クマは再び神父を見る。

　神父は重々しく頷うなずき、

「私と彼女の結婚ならば、私のほかにもう一人神父が必要ですね」

　と、至極もっともな事を言った。

　ようやく状況を理解したクマは、耳まで真っ赤になった顔を両手で覆おおい、勢いよくその場に崩れ落ちる。

　そりゃあそうだろう。

　こっそり神父と浮うわ気きをしていると思っていた女が、こっそり自分との結婚式の計画を練っていたと知らされりゃあ、疑った自分の弱さを呪いたくもなる。

「俺は馬鹿だ……ッ」

　それだけ言って動かなくなったクマの前に、女も一緒にしゃがみ込む。

「ちょっとぉ、あんたがそんなじゃ、全然絵にならないじゃない。折角村のみんなが綺き麗れいな服作ってくれて、お化粧までしてくれたのに、〝綺き麗れいだよ〟とか言ってくれないの？」

「俺を殴ってくれ」

「えー？　何それ」

「お前の浮うわ気きを疑った……神父とデキてるとばっかり……」

「なにそれ、さいてぇ」

　へらりと笑って、女はひらりと腕を振り上げる。そのまま、クマの望む通りにスパン、と小気味よく頰を張った。

　それでなぜだか、周囲から喝かつ采さいが起きる。その喝かつ采さいの中、女はクマをひっぱたいた時とまったく同じ笑顔で言った。

「あたしと結婚してくれる？」

　クマは雄叫おたけびを上げ、女を横抱きにして立ち上がった。

　そのまま神父に走り寄り、

「結婚って、どうすりゃできるんだ!?」

　と勢い込んで聞く。

　神父は口元に穏やかな笑みを浮かべて教会を指さした。

「今から聖堂に入って、結婚式の手順の説明聞くまで待てますか？」

「無理だ」

「でしょうね。ではここで」

　臨機応変だな、おい。とは心の中だけで言っておく。

　まあ、小さな村での結婚式なんざこんなもんでいいだろう。

「──汝なんじ、ウルスよ。神より与えられたその名、その身、その魂の全てをもって、汝なんじが前に立つ女、サラを永遠の伴侶とする事を誓うか？」

　前置きなく始まった宣誓に、突如久方ぶりに本名を呼ばれたにもかかわらず、クマは「誓う」と宣言する。

　女によう房ぼうにも同じような質問が投げかけられ、同じく「誓う」と宣言する。

「お集まりの方々の中に、この夫婦の成立に異議を唱える者は？　──結構。では慈悲深き女神の名において、お二人をここに夫婦と認め──」

　ます、と神父が先生の言葉を終えるより前に二人はキスを交わし、喝かつ采さいと、野次と、下手へたくそな楽器の音色が、この村で初めて誕生した夫婦の門出を祝う。

　結婚式の形式ってのは地方によってさまざまで、村によっても独自の形式があるもんだが、なんとなく、俺は「次の結婚式でも女によう房ぼうが夫の頰をひっぱたくんだろうな」と思って苦笑した。

　どんなものであれ、最初の一回目に起こった事が、気が付けば伝統になってるもんだ。

　俺が拍手を送りながら幸せそうな二人を眺めていると、つつ、とゼロが俺の隣に足音もなく忍び寄ってきた。

「言っただろう？　明日になれば分かる──と」

「つまり、俺とクマ以外は全員結婚式の事知ってたって事か？」

「全員とは言わない。今朝になって隣人から知らされた者もあっただろう。クマがいつまでたっても正式な結婚の申し出をしてくれぬからと、神父と村の女達と共謀していささか大規模ないたずらを仕掛けたというわけだ」

「成功する前にクマが首くくらなくてよかったな」

　自分から一歩を踏み出せなかったクマが悪いと言ったって、さすがにあの苦しみようは気の毒だった。

「ツガイの浮うわ気きを疑うから悪いのだ。ツガイを信じてさえいれば、ただビックリするだけで終わったというのに──時に傭よう兵へい、手紙は君がクマに読んでやったのか？」

「ああ、お前が代筆したやつな」

　ほう、とゼロは意外そうに俺を見る。

「我わが輩はいの字だと分かったのか」

「お前の字、かなりのクセ字だぞ。先生に代筆を頼むべきだったな」

「それでは意味がない」

「なに？」

「宛名がなかっただろう、あの手紙には」

「あぁ……そういや、そうだな」

　差出人も宛名もなしだ。

　とは言え、クマの枕元にあったならクマ宛てだろう。二人暮らしなんだから、送り主はクマの女によう房ぼうで間違いない。

「我わが輩はいが書いた手紙を、君は読んだ。その意味が分からないか？」

「さっぱり分からねぇな」

　顔を顰しかめて答えると、ゼロは「だろうな」と苦笑した。それから腰をかがめるように身振りで示され、従うと唇に唇がかすめて離れる。

「んな……！　ば……！　お前、こんな人前で──！」

「今回のところは、これで勘弁しておいてやる。さあ、今日の主賓を祝福するぞ。君もネズミのを手伝ってやるといい」

　にやりと笑って、ゼロは拳で軽く俺の肩を叩たたくとさっさと歩き去っていった。

　俺はポケットに突っ込んでおいた手紙を取り出し、ゼロの字で書かれた文面に目を落とす。




　──一生そばにいてくれますか？




　差出人も、宛名もない、ゼロの字で書かれた手紙。

　おそらく、俺が読む事を前提に書かれた手紙。

　俺は軽く目を閉じて、手紙をポケットに押し込んだ。

　まあ、少なくともこの手紙は、クマに返さなくていいだろう。ゼロが書いて、俺の手元にきた手紙なら──この手紙は俺宛てで間違いないだろうからな。







[image: 三章　村のお祭り]
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「お祭りをしましょう」

　という提案に、

「──は？」

　としか返せない俺である。

　お堅い先生ってのは、祭りだとか宴会だとか、そういう事に興味のないもんだと思ってた。だから村の教育と風紀に血道を注ぐ〝先生〟がずかずかと酒場にやってきて、〝集落における式典の重要性〟という文書をさっと差し出した時、俺はただただ驚くばかりで、羊皮紙と先生を交互に見比べる事しかできなかった。

　そして、

「この村ができて、そろそろ一年が経過します。そしてお祭りとは、村人にとって年月を感じる大切な儀式、気を引き締めるためにも、そろそろ開催を検討すべきでしょう」

　とまで口頭で言われれば、俺にはこう返すしかない。

「はぁ……ごもっともで」

　これを俺の合意と受け取り、先生は酒場を立ち去る。




　──それが、この村の開村記念日の始まりだった。




　村ができて一年が経たつと、決まり事ってのができてくる。

　この村の決まり事その一は、「相談事は閉店後の酒場に集まってする」だ。そして今、俺は先生が用意した文書を前に、集まった村の連中を見回した。

「ってわけで、勢いで祭りを開く運びになったんだが……」

「いいんじゃないですか？　この村もだいぶ共同体として安定してきましたし」

　真っ先に賛成の声を上げたのは、いつもはこういう会議に参加しない神父だ。なんでこいつがここにいるのかと問えば、先生に呼ばれたと答えるんだから、追い返しようもない。

「あくまで、冒ぼう瀆とく的でない範囲で──ですが」

「冒ぼう瀆とく的な祭りって、つまりどんな？」

「赤子を生いけ贄にえにして、村人全員で食ったりする祭りです」

　酒場に集まった面々がざわついて、神父は口元に穏やかな笑みをたたえたまま、一瞬前の不気味な発言を打ち消すように神への祈りを口にする。

「神父様は、こちらの村においでになる前は世界を旅していらっしゃったとか……おぞましい祭りの数々を見聞きした事も多いのでしょう。しかし、恐るべき邪じや悪あくは常に無知から引き起こされるもの。どうか、ご心配なさらないでください。私の知識で、村の人々を必ずや正しい方向に導いてみせましょう。この度のお祭りは、普段隔絶されているこの村が、外の世界との交流を図る大きな機会です。村の生活が安定してきた今だからこそ、多少村の資源を切り崩す事になろうとも、ぜひとも取り組むべきです！」

　拳を握り締めて熱弁をふるう先生に、神父は「頼もしい限りですね」と、いかにも物分かりのいい神父然とした声で答える。

　俺はそんな神父を半眼で眺め、「とにかく」と無理矢理発言権を取り戻した。

「祭りの内容を決めなきゃならねぇ。ただ宴会するってわけじゃねぇんだろ？」

「そりゃあ、祭りって言うくらいだからなぁ。やっぱこう……舞台で村の歴史を語る劇をやったり、屋台を出したり人を集めて……この村の事知ってもらうって事だろ？」

「我わが輩はい、楽しくて美味うまいものが食えるのならば、どのような祭りだろうと大歓迎だ」

　クマが首を捻ひねり、ゼロが書き物の手を止めて、わくわくと羽ペンを振り上げる。

　集まった他の連中も、ガヤガヤと「俺が前にいた村では」とか「やっぱ村の特色を表した祭りじゃないと」とか各おの々おのの主張を口にし始めて、俺は腕を組んで天井を睨にらんだ。

　村の特色……か。

　特色ねぇ……。

「──この村に特色なんてあったっけか？」

「あなたの存在ですよ、寝ぼけないでください」

　俺が首を傾かしげると、すかさず神父からのツッコミが入る。

　表情は穏やかなままだが、俺に対する言葉の圧力と言うか、鋭さと言うかは、村人に対するそれと比べると数倍強い。

「神父様って、傭よう兵へいにだけちょっと当たり強いよな」

　だとか、

「そりゃ教会の人間なんだから、いきなり仲良くはできないだろ」だとか、

「でも教会にも獣けもの堕おちがいるよな」

　だとか、ひそひそと言い合う村人の言葉を全て聞こえないふりで押し通し、神父は続けた。

「それと、ゼロ。あなたです」

　ゼロは頷うなずく。

「いかにも、そうだ。傭よう兵へいと我わが輩はいがいる事こそが、この村の大きな特色と言えるだろう。獣の戦士と魔法使い──しかし、それを祭りに組み込むとなると」

　ゼロは俺を見た。

「我わが輩はいが希望者を端から獣の戦士にしていこうか？」

「やめろ。冒ぼう瀆とく的だ。なあ、神父」

　俺はすかさず神父に同意を求めた。しかし神父は即答を避け、ただ少しばかり苦い表情を浮かべる。

「魔法使いと獣の戦士を受け入れた今、教会の公式見解としては冒ぼう瀆とくには当たらないでしょうが……」

「本音で話せよ」

「私が嫌です」

「よく言った我が友よ」

　俺と神父の会話を聞いて「そうか、だめか」とあっさり引き下がるあたり、ゼロも別に本気で提案したわけではないらしい。

「先生は？　立案者なんだから、何か案があるんじゃねえのか？」

　水を向けると、今まで沈黙していた先生の目がキラリと光った。

　質問されるのを律りち儀ぎに待っていたらしい。

「皆さんが主体性を持ち、何らかの企画をまとめ、進められるようならばそちらを見守ろうかと思っていましたが……やはり少々難しかったようですね」

「前言撤回だ。先生の意見は聞かないでおこう」

「……そうですか」

　勢い込んで話し始めようとした先生の出鼻をくじくと、神父の杖つえがテーブルの下で、秘密裏に俺の脛すねをひっぱたいた。

　思わず上げそうになった声をぎりぎりで吞のみ込こんで、俺は痛みで逆立った尻尾を足に巻き付ける。

　咳せき払ばらいを一つして、

「冗談だ、先生。話してくれ」

　と促うながした。

　すると、どこかしょんぼりとしていた先生の背筋がしゃきと伸びて、生き生きと話し出す。

　まあ……分かりやすい性格だ。

「やはりこの村の一番の特色は、ゼロさんの魔法だと思うのです。獣お──いえ、獣の戦士の存在ももちろん大きな特色ですが、村の外部への求心力としては活用しにくいですし……」

「そりゃあな。所しよ詮せん堕落の象徴だしな。南の方では特にな」

　これは事実だし、今更気を悪くするような事でもない。先生もそれを前提で話しているし、俺のぼやきはさらっと無視して話を続ける。

「そこで私は考えました。経験や、体験、共感こそが差別をなくす近道であると──では南部における魔法使いへの偏見をなくすにはどうすればいいのかと」

　ばん、と先生は机を叩たたく。

「先ほどゼロさんが言いましたね……人々を獣の戦士にしてみるかと。考え方はそれと同じです。そう──」

　そして言った。その場にいる全員が──ゼロさえもぎょっとするような言葉を。

「人々を魔法使いにしてしまえばいいのです！」




　教師ってのは保守的な生き物だと思っていたが、この村の教師に限って言えば、信じられないほど革新的で大胆な教師らしい。

　いつもツンとすましている先生が、頰を赤くして目を輝かせ、誰もかれもを魔法使いにすればいいと言い出した時、神父は飲みかけていた葡ぶ萄どう酒しゆをひっくり返し、それがゼロの書いていた羊皮紙を汚染するという大惨事が引き起こされた。

　場はしばし混乱し、先生の正気を疑う奴やつも現れたが、改めて説明を聞いてみれば、なんて事はない。

「ゼロさんは、魔法の才能の有無を見分ける事ができるのでしょう？　自分に才能があると知れば、人々は物事に対して肯定的になるものです。ですから外部の村からやってきた人達の才能を、ゼロさんが見分けて差し上げるのです。そして才能ありと認められれば、ウェニアスにある魔法学校への推薦文を書いて差し上げる」

　という事らしい。

　こう説明されてみると、さほど無茶で過激な計画でもないように思えた。

　ゼロは神父にダメにされた羊皮紙を、ひらひらさせて乾かしながら、

「なるほど、面白そうだ」

　と頷うなずいた。

　ついでに、

「冒ぼう瀆とく的でないのなら──だが」

　と神父を見る。

「今や教会は、魔法を冒ぼう瀆とくとはみなしません。いいんじゃないですか？　危険がないのなら、ですが。ずぶの素人しろうとに魔法を教えればどうなるかは、ウェニアス王国の前例でよく分かっているはずです。〝悪の魔術師十三番と正義の魔女アルバス〟の戦いでね」

　今となっては、懐なつかしい話だ。

　十三番が誰かれ構わず魔法を広めた結果、魔法を覚えた連中は人間を相手取った内乱を起こした。欲望に任せて盗賊まがいの事を始めた奴やつらもいる。

「今や魔法はウェニアス王国で厳しく管理され、定められた資格を持った者にしか使用は許可されていません。国外で起きた魔法による問題への対応も、ウェニアス王国が全て取りしきっている状況で、はたして主席魔法使いのアルバスが許可を出すかどうか──」

　ゼロは神父の言葉を遮さえぎるように、その眼前に一枚の羊皮紙を突きつけた。葡ぶ萄どう酒しゆに汚染され、ゼロがさっきまで乾かしていた羊皮紙──よく見ればあれは【魔女の手紙】だ。

　対になった二枚の羊皮紙を通して、遠くにいる人間と時間差なしでやり取りできる貴重な魔女の道具で、この村にいるゼロと、ウェニアス王国にいるアルバスが一枚ずつ持っている。

　神父はしばし沈黙し、

「いや、眼帯してますから読めませんよ？」

　と指摘した。

「おお、そうだったな。では読み上げよう。たった今わっぱからきた返信だ」

「お前、さっきからカリカリ何を書いてるのかと思ったら──坊ぼう主ずとやり取りしてたのか？」

「先生が〝みなを魔法使いにしよう〟と言った時点で、流れは読めていたのでな」

「で、返事は？」

「〝面白そうじゃん、許可するする〟だそうだ」

　アルバスの声が聞こえてくるようだった。

　よっしゃ、と小さく声を上げたのは先生だ。──まあ、淑しゆく徳とくを絵にかいたような見た目に依らず、激しい感情表現をする性格だ。身長が低い分、感情表現を大げさにしないと色々相手に伝わらないのかもしれない。

「ゼロさんも賛成、教会も問題なく、ウェニアス王国からも許可が出た。では、こちらで話を進めてしまって問題ありませんね？」

「なんだ、先生が仕切ってくれるのか？」

「もちろんです。私が提案した企画である以上、私が責任をもって祭りを成功に導く事こそが、教育者としての正しい姿であると私は自負していますので」
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　そんなわけで、先生の主導で祭りの準備が始まった。

　使われていなかった家屋が補修され、祭りのための資材置き場兼作業場に早変わりし、そこに毎日いろんな奴やつらが、ひっきりなしに出入りする。

　生活が安定し、停滞しつつあった村がにわかに活気づいた感じだった。

　村を飾り付けるための布が染められ、特設会場設営のための材木が切り出され、祭りの主役となるゼロのために特別な衣装が作られる。

「魔女っぽい衣装ってどんなの？」

「杖つえ持ってる魔女って多いよね。あれなんで？」

「やっぱり派手な方がいいよねえ」

「ちょっと色気があった方が、男の人も喜ぶかも」

　などなど、ゼロの衣装についてはさまざまな意見が出たが、いまだに完成の気配はない。

　会場があらかた整い、近隣の村や町の掲示板に張り紙を並べて祭りの開催を告知し、一週間後に迫った祭りの気配に、村の連中は浮足立っていた。

　かく言う俺も、どっしりと落ち着いて構えてはいられない。

　祭りに合わせて村の外部から大勢の人間がやってくるって事は、村の事情もよく知らない奴やつらが俺の姿を見て悲鳴を上げるって事だ。

「やっぱり俺は森に身を潜めていた方がいいと思うんだが……」

　と切り出すと、村人全員から「情けない事を言うな」と[image: 叱]しつ責せきされた。

「あんた村の顔役だろ!?　隠れてどうするんだよ、隠れて！」

「いや、しかしだな……さすがに獣けもの堕おちがうろついてたら、村の外からきた連中にいらん警戒心を与えるだろうし、せめて地下貯蔵庫にでも身を潜めてた方が……」

「この村の男どもってのは、図ずう体たいに比例して小心者になるのか？　なんとか言ってくれよ、ゼロさん！　あんたの男だろ、これ！」

　女どもに囲まれて、衣装のための採寸をしながら、ゼロは楽しげにクスクスと肩を揺らす。

「諦めろ、傭よう兵へい。当日の君の仕事はすでに我わが輩はいの補佐で決まっている」

　は？

　聞いてねぇぞ、なんだそれ。──と心で思うと、

「聞いてねぇぞ！　なんだそれ！」

　同時に口から同じ台詞せりふが飛び出した。

　ゼロの補佐ってなんだ？　俺に首でも差し出せって事か？

「ウェニアスの魔法使いの間では、獣の戦士と組んで活動する事が推奨されているのは知っているだろう？　詠唱で無防備となる魔法使いを守り、いざとなればその血を捧ささげて魔法使いの力を底上げする。無論、選出される獣の戦士は精神的に安定している必要があり、魔法使いとの相性も重要だが──我わが輩はいと君の関係は、まさにウェニアス王国の推奨する魔法使いと獣の戦士の関係にピッタリだ」

「だからって、俺がお前の後ろに立っててみろ。客がビビって逃げ出すぞ……」

「ならば魔法の才能鑑定に参加した者に、記念の一皿でも振る舞えばいいのではないか？　それなら人気者間違いなしだ」

「だから、普通の連中は獣けもの堕おちが作った料理なんか食べたがらねぇんだって……！」

　だから俺は、酒場の店主であるにもかかわらず、祭りの当日に屋台を出店する申請を出していない。

　村の連中も何も言わなかったから、てっきりみんな俺と同意見だと思ってたんだが、ただ「傭よう兵へいはゼロの補佐に回るから」と思ってのお目こぼしだったらしい。

「一切客が寄り付かないにせよ、腹をくくるしかないぞ、傭よう兵へい。でなければ君は、一生教会に大きい顔ができなくなる。──そうだな？　ネズミの」

「ぴえ……！」

　声をかけられて、飛び上がったのは、作業場の隅っこで何やらチマチマと色布を集めて作業をしていたリーリだ。

「チビがどうしたって？」

「呆あきれた男だな、君は。まさか教会の出し物に目を通していないのか？」

　祭りの当日は、森なり地下倉庫なりに引きこもっていたいと主張した俺である。祭りの準備の仕切りは先生に任せているし、俺は誰がどんな出し物をするのか把握していない。

　さすがに「我関せず」が過ぎたかと顔を顰しかめて、俺は作業場の掲示板に貼ってある出し物の一覧に目を通した。

「教会……教会……お、これか。──〝ネズミと子供達の踊り〟？」

　俺はくるりと首をめぐらせ、リーリを見た。

　あの、とリーリは声を震わせる。

「子供達だけで何かしたいって、神父様が相談されたの。けどこの村って、子供は三人しかいないでしょ？　それじゃ何にもできないなって……声が出せない子もいるから、歌うのも無理で……だから踊ったらいいんじゃないかなってなったんだけど……どうせやるなら、大人もビックリする事したいって……」

　俺はリーリの手元を見る。

　色とりどりの端は切ぎれをかき集め、リーリが作っているのは、ネズミが着ればピッタリだろうというような小さな服だ。

　そして実際、リーリの周りには二十匹程度のネズミが集まって、自分が服を着せられるのを待っている。

「……ガキと一緒に……踊るのか……？　ネズミが……？」

「うん……」

「踊れるのか……？」

「一応……」

「どんな風に……？」

　疑うわけじゃねぇが、純粋に興味がある。

　リーリは「ちょっとだけね」と前置きして、ほっそりとした笛を取り出した。口にくわえて、一度吹く。

　音はならなかった──人間の耳には、ならなかったように聞こえるだろう。だが俺には聞こえた。あれは犬笛だ。

　笛の音に反応して、服を着たネズミ達がリーリの前に整列する。

　それから、リーリが笛を吹くたびに次々と隊列を変え、円陣を組んだり、くるくる回ったり、これに音楽が合わされば踊っているように見えるだろう──という動きを繰り返す。

　純粋に感心して、俺はぱちぱちと手を叩たたいた。

「ほとんど大道芸じゃねぇか。金取れるぞ、これ」

「けど、主役は子供達だから……」

「……お前も踊るのか？」

「り、リーリは……！　あの……踊るって言うか……指揮者っていうか……」

「衣装もあるぞ。イデアベルナの領主に連絡もつけた。あれに雇われている両親が、休みを取ってわざわざネズミのの雄姿を見にくるらしい」

「やー！　言わないで、緊張する！　し、失敗したらリーリ死んじゃう……！」

　悲鳴を上げて、リーリは頭を抱えてその場で丸くなった。

　これはあれだな。自分は出ないと言い張ったのに、周りの連中が勝手に話を進めて後戻りできなくなったやつだな。

「しかし、大丈夫か……？　ネズミの獣けもの堕おちってのは……かなり人の目は厳しいぞ」

「我わが輩はいは、騒ぎたければ騒げばいいと思うのだが……主役は子供達だ。変に大人が騒いで台無しにされても腹立たしい。ゆえに、ネズミのは全身が完全に隠れる衣装を用意する事に決めたそうだ。はたから見れば、ネズミの指揮者役の子供にしか見えまい」

「リーリ、目立つの苦手……でも、がんばる……みんなのため……みんなのため……」

　ほうら、とゼロは俺を見る。

「あれほど臆病なネズミのが、子供達のために表舞台に立つと言う。それに比べて、我わが輩はいの横に立って料理を振る舞うくらい、何も難しくはないだろう」

「でもチビは獣けもの堕おちだってバレねぇようにするんだろ？」

「ならば君もクマの毛皮でもかぶるか？」

　そんな軽口を叩たたいて、ゼロが俺の胸を軽く小突いた。

　その時だ。

「傭よう兵へい！　大変だよ！」

　ガキが一人、血相を変えて作業場に飛び込んできた。

「お前、診療所の──」

　家族を化物に殺されて、一人だけ保護されてウェニアスに連れてこられ、志願してこの村にきた、自立心溢あふれるガキだ。

　診療所の下働きとして住み込みで厄介になっていて、ヤンチャが過ぎて中年の医者をいつも困らせている。

　そんな性格だが、村にいる三人の子供達の紅一点で、名前はエミーレナと実に女の子らしい。本人はこの名前を嫌って「レナ」と呼ばれたがるので、村の連中はこれに倣ならっている。

〝女の子なのだから、礼儀作法くらいは学ばせてあげなければ〟と先生が日々追いかけまわしているが、本人は「金にならない事なんか覚えてどうすんの」と嘯うそぶくばかりで、振る舞いが改善される気配はない。

　俺は元気でいいと思うんだがな……。

　しかし、そんなレナが今にも泣きそうな顔で飛び込んできたとなれば、俺も落ち着いてはいられない。

「どうした！　何が──」

「先生が怪け我がしたんだ！　町で悪い奴やつらに襲われて……！　この村の連中は、みんな魔女の手先だって……！」

　俺はゼロとレナを抱えて作業場を飛び出した。

　診療所は、村の中央広場に面した場所にある。

　到着すると、すでに村の連中がわらわらと診療所に集まって、中にいると思われる先生の様子を気にして口々に囁ささやき合っていた。

　俺が姿を見せると人垣がさっと割れ、早く中にと促うながされる。

　血と消毒液の匂いがあたりに漂っていた。──よかった、この程度の血の匂いなら、大したケガではなさそうだ。

　だが実際に部屋に入ってみて、俺は一瞬前の自分を殴りつけたくなった。

「……先生、それ」

　頭から血を流し、腫はれあがった瞼まぶたで右目が塞ふさがり、泥だらけの服でうつむいている先生の姿からは、いつもの覇は気きは感じられない。

　大したケガじゃない？　そりゃ命に別状はないだろうが、そんな事は関係ねえ。

　先生は怪け我がをさせられたんだ。〝よかった〟って安心する理由なんか、ほんの少しもありゃしねぇ。

　その上──。

「ごめんなさい……私……う、上手うまくできなくて……反魔女派の人を刺激するかもって、考えるべきだったのに……不用意に動いて、こんな騒ぎに……」

　などと言う。

「馬鹿野郎！　怪け我がさせられて謝る奴やつがあるか！　あんたは一個も悪くねぇ！」

　俺は怒鳴った。

　ゼロは俺の肩から飛び降りて先生に駆け寄り、レナもそれに続く。

「先生、ごめん……！　レナが悪いんだ……レナがあいつらに言い返したから……」

　今にも泣きそうなレナの頭を、先生は静かに抱き寄せる。

「いいんですよ、レナ。あなたは何も悪くない。先生が怪け我がをしたのは、石を投げた彼らのせい。あなたは何も悪くない」

「どうかね、ゼロさん。私が縫おうと思ったんだが、顔に傷が残っちまいそうで……」

　医者の言葉に、ゼロは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「心配ない、我わが輩はいが治せる。傷一つ残らないとも。切れたのも瞼まぶただけで、目にも影響はなさそうだ。それよりも湯を沸かしてくれ。我わが輩はいが入浴を手伝おう」
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「祭りを中止にせざるをえないでしょうね」

　先生を診療所に任せて教会に足を向けると、すでに状況を理解していた神父がむっつりと俺を出迎えた。

　促うながされるまま部屋に上がると、神父が静かな諦めの言葉とともに、一枚の紙をテーブルに滑らせる。

　先生が近隣の村や町に貼って回った、祭りの告知張り紙だ。その張り紙に悪意を上書きするように、乱雑な血文字が躍っている。




　──魔女狩り開催予定！




　どう見ても、俺達が開催する祭りに対する脅迫だった。

　祭りに参加しようとする人間を襲うという意味かもしれないし、客に紛れて村人を攻撃するという意味かもしれない。

　少なくとも、魔法の才能を見つける祭りの張り紙に、血文字で魔女狩りの単語を書き殴るのが穏健派のやる事とは思えない。

　何かが起こると見て間違いないだろう。

　って言うか、〝何か〟はすでに起こっちまった。

　張り紙の様子を確認に行った先生に、数人がかりで石を投げつけた奴やつらがいる。〝失うせろ魔女め〟と罵ののしって、町を出るまで追い立て続けた奴やつらがいる。

　そしてそんな連中を──町の警けい邏らは咎とがめなかった。

「祭りを強行すれば、先生を襲った連中か──その仲間達か、とにかく複数の人間が祭りに向かう人々を襲撃するでしょう。見張りをするにも人手が足りず、全ての来場者に護衛を付けるわけにもいきません」

「だなぁ……」

「教魔騎士団に保護を頼むか、ウェニアス王国からの援助を頼むか……強行する手段はあるでしょうが、その上で一つでも下手へたを打てば、この村の評価は地に落ちる」

「だなぁ……」

「リーリがネズミを使って調べたところ、近隣の村の張り紙も同じような状態らしいです。今、村の方々に回収をお願いしてありますが……」

　ぎ、と神父が背中を預けた椅子が苦しげに鳴いた。

　膝の上で組んだ両手の親指は、苛いら立だたしげにとんとんと自分を叩たたいている。

「──子供達が……」

「うん？」

「毎日踊りの練習をしているんです。リーリと一緒に、音楽に合わせて。リーリは子供達の保護者たろうと振る舞っていますが、子供達はリーリを自分と同じ年頃の子供だと思っている」

「ああ、見たぜ。犬笛に合わせて踊るネズミな。あれと一緒にガキどもが踊るところ、楽しみだったんだがなぁ」

「村のご婦人達は、祭りの日こそ自分達の料理の腕を、あなたに知らしめる時だと奮起していました。祭りの当日に忙しいだろうあなたに、次々差し入れを持って行ってやるんだと」

　俺は吹き出した。

　なんだそりゃあ、まったく知らなかった、そんな計画。

「村の男達は、祭りの日に自分の妻や思い人に贈り物を──と画策しています。そして、女性に何を贈れば喜ばれるのかと、事もあろうにこの私に聞きにくる」

「なんて答えるんだ、お前」

「〝相手の事を思い、心を込めた贈り物であれば、女性はなんでも喜ぶものです〟」

　殊こと更さら穏やかに言ってみせる神父に、俺は腹を抱えてゲラゲラと笑い転げる。

　そして、俺が笑いやむと部屋に沈黙が落ちた。

　俺は立ち上がる。

「祭りの中止を、村の連中に伝えてくる」

「同行しましょう。教会からの通達だと言えば、みなさんも納得せざるを得ない」

「悪役になる気か？」

「必要とあれば。──慣れてますよ、裁定官ですから」

「〝元〟だろ、〝元〟」

　軽口を叩たたき合いながら、重い足取りで裏口から教会の外に出た。

　作業場を目指して少し歩くと、道の半ばで村の連中が俺達を待ち構えている。先生が町で襲われて、俺がめったに足を向けない教会に行った。

　その理由を、村の連中はもう分かっている。

「お察しの通りだ。祭りは中止に──」

「待ってください！」

　俺の声を遮さえぎって、先生が飛び出してきた。

　傷はすっかり塞ふさがって、服も体も綺き麗れいになっているが、顔色の悪さは変わらない。先生が言わんとする事を察して、俺は首を左右に振った。

　どうせ、自分のせいで祭りが中止になるなんて我慢ならないとか、そういう事を言い出すつもりなんだろう。

　だが、そういう問題じゃない。

「あんたのせいじゃねえよ、先生。むしろ、祭りを開催しちまう前に気づけてよかった。まだ時期が早かったんだって──」

「村人だけでやりましょう」

「……なに？」

　再度俺の言葉を遮さえぎった先生の言葉に、俺は間抜けに聞き返した。

「村の皆さんと相談したんです。外の人を呼ぶ必要はないって。私達のために、私達の祭りをすればいいんだって。だって──！」

　先生は一歩前に出た。

「お祭りって、本来そういうものでしょう？　時期が早すぎた……その通りです。私は先走り過ぎた。村人だけでお祭りをやって、それがいつの間にか広まって、そうしたら外の村や町から人がやってくる……そういう手順を踏むべきだったのに、最初から張り紙をするなんて」

　俺は神父と顔を見合わせた。

　神父は眼帯の向こうで「そういえばそうか」とでも言いたげだ。

　そして俺も、同じような顔をしている。

　村のための祭り。自分達のための祭り。──開村一年目を記念した、内輪だけの祝い事。

「こうなってしまったから告白しますけど……私、自分に魔法使いの才能があるのかどうか、それをゼロさんに見て欲しかったんです……！」

　青ざめていた先生の顔が、急に耳まで真っ赤になった。

「でも、言い出せなくて……それで、村のお祭りって事にすれば、私も自然な流れで見てもらえると思って……」

　だから、と続ける先生の声は、恥ずかしそうに震えている。

　だがそんな先生の後ろにいる連中は、笑顔で「俺も見て欲しい」「私も見てもらうつもりだったの」と言い合っている。

　ぐいと、誰かが俺のズボンを引っ張った。

　見下ろすと、リーリがガキどもと一緒に立っている。

「……あの……お父さんとお母さん……くるから……リーリのとこ……」

「あ、ああ……そうだってな」

「お兄ちゃん、迎えに行ってくれる……？」

　そうか。不特定多数の客の護衛はできないが、誰がくるのか分かっていれば、その護衛は難しくない。

「あのね、リーリ、悪い人がこないように、お友達に見張ってもらうから……！　何かあったら、すぐに言うから……！　だってね、みんなでいっぱい練習したの……何回も間違って、でも、やっと踊れるようになったの。村のみんなに見て欲しくて……」

　俺は順繰りに村の連中を見て、最後に空を見上げた。

「……これで俺が中止を強行したら、どうなる？」

「村会議が始まるだろう。そして君は村の顔役ではいられなくなる」

　ずいと、人垣の中からゼロが歩み出た。

「やろう、傭よう兵へい。我わが輩はい達たちだけの祭りだ。どうせ、この村に住む全ての者の魔法の才能を調べるだけで、一日がかりになる。そもそも、外の連中に割いてやれる労力など、最初からなかったのかもしれない」

「……だってよ？　神父。教会の見解は？」

「一つ、条件があります」

　すかさず、神父が指を一本突き立てた。

　その場にはっと緊張が走る。

「開催日を一日遅らせる事。それで、内輪で開催する祭りにまで手を出す輩やからを欺あざむけます。我々は外部の圧力に屈し、祭りの開催を諦めた──そう相手に思わせて、いい気分にさせてやりましょう。彼らが存分に増長し、警戒が緩み、自らの雄姿を吹聴するようになった時──」

　神父は杖つえを持つ手に力を込めた。

「その時こそ、罪を収穫する頃合いです。大きな鎌が必要になりそうですね」

　にっこりと微笑ほほえんだ神父の言葉の意味は、おそらく俺とゼロとリーリ、ついでにクマしか分からない。

　神父の全身から立ち上る怒りの気配は、リーリの周りにいたネズミ達が怯おびえて走り去り、さしものリーリがそっと神父から離れて俺の足にしがみ付くほどだった。
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　そして、祭りは開催された。

　祭りの名前は単純に「魔法祭り」に決まった。

　ゼロはこの日のために、絶対に悪用できないような鑑定道具を開発しており、鑑定を希望する村人は子供から老人まで、狩猟、捕縛、収穫、守護の四章分の才能を鑑定された。

　結果、三人の魔法使い候補を発見したわけだが──魔法学校への推薦を希望したのは一人だけで、残りの二人は「才能があるって知れただけで十分だ」と、自分の日常へと戻っていった。

　生憎あいにく、先生に魔法の才能はなかったが──。

「思うのですが、ゼロさん。魔法の種類が四種類だけって、ちょっと少なすぎません？　だって、この前ゼロさん、ご自宅を魔法で掃除なさってましたよね？　あれ、どの章の魔法なんです？　どの章にも属してない魔法も、すでに開発してるんじゃありません？」

　と、必死にゼロに訴えかけた。

　今までおくびにも出さなかったが、よほど魔法使いに憧れがあったらしい。

　リーリは久々に会う両親の前で、立派に指揮者としての仕事をこなして──村外の人間を遮断したから全身を隠す衣装もなしだ──大成功し、屋台を開いた連中は、お互いの屋台を行ったりきたりして、ガキの頃の模擬店のような感じになっている。

　そして俺は神父の言葉通り、村の女達からの差し入れ地獄に陥った。

　この村の人間は、ほとんど全員出身地が違う。つまり、それぞれがまったく異なる家庭の味を持っている事になり、それを一斉に食わされたもんだから、俺の舌と脳は大混乱に陥った。

「傭よう兵へいさんとこの酒場にさ、この料理出してよ。そしたら毎日注文するから」

「酒場の料理は美味おいしいけど、やっぱりちょっと南の料理に偏ってるだろ？　北の人間からすると、ちと寂しいんだよなぁ」

　と、普段聞けない酒場への不満が飛び出すほどで、これほど有意義な一日がいまだかつてあっただろうかという勢いだ。

　祭りの日程を一日間違えてやってきた、物好きな珍客が現れたりもしたが、それ以外は想定外の怪け我がも事故もケンカもなく、誰も彼もが笑ってばかりの一日が──理想的な祭りの一日が過ぎ去った。

　村の外から人を集めていたら、こうも上手うまくは行かなかっただろう。この村の政治的な目的は、ウェニアス以南に魔法使いと獣けもの堕おちの存在を受け入れさせる緩衝剤となる事だが、まだ村ができて一年だ。

　少しずつやっていけばいい。




「──できた！」

　祭りが終わり、村の連中がしこたま飲んで騒いで夢の世界に旅立つ頃、ゼロは自宅の書き物机に向かって熱心に動かしていた羽ペンをようやく置いた。

　なんで俺がそのゼロの傍そばにいるのかって？

　こいつが酔っぱらってフラフラになったから、仕方なく家まで送り届けたんだよ。

　そしたら突然机に飛びついて、一心不乱に書き物を始めたもんだから、倒れるんじゃないかと不安で帰るに帰れなくなったまま深夜になっちまったんだよ。

「で？　何ができたって？」

「うを！」

　俺が声をかけると、ゼロはビクっと肩を跳ねさせて俺に振り向いた。

　珍しい反応だ。

　と思ったら、

「い、いつからそこにいたのだ？」

　などとすっとぼけた事を言う。

「最初からいたわ！　まだ酔っぱらってんのかてめぇ！」

「冗談だ、冗談。無論、気づいていたとも、君の愛に満ちた目線にな」

　もはや俺の目線に込められている感情は愛を通り越して哀なんだが、それを主張したところで何かが起こるわけでもないので黙っておく。

　ゼロはからからと笑って、今さっき書き上げたばかりの羊皮紙を、傍かたわらに積み重ねてあった羊皮紙の一番上に置く。

　それから針と糸を手に取って、小分けの束にした羊皮紙の背をザクザクと縫い始めた。

「本にするのか？」

「本にするために書いたのだから、当然書きあがれば本にする。わっぱから常々、見習い魔法使いが最初に読む、魔法の入門書を書いてくれと言われていてな」

「入門書って……【ゼロの書】じゃダメなのか？」

「あれには高度で危険な魔法も多く記されているのでな。駆け出しの魔法使いが読むにはいささか不向きだ。今にして思えば、【ゼロの書】は魔法の入門書として落第だったな。穴ぐらの外に出て、我わが輩はいは多くを学んだ。今ならばもっといい本が書ける」

「書けたのか？」

　ゼロは本の背を綴とじる手を止めないまま、

「さてな」

　と言った。

「本を評価するのは書き手ではない。読み手だ。我わが輩はいがどれほど優れた本を書いたと主張したところで、読み手がそう思わねば意味がない」

「随分殊しゆ勝しような事言うじゃねえか、らしくもない」

「……実を言うとな」

「うん？」

「ずっと悩んでいたのだ。魔法の入門書とはいかなるものなのか。何を書き、何を書かないべきなのか。だが、今回の祭りに合わせて、我わが輩はいは魔法の才能を鑑定する魔法を考え出した。安全で、【ゼロの書】に書かれていたものよりずっと簡単な魔法だ」

　ゼロが用意したのは、小さな一つの箱庭だった。

　森と、川と、畑と、家があって、動物と人間の置物を配置する。

　その箱に両手を置いて、目を閉じ、箱庭をどうしたいのかを考えさせる。呪文を唱え、目を開けて、箱庭に変化があったら魔法の才能あり──だ。

　俺はゼロの横でその様子を見ていたが、箱庭が変化していく様子は純粋に面白かった。

　収穫の章の才能があれば畑の植物が伸びるし、捕縛の章の才能があれば、人形が歩いて牢ろう屋やに入り、狩猟の章の才能があれば森にいる獣が倒れ、守護の章の才能があると、家の周りの砂が動いて結界の絵になった。

　ゼロが作った魔法の箱庭──笑える事に、それはこの村の形をしていた。

「この箱庭を作っている間に、我わが輩はいは一つの結論に至った。入門書とは、まず一つに安全である事が肝要だ。誰にでもわかりやすくありながら、誰が使っても危険がない。例えばこの村の全員に広まったところで、決して危険のない魔法。子供達がふざけて覚えたところで、誰も怪け我がをしない魔法。魔法使いとしての心構えを持たずとも、うっかり覚えてしまってもいい魔法。魔法使い見習いになるための魔法。そういうものが書かれた本こそ、入門書にふさわしいと」

　それで、と、ゼロは束ねた羊皮紙を満足げに天井に掲げてみせる。

「我わが輩はいはこの本を書き上げた。魔法とは何なのか？　魔女とは何なのか？　そういう事を知らない者でも理解できるよう、順を追って、可能な限り分かりやすくと思った。この本を書きながら、我わが輩はいは君に以前言われた言葉を思い出していた」

「俺？」

「〝説明して理解させられないのなら三流だ〟──と。君は覚えていないかもしれないが」

「覚えてねぇな……言ったか？　そんな事」

「言ったのだ。あれはグサリときた」

　ゼロは胸を押さえて、苦しげな表情を浮かべてみせる。

　言ったかもしれねぇなあ。だからゼロは俺が何か質問するたびに、周りの道具や例えを使って、俺が理解できるように説明してくれてたわけだ。

「なのでな、傭よう兵へい。我わが輩はい、君が読んでも理解できるように書いた」

「俺が？」

「ほら」

　ゼロが俺に羊皮紙の束を投げてよこす。

　読んでみろって事らしい。

「俺はそもそも字がそんなに……」

「魔法使いを志す者が、高い識字力を持っているとは限らない。なので、図説を多くしてみた。難解な単語は避けた。いいから読んでみろ」

　俺は羊皮紙をぺらぺらとめくる。

　ふむ……まあ……このくらいなら……。

「……なんか……ちょっと試したくなるな……」

　素直な感想を口にすると、ゼロがパキン、と軽やかに指を鳴らした。

「そうだろう？　そう──試したくなる本だ。自分でもできそうだと思える本。これこそが入門書にふさわしい。我わが輩はいはこれをウェニアスに送り、わっぱはこれを魔法学校の生徒の数だけ印刷する。こういった本を、我わが輩はいはこれからも書くだろう。ゆえに、本の分類のために表題を付ける事にした。第一冊目の表題ももう決めてある」

「へぇ？　どんな」

　俺は本から顔を上げる。

　ゼロはにやりと笑って、言った。

「〝ゼロから始める魔法の書〟」
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　　　プロローグ




　約束を交わした。

　命を預けるような約束だった。その約束が果たされなければ死んでしまう。そういう類たぐいの約束だった。

　それだというのに約束は、いまだもって果たされない。

　それは至上の宝だった。一度は手にしたその宝を、だがあまりにも身勝手に、そして強引に奪われた。

　けれど。

「代わりの物を用意する」

　そう、確かに約束した。その約束を信じて、ただ信じて今まで必死で耐えてきた。

　もう限界だ。これ以上は耐えられない。

　欲しい──などという低俗な欲望ではない。

　これは飢えだ。

　今すぐに、何としてでも、あの宝を手に入れなければ。

　あの幸福をもう一度この手にできるのならば、何を犠ぎ牲せいにしても構わない。

　あれがなければこんな人生など、何の意味もないのだから。
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「さんびゃくにじゅーさーん。さんびゃくにじゅうよーん。さんびゃくにじゅうごー」

　ウェニアス王国の王城──その、穏やかな午後の日差しに満ちた裏庭である。

　間の抜けた調子で数を数える声を耳元で聞きながら、俺は両手で支えた体を地面に深く伏せ、そして再び持ち上げた。

　両腕にどっしりと疲労がのしかかり、汗がぱたぱたと地面に滴したたる。

「さんびゃくにじゅうろーく──どうした傭よう兵へい？　動きが鈍っているぞ？　君ともあろう男がもうへばったのか？　情けない」

「ぬかせクソ魔女……！　まだまだこの程度、準備運動にもならねえよ……！」

　実際のところかなり限界にきているが、強がってまた深く体を伏せる。

　そこに、小さな足音がばたばたと駆け寄ってくるのが聞こえ、俺は地面を睨にらんでいた顔を上げた。

　すると、金糸の刺し繡しゆうが目に鮮やかなローブに身を包んだ、いかにも生意気そうなガキ──アルバスが庭の角を曲がって姿を現したところだった。

　短く切きり揃そろえられた金髪と、満月のような金色の目は、日の光のもとで見ると眩まぶしくすら感じられて俺は少し目を細める。

「あー！　いたいた、よーへい！　部屋にいないから探したんだよ、もー！　病み上がりのくせに……って、何やってんの？　二人とも」

「見りゃ分かるだろう。腕立て伏せだよ。三日寝たきりだったせいで体がなまってるからな」

　腕立て伏せって……と、アルバスは俺の背中の辺りをじっと見つめた。

　正確には、俺の背中をベッド代わりにして、ゆうゆうと寝転がっている人物を、だが。

　抜けるような白い肌に、白銀の髪、磨いた林りん檎ごのように艶あでやかな赤い唇──文句の付けようもない美女であり、さらには天才的な魔女であり、ついでに傭よう兵へいである俺の雇い主でもある。

　名をゼロという。

　ゼロは単なる数字であり、つまりは偽名なわけだが、俺も職業である〝傭よう兵へい〟と呼ばれているのでお互い様だ。

「体を動かすのは別にいいけど、なんでゼロを背中に乗せてるわけ？」

　アルバスのいかにも怪け訝げんそうな質問に、ゼロが俺の背中の上であくび混じりに答える。

「自重だけでは負荷が足りないのだそうだ。だから我わが輩はいが乗っているのだが、これがなかなか寝心地がよくてな。上等な毛皮張りの揺り籠に寝ている気分なのだ。ふかふかでもふもふだ」

「上等な毛皮の……」

　ゼロの言葉をぼんやりと繰り返し、アルバスは改めて俺を見た。

　俺は獣けもの堕おちと呼ばれる半人半獣の化物で、全身を獣毛で覆おおわれている。

　神の怒りか魔女の呪いか知らないが、ごく普通の人間の両親から、時々俺のような存在が生まれてくるのだ。

　見た目は大型肉食獣で、もちろん爪も牙もある。普通の人間からしたら恐怖の対象でしかないが、ゼロもアルバスも強力な魔法を操る〝魔法使い〟だ。普通の人間とは感性が違う。

「ぼ、僕も乗りたい……！　ねえゼロ、ちょっとだけ代わってよ。いいでしょ？」

「だめだ。これは我わが輩はいの傭よう兵へいで、つまりここは我わが輩はいの特等席だ」

「いいじゃんー！　ゼロはいつでも好きな時に乗れるんだからさぁ。ね、ちょっとだけ！」

　仕方がないな、とゼロが背中の上で軽く上半身を起した。

「この場所を譲る事はできないが、君が我わが輩はいと同どう衾きんする事を許可しよう。幸いにして、君は小さく傭よう兵へいは大きい。二人でも大丈夫だろう」

「へ？　な、ど……どうきん……!?　って、あの、お、お、男と女が同じベッドであれこれするっていう……！」

「我わが輩はいと君の仲で、何をそんなに照れているのだ。さあ遠慮せず我わが輩はいの胸に飛び込んで──」

「俺の背中を安っぽい宮廷エロ芝居の舞台にするんじゃねえ！」

　伏せた体を持ち上げる勢いのまま、俺は立ち上がって背中のゼロを振り落とした。

　不安定な体勢で転がり落ちたはずのゼロが、憎らしいほど見事に着地し、

「冗談の通じない男め」

　と笑う。

　俺はゼロを無視して、赤くなった頰を掌てのひらでぱたぱたとあおいでいるアルバスに向き直った。

「それで？　俺に何の用だよ、坊ぼう主ず。俺の背中でゼロといかがわしい事をするために、わざわざ探しにきたわけじゃねぇんだろ？」

「あ、あ、当たり前だろ！　僕は忙しいんだから、そんなつまんない理由できたりしないよ！」

「だから、早く、用件を言えって、言ってんだろうが」

「だ、いた！　いだだだ！」

　一言ずつ区切りながら、爪の先でアルバスの額をつつく。

　アルバスは痛そうに額を押さえて俺を睨にらみつつ、どこかためらうような態度で懐ふところに手を突っ込んだ。

「実は、手紙が届いたんだけどさ……」

「そんなの毎日受け取ってるだろうが。お前はこの国の主席魔法使い様なんだからよ」

「だから、毎日受け取ってる手紙と違うからこうして話にきてるんじゃん」

　最後まで聞けよな、とアルバスに睨にらまれて、俺は肩を竦すくめて黙る。

　アルバスはつい最近、子供ながらにウェニアス王国の魔法使い達の頂点とも言える存在となった。当然国の要人であり、そんなアルバスに届けられる手紙は多い。

「これなんだけどさ……」

　そう言ってアルバスが取り出したのは、一枚の紙切れだった。羊皮紙のような高級品ではなく、安くて粗悪なクズ紙だ。

「見るからに恋文の類たぐいじゃなさそうだな」

「どれ、我わが輩はいが読んでやろう」

　立ち上がったゼロが俺の背中にのしかかり、アルバスの手からひょいと手紙を奪う。

　そのまま、声に出して手紙を読み上げた。




「例の品はどうなった。約束をたがえるつもりか。もう、これ以上待つ事はできない。力づくでも奪いに行くぞ」




　一切の疑いの余地もなく──。

　それは見事な脅迫状だった。
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　ウェニアス王国は、ほんの七日ほど前まで内乱の真っ最中だった。

　ウェニアス王国に住む魔女と、魔女ではない普通の人間たちとの戦いだ。

　魔女は人間の敵であり、恐ろしい存在だと教会は声高に主張し、人々はその主張を信じて魔女を狩り続けていた。

　だが、その弾圧に耐えかねて、魔女がついに反乱を起したのだ。

　反乱のきっかけは、ゼロが書いた一冊の本。

　──【ゼロの書】。

　面倒で使いにくい〝魔術〟を簡略化し、多くの人間が簡単に使えるようにした〝魔法〟について書かれた技術書だ。

　狩りに便利なように、畑の開墾に便利なように、罪人の捕縛に便利なように──そういう目的で書かれた本は、しかし同時に世界を滅ぼしかねない力を秘めていた。動物を狩るための魔法は、人間を殺す事にも使えるのだ。

　ゼロの元から盗み出された【ゼロの書】から戦う力を得た魔女達は、溜たまりに溜たまった不満を爆発させ、国を相手取って反乱を起した。

　だが、戦争は終わった。

　アルバスと協力し、ゼロが終わらせたのだ。どちらの勝利でもなく、魔女と人間の和平という最も理想的な形で。

　ウェニアス王国では魔女狩りが罪となり、各地に隠れ暮らしていた魔女達は自由になった。

　さらに魔女や魔術師という呼び名には悪い印象が付きまとう事もあり、呼称も〝魔法使い〟に改められた。男も女も関係なく、魔法を使う者はひっくるめて〝魔法使い〟だ。

　そして、現在。

　内乱の平定に関するごたごたのせいで、ゼロとアルバスは魔力の大半を使い果たし、しばらくの間は二人とも強力な魔法を使えない。

　俺も三日間眠り続けるという状況に陥り、目覚めてもしばらくはまともにベッドから起き上がれなかった。

　少しずつ体を動かす訓練はしているが、まだ本調子とは言えない。

　──そんな状況で、脅迫状とは。

「おい坊ぼう主ず。本当に〝例の品〟ってのに心当たりはねぇんだな？」

「ないよ！　もー、本当に困っててさ……こんな時に限って、フォーミカムに行く用事はできちゃうし……」

　フォーミカムは、俺達がいる王都プラスタから、馬車で半日程度の距離にある大きな町だ。

　ウェニアス王国における商業の中心地で、さまざまな国からあらゆる人間と品が集まる。

　つまり、どんな人間が紛れていて、どこからアルバスを狙っていてもおかしくない。

　脅迫状がいたずらでないとすると、はっきりいってフォーミカムに行くのは危険だった。

「なんだって今、この時にフォーミカムなんだよ。城にこもって仕事してりゃいいだろうが」

「僕だってそうしたいよ。けど、フォーミカムで人間と魔女……じゃなくて魔法使いの和平を祝うお祭りがあるんだ。商人ギルドが主催の。僕はこの国の魔法使いの代表になったわけだし、呼ばれたら絶対に参加しないと国民に悪い印象を与えちゃうから……」

「はーん。お偉方ってのも大変だな」

「なんだよ、嫌味のつもり？」

「つっかかるなよ。本心だ」

　魔法使いの代表と言ったって、アルバスはまだ十の半ばを過ぎたばかりのガキだ。

　その小さな背中には、少しばかり背負う荷物が重すぎるんじゃないかとも思う。

　そうは言っても、他に背負える人間がいないというのも事実なんだが……。

「我わが輩はい、重大な事に気付いたのだが……祭りと言うのは、珍しい食べ物の屋台が出るのではないか？」

　ふと、何か考え込んでいるふうだったゼロが口を開いた。

　アルバスは一瞬ぽかんとしてゼロを見返し、そりゃあ、と口を開く。

「商人ギルドが主催のお祭りだからね。屋台や露店はたくさん出るって話だよ」

「よし。我わが輩はい達たちも行こう。行かねばなるまい」

　ゼロが力強く、揺ゆるぎ無い信念を込めて頷うなずいた。

　この女の食べ物に対する執着というか、執念と言うか、欲望というかは凄すさまじいものがある。

　その他の多くの事に無頓着だから食欲が際きわ立だって見えるだけかもしれないが……。

「俺は病み上がりの身なんだがな」

「いいではないか。フォーミカムまではそう遠くない。なまった体を動かすには丁度いい距離だろう。ついでに、不穏な手紙に怯おびえるわっぱの護衛もできる」

「まあ、そりゃそうなんだがな……」

「ぼ、僕は怯おびえてなんかない！　それに別に護衛なんて……！」

「どう考えても必要だろうが。何強がってんだガキ」

　いらないよ、と言いかけたアルバスの顔面をわっしと摑つかむと、アルバスが怒って両手をばたばたと振り回した。

　ガキと言われて怒っているのか、顔を摑つかまれて怒っているのか分からないが、まあ普通に考えて両方だろう。

「もー！　子供扱いすんなよ！　僕はウェニアス王国の主席魔法使いだぞ！」

　怒鳴って、アルバスは俺の手を振り払う。

「ついてくるのは構わないけど、邪魔はするなよな。出発は今日の日暮れ。馬車で行くから、厩きゆう舎しやに集合ね。遅刻したら置いてくから！」

　言いたい事だけ早口でまくし立て、アルバスは足音も荒く去って行った。

　なんだあの態度は、と俺が零こぼすと、くつくつとゼロが笑う。

「見たか？　わっぱのあの顔を」

「顔？」

「嬉うれしくてしょうがない、という顔だった。強がっているが不安なのだろう。最初から、君に一緒に来て欲しかったのだ、あれは」

「とてもそうは見えなかったがな……」

「ならば試すか？　指定された時間より遅れて行ってみるといい。わっぱはきっと君を待ち、最終的には探して回るぞ」

　俺は鼻の頭に皺しわを寄せ、非難の気持ちを込めてゼロを見下ろした。

「ガキ相手にそんな大人気ねぇ事できるかよ。考えてもみろ。それで本当に置いていかれても、逆に坊ぼう主ずが俺を探しにきても、どっちにしろ惨みじめな気持ちになるのは俺の方じゃねえか」

　言うと、ゼロは楽しげに声を上げて笑った。

「我わが輩はいもそう思う。そして、君のそういうところを、わっぱは好ましく感じているのだ。もちろん、我わが輩はいもな」

「そういうところってのは、つまりどういうところだよ」

「内緒だ。自覚すると見失う美徳もある。君のよさは、君以外の誰か──つまり、我わが輩はいが分かっていればいい」

　そう言って、ゼロは俺の肩によじ登ってくる。

　そんなゼロを抱えて立ち上がり、俺は旅支度を整えるために自室を目指した。
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　日の暮れかけた街道を、馬車はゆったりとした速度で進んだ。

　馬車は四輪の箱形で、二人用の座席が向かい合うようになっている。

　ウェニアス王国は旅人の国として栄さかえており、馬車に関する技術は他国よりはるかに高い。

　あまり揺れない馬車は乗り心地もよく、頑丈な木製の客車のおかげで雨風の心配もない。

　俺の隣ではゼロが窓から外の景色を眺めていて、ゼロの正面にはアルバスが座っている。俺は体がでかいので、空席になっている正面の座席に足を投げ出して座っている。

　夜のうちにフォーミカムの宿に到着し、一泊したうえで、翌日の祭りに挑むというのがアルバスの予定だ。

　夜の道を馬車で進むのは少しばかり危険だが、そうでもしないと祭りに間に合わない。

　だが確か、フォーミカムは隔壁に囲まれていて、その門は夕方には閉まってしまうはずだ。

　まさか、門の前で野宿するのか？

　聞くとアルバスは、「特別に開けてくれるってさ」と言葉少なに答え、意味もなく例の脅迫状を眺めた。

「そんなに脅迫状が気になるのか？　心辺りがないなら、ただのいたずらだろうよ」

「ん……そうは思うんだけど、手紙全体から感じられる執念が凄すごいんだ。この手紙を書いた人が凄すごく怒ってるっていうのが分かる」

「差出人の感情なんて分かるのかよ」

「普通は分かんないよ。けど、それが分かるくらい執念がこもってるって事」

　アルバスは息を吐き、不安を隠し切れない様子でじっと手紙を見つめた。

「約束の品ってなんなんだろう……なんで僕、そんなに大事な約束を覚えてないんだろう。差出人も分からないんじゃ調べようもないし」

　ちゃんと品物と名前を書いてくれれば思い出せるかもしれないのに、とアルバスは天井を仰いだ。

　確かになあ、と俺も同意する。

「何かよほど貴重な品なのだろう。あまりにも貴重すぎて、おいそれと口にできない品というのも世の中には存在する。存在を知られただけで世界が変わるような代物がな」

　ガタン、と大きく馬車が揺れた。道の状態がよくない。

「お前が書いた【ゼロの書】みたいに、か？」

「そう、我わが輩はいの書いた【ゼロの書】のように、だ」

　すでに暗くなりつつある窓の外を眺めながら、ゼロはなんて事のないように言った。アルバスはそんなゼロの横顔をちらと見て、手紙を畳たたんで懐ふところに押し込む。

「そんなに貴重な物を渡す約束してたら、絶対に忘れないと思うんだけどなあ……」

「ならば、やはりそんな約束は無かったのだろう。確かにその手紙には並々ならぬ執念がこもっているが、手紙の主が勘違いをしている可能性もあるだろう？」

「それはそうかもしんないけど……」

「そもそも、数日前までお前は人間の敵である魔女達の頭目だったんぞ。お前が何かしたんでなくても、恨みをかってる可能性はいくらでもある。誤解や勘違いや逆恨みはこれからも多いぞ、きっと。今のうちに慣れとけ」

　簡単に言うなよな、と恨みがましい声で言いながら、アルバスはずるずるとだらしなく座席のクッションに体を埋めた。

「ところで我わが輩はい、先ほどから気になっている事があるのだが……」

　窓に張り付いてじっと外を見ていたゼロが、くるりと首をめぐらせて俺達を見た。

「この馬車がフォーミカムへ向かう道からはずれて随分経たつが、一体どこに向かってるのだ？」

「……は？」

　間の抜けた声で聞き返し、俺とアルバスは同時に窓に飛びついた。

　窓の外は日が落ちて、もう暗い。周囲がどうなっているのかはよく見えないが、今走っている道が整備された街道で無い事だけはよくわかった。明らかに道が細すぎるし、道理でやたらと馬車が揺れる。

「どういう事だ、坊ぼう主ず！　真まっ直すぐフォーミカムに向かうんじゃなかったのか!?」

「わ、わかんないよそんなの！　ちょっと待って、御者に確認──」

　するから、と言ってアルバスが立ち上がると同時に、馬が高くいなないて馬車が止まった。

　はずみで馬車が大きく揺れて、立ち上がったアルバスがよろめき、馬車の内壁に思い切り頭をぶつけて座り込む。

「──まずいな、囲まれてる」

「追おい剝はぎか？」

「さて、そんな可愛かわいいもんならむしろありがてぇが……座席の下に隠れろ、早く！」

　御者を抱きこんでの待ち伏せとは、随分と手がこんでいる。

　おそらく相手は手紙の主だろう。だとするなら、アルバスから目的の物を回収するまで馬車に火を放つような無茶はしないだろう。

　俺はアルバスを座席の下の空間に押し込み、剣を摑つかんで馬車から飛び降りた。

「頭は出すなよ、弓兵がいると厄介だ」

　鋭く言って、後ろ手に馬車の扉を閉める。

　馬車から吊つり下さげたカンテラに照らされて、数人の人影が闇に浮かび上がって見えた。

　気配は六人だが、目に入る人数は五人。全員が武装していて、おそらく俺の同業──金で雇われた傭よう兵へいだ。

「白い獣けもの堕おち……か。情報通りだな。こいつは確かに大物だ」

「嫌な情報ほど正確なもんだな。もう少し人数集めてくるべきだったか？」

　男達の言葉に、俺は軽く耳を立てる。

「へぇ……？　俺に関する情報があったのか。そいつは妙だな。俺が坊ぼう主ずの所で世話んなってるって話は、ウェニアス王城の──しかも限られた人間以外は知らないはずなんだが」

　御者を抱きこんでいた事を考えると、襲撃者がウェニアス王城の内部事情に通じていてもおかしくはない。

　だが俺が目覚めたのは四日前で、部屋から出られるようになったのは二日前──そんな俺がアルバスの護衛がするという情報を、ウェニアス王城の外部の人間が知れるわけがない。

　ならば、脅迫状を書いたのはアルバスの近くにいる存在──城内でもそれなりの地位を持っている人間という事になる。

　剣を構えた男の一人が、警戒は解かないまま声だけは気さくな調子で口を開いた。

「なあ、白いの。穏便に事を済ませようや。俺達もできるなら、獣けもの堕おちを相手にはしたくない。お前が護衛してる魔法使いのガキが、俺の依頼主に約束した品物を大人しく渡してくれりゃあそれで終わる話なんだ」

「そこが問題のややこしいところでな。〝俺が護衛してる魔法使いのガキ〟は、約束の品とやらにまったく覚えがないんだそうだ。──お前ら、依頼主から何か聞いちゃいねえか？」

　俺の質問に返って来たのは答えではなく、押し殺した含み笑いだった。

　どうやら、無駄な質問だったようだ。

　傭よう兵へいという生き物は、依頼主の命令通りに動く便利な道具だ。ほとんどの場合、自分が何のために、何をしているかも分からないまま、依頼をこなして金を受け取る。

　ある場所に現れる人物を襲い、品物を奪え。

　命令はそれだけで、依頼主が誰なのかすら知らないまま仕事を終える事もあるくらいだ。

　つまり、欲しがっている品が何であるかは分からない。そして品物を渡せない以上、ここを無事に通るのに交戦は避けられない。

　俺は剣を肩に担かついだ。

「さて、とすると厄介だ……お前らは品物が欲しいが、俺達はそれを持ってない。──こういう場合、お前らはどうする？」

「──かかれぇ！」

　返答は戦闘の開始を告げる怒号だった。

　品物が手に入らない場合は、品物を持っている人間を捕らえるのが傭よう兵へいの定石だ。

　だがこちらとしたって、はいそうですかとアルバスを差し出すわけにはいかない。

　突撃の号令と共に矢を放つ音が空を裂き、俺は咄とつ嗟さに馬車の下に転がり込んだ。

「クソ、やっぱりな！　一人木の上に潜んでやがる──！」

　獣けもの堕おちを相手に戦おうって連中が、弓兵を用意していないわけがない。

　まずは弓兵を片付けるか？　だが、馬車を離れたらアルバスが危ない。

「隠れやがったな、情けねぇ家畜野郎だ！」

「バカ野郎！　迂う闊かつに近づくな！」

「心配すんなよ、剣で馬車の下から追い出すから、弓で射殺せ！」

　仲間の警告を無視し、嘲ちよう笑しようしながら馬車に駆け寄ってきた男の足を摑つかんで、馬車の下に引きずり込んだ。

「よう。家畜小屋にようこそ、人間様」

　可能な限り愛あい想そよく笑って見せたつもりだが、暗闇に浮かぶ俺の牙がよほど恐ろしいのか、男の喉のどから甲高い悲鳴がこぼれる。

　その首を死なない程度に絞め上げて意識を刈り取り、剣を奪って馬車の外に蹴り出した。

　素人しろうとが、と罵ののしる男の声がする。どうやら寄せ集めの傭よう兵へいらしく、統率は取れていないのがありがたかった。

　だが、いつまでも馬車の下にはいられない。

　そのとき、馬車から吊つり下さがっているカンテラの明かりが見えた。──今は夜だ。この明かりがなければ周囲は闇に沈み、弓兵は俺を狙えなくなる。

　俺は馬車の下から腕を伸ばし、カンテラを全て叩たたき割わって明かりを消した。

「明かりを消したか──警戒しろ！　打って出て来るぞ！　全員固まれ！　ビビってカンテラの火を消すなよ！　どうせ向こうからはこっちが見えてる！」

　がちゃがちゃと金属がぶつかり合う音がして、四人の男が寄り集まった。

　俺は少しでも闇に紛れるための黒いマントを頭からかぶり、馬車の下から飛び出す。思った通り、弓兵は動かない。

　投げナイフを一本引き抜き、四人のうち一人のカンテラに当てた。

　ガラスが飛び散って明かりが消え、全員の注意が一瞬逸それる。

　その隙に一気に距離を詰め、手近な一人を引きずり倒して利きき腕うでを踏み折った。

「あ──ぁああぁ！　ちくしょう、腕がぁ！」

「舐なめるなこの──獣野郎がぁ！」

　同時に切りかかってきたのは二人だ。一人の顔面を拳で殴って鼻を折り、残りの一人の首に剣先をつき付ける。

「今、舐なめるなって言ったか？　なるほど──いいのか？　本気出しても。次は首を切り落とすぞ」

「ひ、ぎ……あ……」

　刃を深く皮膚に食い込ませて低く脅すと、男は剣を落としてへたり込み、頭を抱えて丸まってしまった。戦意喪失か。情けない。

　さて、残りは一人──。

「う、あ──ぁああぁああ！」

「あ──ぶねぇ！」

　破れかぶれに振り回された剣の切っ先を避けそこね、わき腹を切り裂かれた。避けたつもりだったが、やはり体がなまっているらしい。

　俺は舌打ちし、再度切りかかってきた男の腕を摑つかんで空中につり上げた。

「さて……お前さんが最後の一人だ。だから質問をしてやろう。依頼主を俺に紹介するのと、このままタマを蹴けり潰つぶされるのとどっちがいい？」

「し……知らねぇんだ！　本当に知らねぇ！　雑用の男が手紙を届けにきて、それで依頼を受けたんだよ！」

「どこでだ？　どういう依頼内容で」

「フォーミカムの酒場だよ！　魔法使いを乗せた馬車がここにくるから、そいつから約束の品を奪えって」

「約束の品ってのは？」

「それも書いてなかった！　とにかく金には代えられない、すげぇ価値のあるもんだって」

「最後に一つ……お前、馬車は扱えるか？」

「……は？」

「御者が逃げたんだよ。扱えないなら、お前の事も殴って気絶させるしかねぇが……」

「扱える！　一頭立てなら簡単だ！」

「そいつはよかった。フォーミカムまでやってくれ。お前らのせいで無駄な時間くっちまった」

　腕を摑つかんでつり上げていた体を地面に落とし、俺は馬車へと踵きびすを返かえした。

　わき腹が少し痛むが、いい運動になった。

　──などと、襲撃の現場から離れる前に気を抜く辺り、体だけでなく頭の方もなまっていたらしい。

　馬車に戻って扉に手をかけた瞬間、俺はようやく殺気に気付いて顔を上げた。

　馬車の上に、誰か。

「終りだ、化物──！」

　──弓兵！

　存在を忘れてた。

　どれほど視界が悪くても、最後は絶対に馬車の入り口に戻る。それを見越して、俺が四人とやりあってる間に馬車に近づき、屋根に登って待ち伏せしていたらしい。

　鋭く光る矢の先端が俺を狙い、すぐにでも放たれそうなほどに張り詰めている。

　だめだ、避けられない。

　俺は馬車を御させるために、傭よう兵へいの一人に意識を残しておいた事を後悔した。矢に怯ひるんだところを剣で追撃されたら、獣けもの堕おちでも無事では済まない。

　矢が放たれる。──だが、それは俺の横をすり抜けて、地面に突き刺さって沈黙した。

「……は？」

　そればかりが、弓兵の体がぐらりとかしいで、馬車から転がり落ちてくる。

　俺がポカンとしていると、ゼロがひょこりと窓から顔を覗のぞかせた。

「捕縛の章・第二項──〈失覚〉。簡単に言えば眠らせたのだ。危ないところだったな、傭よう兵へい」

　そう言って自慢げに笑う。俺は啞あ然ぜんとして聞き返した。

「ま……魔法を使ったのか!?　魔力が尽きてて魔法は使えないんじゃなかったのかよ！」

「魔力とは水のようなもので、奪ったり与えたりできる。我わが輩はいもわっぱも魔力は枯こ渇かつしているが、二人分合わせれば、初歩の魔法程度ならばどうにかなるものだ。今夜は月も明るいのでな」

　月、と呟つぶやいて俺は空を見上げる。

　確かに見事な満月で、月の光は魔女の力を強めると前にどこかで聞いた事がある。

「だったら最初から全員魔法でどうにかできたんじゃねえのか……？」

「馬鹿を言うな。弓兵含めて六人に襲撃されては、呪文の詠唱もままならない」

　なるほど、時間稼ぎが必要なわけか。俺は納得して頷うなずき、倒れ伏している弓兵の腰からカンテラを外して臨時の御者に渡した。

　馬車で暗い夜道を走るには明かりが必要だが、馬車からぶら下がっていたカンテラはさっき俺が全部壊しちまったからな。

　御者が御者台によじ登るのを確認し、俺も再び馬車に戻る。

　途端に、アルバスが小さく悲鳴めいた声を上げた。

「傭よう兵へい！　その血……け、怪け我がしたの？」

　先ほどの戦闘で切られたわき腹から、血が滲しみ出していた。

「かすり傷だ。朝には塞ふさがる。獣けもの堕おちだからな」

「我わが輩はいが治してやりたいところだが、さすがにもう一度魔法を使うと我わが輩はいの方が血を吐いて倒れる事になりそうだ」

「俺が怪け我がするより、お前が血ぃ吐いて倒れる方が大惨事じゃねえか……いいんだよほっときゃあ。この程度、縫う必要もない」

　しかし、血が流れ続けては馬車を汚す事になる。それも忍びないので、布を傷口に押し当ててきつく縛った。

　その様子を、青ざめた顔色のアルバスが何かいいたげに凝視している。

「……おい、坊ぼう主ず」

　声をかけると、びくりとアルバスの小さな体が跳ねた。

「いいか？　偉い人間になるってのは、今回みたいにわけの分からん理由で命を狙われるって事だ。お前がこの国の魔法使いを統率する立場にいる限り、お前のために怪け我がをする奴やつなんぞゴロゴロ出て来るぞ」

「な、なんだよいきなり……！　バカのくせに説教でもするつもり？　そんな事、言われなくたって分かってるよ！」

「だったら俺が怪け我がしたくらいでビビるな。雇い主を守って受けた傷が〝間抜けの証あかし〟になるか〝名誉の勲章〟になるかは雇い主しだいだ。お前が決めるんだよ」

「そうだぞ、わっぱ。傭よう兵へいは仕事をした。なのになぜ、君が肩を落とすのだ。胸を張れ。そして胸を張らせてやれ。よくぞやったと褒ほめてやり、望む褒ほう美びを与えるのだ。それが仕事を果たした僕しもべに対する主人の務めだ」

「得意だろ？　お前。偉そうにすんの」

「な、なんだよその言い方！　僕は別に偉そうにしてるわけじゃなくて……」

　言い返そうとして、アルバスはまた俺の腹の傷を見て黙る。

　それからしばらくもごもごと言いい淀よどみ、

「……ありがとう」

　ようやくそれだけ短く言った。

　それはお褒ほめの言葉というよりはただの礼だったが、まあ、最初はこんなところだろう。

「褒ほう美びははずめよ」と軽口を叩たたくと、「ずーずーしい奴やつ」と罵ののしられる。

　そんなやり取りにゼロが笑って、馬車は再びフォーミカムを目指して動き出した。

　──問題は、誰がアルバスを狙ったのか。

　フォーミカムでその答えが見つかるといいんだが。
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「さぁさぁ！　よっといでよっといで！　隣国から運んできたばかりの珍しい果物だ！」

「この店に立ち寄ったご婦人は幸運だ！　幻の鉱石の森から採掘した、世にも珍しい宝石の首飾りを手に入れる人生で唯一の機会だよ！」

「カンテラはいかがかねー！　ウェニアス王国きっての細工師が作りあげた、最高級のカンテラだよ！　祭りの記念にぜひ一つ、我が王国の特産品である美しいカンテラはいかがかね！」

　そんな屋台の呼び込みの声が聞こえはじめたのは、ニワトリの鳴き声が朝を告げて間も無くのことだった。

　フォーミカムはウェニアス王国における商業の中心地で、国内外から大勢の旅人が訪れる。

　その旅人を目当てに集る商人と、商人達が作り出す大規模な市を目当てに集る旅人とで、フォーミカムは毎日がお祭り騒ぎだった。

　それが、和平を願う祭りの日ともなれば──。

「これは……広場に行ったらどうなっちまうんだ……？　そもそもたどり着けるのか？」

　窓から通りの様子をうかがい見て、俺は死の恐怖すら覚えて戦せん慄りつした。

　夜盗まがいの傭よう兵へいに襲われた昨晩、フォーミカムの門をくぐったとき、町は死んだように静かだった。

　それが宿で一晩を明かし目覚めてみると、町は喧けん騒そうではちきれんばかりになり、全ての通りは人で溢あふれかえっていた。

「まだ日ものぼりきってないのに、露店がたくさん出ているな」

　俺が戦々恐々としながら窓の外を見下ろしていると、横からぬっとゼロが顔を出し、わくわくとした様子で通りを見下ろす。

　フォーミカムは町の中心にある円形の広場を中心に、町を貫くように一本の大通りが伸びている。その道の両端が、町を守る隔壁の門へと続いているわけだ。

　そして大通り沿いには、各国から集った商人達の露店や屋台が隙間なく並んでいる。

　その一つ一つに目をやって、あそこに行きたい、あれも楽しそうだと一人ごとのように言いながら、ゼロは俺を見る。

「早く遊びに行こう、傭よう兵へい！　我わが輩はい、腹が減ってきた」

「そんな暇はねぇだろう。坊ぼう主ずを祭りの会場まで送り届けたら犯人探しだ。第一、俺は人ごみが嫌いなんだよ。祭りなんぞ何が楽しいんだ」

　そもそも俺は獣けもの堕おちの傭よう兵へいで、普通の人間からしたら受け入れ難がたい人殺し稼か業ぎようだ。

　ウェニアス王国では、魔女との戦いのために獣けもの堕おちの戦士を募っていた関係上、他国に比べれば差別も少ないが……それでも獣けもの堕おちに対して好意的とは言えない。

　だが、獣けもの堕おち相手に「我わが輩はいの寝床」と公言するようなゼロは、そんな世の中の事情や常識はお構いなしだ。

「護衛も祭り見物も犯人探しも、全部一緒にすればいいだろう。それに、君には我わが輩はいに対してすべき埋め合わせがあるのではないか？」

「……埋め合わせ？」

　何の話だ？

　本気で分からないので問い返すと、ゼロが遠い目をして窓の外を見た。

「覚えていない……か。そうか。君はあれほど深く、激しく我わが輩はいを傷つけたのに、君はその事実すら忘れてしまっているのだな」

「だから一体いつの話だって……！」

「女神の祭日──その日、我わが輩はいと君はウェニアス王城に居た。我わが輩はいは町に芸人がやってくると聞き、君と一緒にそれを見物しようと楽しみにしていたのだ。だというのに君は、そんな我わが輩はいの心を踏みにじり──」

「分かった分かった！　思い出した、今思い出したはいはいそうでした！　その節は大変申し訳ありませんでしたよ！」

　意識の奥底に封じ込めていた大失態の記憶を呼び起こされて思わず怒鳴ると、ゼロが声を上げて楽しげに笑った。

　気まずさに耐えかねて窓から離れると、地味な黒のローブに身を包んだアルバスの姿が目に入る。

　民衆に向けて話す予定の演説を、身振りを交えながら呪文のように唱えるその姿は一見して異様で不気味だ。表情が真剣だから尚なお更さら怖い。

「おい坊ぼう主ず、もっとゆったり構えてろよ。今更演説の練習なんぞしたって、別に民衆からの心証が変わるわけじゃねえだろう。それ以前に、腐った野菜が飛んでくるくらいの覚悟が必要な立場なんだからよ」

　数日前まで魔法使いと人間は戦争状態だったんだ。国がいくら「戦争は終わりだ」と言っても、個人の感情でアルバスを憎む奴やつはいる。

「暴動が起こって吊つるし上あげられるくらいの覚悟はできてるよ！　だからこそ、少しでも心証よくしておきたいの。どっかの誰かが演説やら演出にやたらうるさいから、僕までそれがうつっちゃったんだよ……言葉の選び方が重要とかさ。ああ、もう！　しゃくだけどあいつに添削してもらえばよかったかな……」

　どっかの誰かって……ああ、あいつか。

　思い出したくない男の顔がふと頭に浮かび、すぐにまた消えていった。

　二度と思い出したくないし、思い出したら即座に忘れたい男だ。名前を口にすると不吉ですらあるが、国を揺るがす大きな事件の当事者だ。誰かが本や戯曲にまとめてる可能性もあるが……いずれにせよ、俺が今ここで語るべき話じゃない。

　俺がそっと床に視線を落とすと、ゼロが窓から離れてぱっと身を翻ひるがえした。

　長い外がい套とうの裾すそをなびかせて、廊下へと続く扉に走り寄る。

「迎えの馬車が来たぞ！　傭よう兵へい、わっぱ、ぐずぐずしないで出発だ！」




　アルバスを祭りの会場まで送り届け、俺達は観客の側に回った。

「よかったのか？　わっぱの側についていなくて。こんなに離れていては、咄とつ嗟さの襲撃に対応できないだろう」

　ゼロに聞かれて、俺は肩を竦すくめた。

「祭りの主催側で護衛がいる。なのに俺がべったり張り付いてたら色々障さわりがある」

　魔法使いが自分側の護衛をつけず、人間の集団の中に立つ──これは相手に対する信頼を示す行動だ。和平を祝う祭りなのに、魔法使いが獣けもの堕おちの護衛をべったり張り付けていたら確実に反感を買う。

「君はわっぱに甘いな。我わが輩はいには厳しいのに」

「なあ……まさかこの状況で、本気でそんなふざけた事を言ってるわけじゃねえだろうな？」

　俺は首を反らして、俺よりかなり上にあるゼロの顔を見上げた。

　ゼロは俺の肩の上に乗っているのだ。簡単に言えば肩車だ。群衆に紛れてアルバスの演説を見物するにあたり、ゼロが「見えない」と文句を言い出したのでこうする事に落ち着いた。

　ゼロは楽しげに肩を揺らしながら、ぽんぽんと俺の頭を叩たたく。

「美女である我わが輩はいが、この白く柔らかな太ふと腿ももで君の顔を挟はさんでいるのだぞ？　それで何が不満だ。むしろ喜ぶべきだろう」

「落とすぞ。俺は本気だ」

「よ、よせ！　こんな群衆で落とされたら、我わが輩はい踏み殺されてしまう！　ほら、この干ほした果実は甘くて美味うまいぞ。我わが輩はいが食べさせてやるから、その荒ぶる気を鎮しずめるのだ」

「いらねえよ」

　断ったのに、口に無理矢理押し込まれた。確かに甘くて美味うまいが、素直に美味うまいとは言いたくないので黙って飲み込む──その時、人ごみからふと視線を感じた。

　反射的に首をめぐらせると、群衆に紛れてさっと身を隠す人影がある。

「……気付いたか？　魔女」

　ふうむ、と。ゼロが何気なく干ほした果物を頰張りながら考えるような声を出した。

「こちらに気付かれて、隠れるか……あからさまに怪しいな。──どうする？　傭よう兵へい。追って捕らえるか？」

「いや、この人ごみじゃ捕まえるのは難しい。泳がせといて、そのうち向こうから襲ってきてくれるのを待つさ」

　どの道、広場の中央に設営された舞台で演説をするアルバスにどうこうはできないだろう。脅迫者の目的は品物の回収なのだし、アルバスを殺してしまっては意味がない。

　警戒すべきは拉ら致ちだ。ようは、アルバスが一人になるのを避ければいい。

　わっと群衆が歓声を上げた。舞台の方に顔を向けると、丁度アルバスが壇上に上がったところだった。

　アルバスは緊張した面おも持もちでぐるりと群衆を見回し──ゼロを肩車している俺に気付いた。

　その瞬間、思い切り顔を顰しかめて慌てて俺達から視線を逸そらした。おそらく、俺達を見て吹き出しそうになったのだろう。

　それから険しい表情で唇を引き結び、責めるような視線を向けてくる。

　いい大人が何やってんだよとでも言いたげだが、悪いのはゼロだ。俺じゃない。

「君の姿を確認して、緊張が解けたようだな。随分と信頼されているではないか」

「前にも似たような状況があったんでな。ま、思うところがあるんだろう」

「似たような？」

「火あぶりだ」

　端的に答えると、ゼロはそれだけで納得したようだった。

　数日前までのウェニアス王国は、魔女や魔術師を見つけたら、民衆が自分勝手に火あぶりにするような状況だったのだ。アルバスも子供ながらに修羅場をくぐってあの場所に立っている。

「そん時もあいつは人ごみの中にいる俺に気がついてな、で、結局その気もないのになりゆきで助ける事になっちまった」

「なりゆきか……君はいつもそうやって、なりゆきで人を助けるのだな」

「なりゆきで人を殺す事もあるぞ」

「その割には、我わが輩はい達たちを襲った男共をただの一人も殺さなかったではないか。殺す方が簡単で楽だったはずなのに」

「こう見えて小心者なんでな。それに恩は売っときゃ得になるが、恨みは買うと損になる」

「なるほど、実利主義だな」

　我わが輩はいと同じだ、とゼロは笑う。

　ゼロと他愛のない事を言い合っていると、アルバスが口を開き演説が始まった。

　群衆のざわめきが収まり、アルバスの声が広場に響き渡る。

　その、瞬間。

「人殺し！」

　鋭い野次が喧けん騒そうを切り裂き、アルバスに突き刺さった。

「そうだ、この人殺し！　何が和平だ！　魔女どもは今まで散々、怪しげな〝魔法〟で俺達人間を殺してきた！　いくつの町が魔女に潰つぶされたと思ってる？　今更善人面するんじゃねえ！」

　また、別の声が上がる。

　どよめきが広がった。野次に賛同する声と、それに反発する声。

　だが、アルバスは怯ひるまない。

「──私の仲間は、冤えん罪ざいでヒトに焼かれた」

　ぎくりとした。

　状況は緊迫している。アルバスが野次に対する対応を間違えれば、この群衆は一気に暴徒と化して血みどろの惨事が起こる。

　無意識の緊張が、肩の上のゼロに伝わったのだろう。ゼロが上から腕を伸ばし、そっと俺の頰を撫なでた。

「信じてやれ、傭よう兵へい。わっぱならば大丈夫だ。あの落ち着き払った顔を見ろ。あの程度の野次は想定済みだ」

「ああ……分かってる」

　それでも、アルバスはまだ子供だ。冷や冷やとしながら俺は舞台を見る。

「そして、私は仲間を焼いたヒトを殺した。どちらが正しかったのか──ヒトか？　それとも魔女か。この問いへの答えは出ている。どちらも間違っていた。我々は等しく過あやまちを犯した。けれどそれを正すために、我々は今こうして、同じ場所に立っている」

　魔女と人間の戦いがあった事。

　それは誤解による戦いで、お互いを知らなかったからこそ起きた争いだった事。

　今こそ憎しみを捨て、誤解を解き、お互いに歩み寄って平和を摑つかむべきであるという事。

「私は──二度と魔女を焼かせない。二度とヒトを殺させない。持てる力の全てをもって、この和平を永遠のものにし、我々の生きるこの国に真実の平穏をもたらすと、この命をかけて諸君に誓う！」

　アルバスの言葉に飾り気はないが、それが全て本心であるからこそ、美辞麗句を並べた教会の説教よりも心に響く。

　賞賛と憎ぞう悪おと好奇の入り混じった群衆の目にさらされながら、決して怯ひるまない小さな体。

　それを、俺は誇らしいとさえ思う。

「諸君。共に歩んで行こう。同じ時代、同じ大地に生まれた、平和という願いを抱く──同じ人間として！」

　演説を終えたアルバスに怒ど濤とうのような喝かつ采さいが振りかかる。その大歓声に紛れて、俺はささやかながらも本心から拍手を贈った。




「傭よう兵へい、ゼロ！」

　演説を終えたアルバスは、迎えに現れた俺達のところに晴れやかな表情で駆け寄ってきた。

「いい感じに喋しやべれたじゃねえか。堂に入った演説ぶりだったぜ」

「見直したぞ、わっぱ。みなが君の話に聞き入っていた。最初は猜さい疑ぎの目で見ていた者も、最後には君に賞賛の声を贈っていたぞ」

「な、なんだよ二人とも。急にそんなに褒ほめられても……その、困るっていうか……」

　目元を赤く染めてさっとうつむき、アルバスはもごもごと口ごもる。

「照れているな。実に可愛かわいらしく。我わが輩はいも見習いたいほどだ」

「普段からこの可愛かわいげがありゃいいんだがな。あとお前が真似まねしたところで、どう足搔あがいてもこうはならねぇから諦めろ」

「あーもう！　うるさいうるさい！　二人してからかわないでよ！　そんな事より、お祭り見物するんだろ？　僕もお腹なかへったから、早く行こうよ！」

　言いながら、アルバスはいかにも魔法使い然とした黒いローブを脱いで腰から下げた鞄かばんに押し込んだ。

　ローブの下には質素な麻の服とズボンを着込んでいて、人に紛れてしまえばもう、どこにでもいる金髪の少年にしか見えなかった。

　舞台での演説や挨あい拶さつが終わってからが祭りの本番だ。中央広場には芸人が押しかけて飛んだり跳ねたりと芸を競い合い、一般に開放された舞台では劇が開演される。

　楽団に合わせて踊り子が舞い、それに合わせて色とりどりの花びらや羽がばら撒まかれる様子に、ゼロとアルバスは目を輝かせた。

　芸に飽きたら広場を離れ、露店で売られている別段欲しくもないナゾの人形を場の雰囲気に流されるように買ったり、いかにも甘そうな果実を買ってその渋さに驚きよう愕がくしたりしながら、大通りを歩く。

　ふと、人ひと気けの少ない一角に奇妙な雰囲気の店を見つけ、アルバスが足を止めた。

　黒い布の日よけと、粗末な木の台。その上にごたごたと並んだ骨や小石。一見して普通の店には見えないが──。

「占い屋だ……凄すごい。こんな大きな町で、あんなに堂々とお店出すなんて！」

　信じられない、と頰を上気させ、アルバスは占い屋に走り寄った。

　魔女が占いに長たけている事は有名だが、もし魔女に占って欲しければまずは隠れ家を見つけ出し、絶対に秘密を守るからと誓いを立てて占ってもらう必要がある。

　でなければ教会に狩られるからだ。

　だが魔女と人間が和平を結んだウェニアス王国では、魔女は隠れる必要がなくなった。

　だからといって、いきなりこうして占いの店を開く者が現れるとは──アルバスとしても驚きだったのだろう。

　日よけの中にはフードを目ま深ぶかにかぶった女がいて、駆け寄ってきたアルバスを見るなりおっとりと頰を緩める。

　見た目はまだ若い女だが、その雰囲気はひどく落ち着いていて老婆のようですらあった。

「いらっしゃい。魔女の占いがご入用かい？」

「これからは魔女じゃなくて〝魔法使い〟って名乗るんだろ？」

　俺が聞くと、女は俺に対しても同じように穏やかに笑って見せる。

「いいや。獣の戦士さん。あたしは魔術は使えるが、魔法は使えないんだよ。だから魔法使いじゃなくて魔女なのさ」

「そりゃ……確かにそうだな。魔女だからって、全員が魔法を使えるってわけじゃねえのか」

　いきなり呼称を〝魔法使い〟に統合すると言われても、魔法が使えない魔女や魔術師も存在する。

「だったら、今からでも魔法を覚えたらいいんだよ。魔術が使えるんだったら、絶対に魔法も使えるから。そしたら魔法使いになって、国から支援が受けられる」

　アルバスが身を乗り出すと、女は少しだけ困ったような顔をして、台の上に散らばった骨の欠片かけらを弄もてあそぶ。

「そうだねえ……けどね、あたしは占い屋なのさ。百年も前からずっと、天気や失うせ物もの、色恋なんかを占ってきた。今更新しい事をしたいとは思えないのさ」

「そんな……もったいないよ！　だって、魔法を覚えたらみんなの役に立てるし、そしたら魔女と人間の和平だってもっと──」

　言い募ろうとしたアルバスの頭を、ぽんとゼロが軽く叩たたいた。

　そして、静かに首を左右に振る。

「変化を強制しては物事を歪ゆがませる。そして新しいものとは、常に古いものと共にあってこそ均衡が取れるのだ。彼女のような存在も必要だ」

「やだねぇ、そんなに高尚な話じゃないよ。だけどさ、魔法使いにはならないで、魔女でい続けるって選択も、あったっていいだろう？」

　アルバスは目を瞬まばたかせ、乗り出していた体を引いて居住まいを正す。

「うん……そうだよね。ごめん。便利だからって、無理矢理使わせるなんて変だし」

「そう、しょげた顔をしないどくれよ。あたしは感謝してるのさ。森の奥で来もしない客を待つだけの毎日にうんざりしてたからねえ。なのに今日は、もう何人もあたしの所に占いを頼みに来てる。少し怯おびえながらね。けど、帰るときは晴れやかなもんさ。あたしは、人のそういう顔を見るのが好きなんだよ」

　それで、と占い屋の女は俺達を見る。

「何を占って欲しいんだい？　あたしの見立てによると、よくない手紙が届いたんだろう？」





５






　占い屋を離れて、さらに裏通りの奥へと入り込む。ここまで来るとさすがに人通りも少なくなり、俺とアルバスは休業中の店先に積み上げられた木箱に腰を下ろして疲れた足を休めていた。

　ゼロは通りの向こう側で、場所取りに負けた哀れな屋台のおっさんから、小麦粉を練って焼いたナゾの料理を買っている。

　馬車での移動を基本としているフォーミカムは、大通りを外れても道が広い。

　町外れの裏道ですら、小さな町の大通りほどの幅があるから、屋台であれこれと楽しげに選んでいるゼロの後ろ姿は遠く、小さかった。

「ゼロの側にいなくていいの？」

「ま、今狙われてるのはお前だからな」

「やっぱり、僕が何か忘れてるんだって……」

　占い屋でアルバスが聞いたのは、例の脅迫状に関する事だ。

　アルバスも占いはできるが、占いというものは自分で自分の事を占ってはいけないらしい。

　出た結果は「裏切り」──つまり、アルバスは誰かを裏切っている。

「身近にありすぎて気付かない。人によっては無価値なもの……か……」

「俺には見当もつかねぇがな。普通の人間にはどうでもいいが、魔女には価値のある品物とかじゃねえのか？　例えば俺の首とかよ」

　獣けもの堕おちの首は魔法や魔術に役立つが、人間にとってはただの不気味な首でしかない。

「そういうのは確かに多いけどさ……魔術書や魔女の研究資料は僕にとってはすごく重要だけど、普通の人にとっては無価値だし。ゼロが書いた【ゼロの書】だって──」

　言いかけて、アルバスははっとしたように顔を上げた。

　その仕草に、ひどく嫌な予感がする。

「おい、なんでそこで黙るんだよ……まさか誰かに【ゼロの書】をやるなんて約束をしたんじゃねえだろうな!?」

「そ、そんな約束するわけないだろ！　あれは厳重保管の門外不出！　今は僕だってそう簡単に触れないようになってるんだから！」

　ゼロは【ゼロの書】をアルバスに託し、魔法の力を正しく広め管理する事を約束させた。

　アルバスがその約束を破るような悪人でも、管理を怠おこたる馬鹿でもない事は分かっている。

　けど、とアルバスは不安げに表情を曇らせる。

「内戦の収拾をつけるとき、僕に従うなら魔法を使えるようにしてやるって話をかなりの人数にしたんだ。それを誤解して、【ゼロの書】を渡す約束だって思いこんでるのかも……」

「それで、お前がいつまで経たってもそんな様子を見せないから痺しびれを切らしたって？」

　あり得ない話ではない。

　金に変えられないほど貴重で、おいそれとは口に出せないほどの品物として、【ゼロの書】ならばぴたりとはまる。

　その時、馬車が猛烈な速度で駆けてくる音がして、俺は首をめぐらせた。

　一頭立ての粗末な荷馬車だ。御者と、空の荷台に人が一人。妙だと思ったのは、その二人が顔を隠すようにフードをかぶっていた事だ。

　そして、妙に道の脇を走っている。ゼロにぶつかりそうだと思った。

　思った直後に、馬車は猛然と俺達の前を行き過ぎる。

　そして、ゼロの姿が忽こつ然ぜんと消えた。

「……は？」

　思わず、啞あ然ぜんとして立ち上がる。咄とつ嗟さに走り去る馬車を視線で追いかけた。その荷台に乗った男の腕に、暴れてもがくゼロの姿。

「噓うそだろ──なんでいきなりあいつが拉ら致ちられてんだ!?」

「わ、わわ、分かんない！　【ゼロの書】が手に入らないなら、それを書いたゼロをさらえばいいって考えたのかも！」

「あの女が【ゼロの書】を書いたって知ってる奴やつなんざそうそういねぇだろう！　とにかく追うぞ、坊ぼう主ず！」

「うん！」

　アルバスを抱え上げて、俺は馬車を追って走り出した。

　馬車と人間三人の重さを牽けん引いんすれば、馬の足も遅くなる。しかも曲がり角の多い町中なら、獣けもの堕おちの足があれば追いつける。

　角を曲がって姿を消した馬車に一瞬遅れて、俺も角を曲がった。その先は長い一本道で、馬車に有利だ。舌打ちして馬車を追う。

「傭よう兵へい！　僕を抱えてたら追いつけない！　置いてっていいから、ゼロを早く！」

「バカ野郎！　相手の目的が【ゼロの書】だとしたら、お前が危険なのは変わらねぇだろうが！　あいつを追ってる間にお前がさらわれたら、それこそやっかいな事になる！」

　ゼロはこの国にとって無名の魔女でしかないが、アルバスは主席魔法使いだ。そのアルバスが、和平の祭りの日にフォーミカムでさらわれたとなっては、再び内戦が始まる原因になりかねない。

　ぎゅっと、アルバスが俺の首にしがみ付く。ごめんと謝る声は、怯おびえているようだった。

　自分のせいで、ゼロの身に何かあったらと考えているんだろう。自分がすぐに【ゼロの書】が狙われている可能性に気がつけば、ゼロも危険だと考えられたはずなのに、と。

　だが、そういう意味では俺だって同罪だ。

　長い通りの先で、馬車が路地裏に滑りこんだ。

　遅れて路地裏に駆け込むと、馬車は乗り捨てられており、誰も乗っていない。

　だがその先は一本道だ。路地裏を駆け抜けて大通りに抜ける。

　そこは、人と物でごった返した場末の貧民街だった。いかにも悪人然とした人間が大勢行きかっており、駆け込めるような建物も多い。

　──紛れ込まれた。

　俺は路地裏の壁を殴りつけた。

「くそ！　やられた……！」

「傭よう兵へい、あっち！」

　肩の上で、アルバスが身を乗り出す。

「ゼロの魔力の気配がする。僕が誘導するから追いかけて！」

　魔術や魔法の心得があれば、魔力の気配を追って人を追う事ができると前にゼロも言っていた。俺には理解できないが、動物が臭いを追うようなもんだろう。獣けもの堕おちである俺も鼻は利きく方だが、こう人出が多いと臭いが混じって判別できない。

　俺はアルバスの言う通りに駆け出した。

　ゼロは強い女だが、今は魔法が使えない。

　ならば、ちょっとばかり頭が良いいだけの無力な女だ。

　不安と焦あせりがじりじりと腹の奥を焼く。

「あっちの方向……！　そんなに遠くないよ、もうすぐ追いつける」

　アルバスの指示通りに走ると、見慣れた通りに出た。貧民街のさらに裏通り。略奪品や怪しげな品を売る店が軒のきを連ねる一角だ。

　その内の一軒──寂れた古着屋。

「……ここは」

　肩で息をしながら、俺は思わず呟つぶやいた。

　見た事がある。──いや、来た事がある。

　アルバスもどこか呆ぼう然ぜんとして、悪魔の住処すみかのように佇たたずむ古着屋を見上げて呟つぶやいた。

「確か、前にゼロの服を買った……」

　俺と出会った直後のゼロは、今時奴隷でも着ないようなボロボロの服を着ていた。だから新しい服を買かい揃そろえる必要があって、獣けもの堕おちの俺でも近付けるこの店に立ち寄ったのだ。

　ここに、ゼロが連れ込まれたのだとしたら。

「よーへい……僕、凄すごく嫌な予感がする」

「ああ……俺もだ。何か、おぞましい記憶が蘇よみがえりそうで……」

　──それを持っていかれたら俺は。

　そう、懇願する声をどこかで聞きはしなかったか。

　──何を持ってってもいいから……！　俺からそれを奪わないでくれぇ！

　そう言って縋すがる男から、何かを奪いはしなかったか。代わりに何かをくれてやると言って。

　ゆっくりと、古着屋の扉を押し開ける。

　その、瞬間。

「すまねえ、お嬢さん！　こうするしかなかったんだ……！　俺は、何もあんたをどうこうしようって思ってるわけじゃねえ……！　ただ、約束の物を手に入れたいだけなんだ──生きる糧かてを取り戻したいだけなんだ！」

　酒焼けした男のダミ声が、必死に懇願する哀れな声が耳に飛び込んできた。

　店に足を踏み入れれば、声と言葉を聞いて想像できた通りの状況がそこにある。

　すなわち、柔らかなクッションばりの椅子にふんぞりかえっているゼロと、その足元に平ひれ伏ふしている、盗賊の頭目もかくやのむさくるしい大男。

　何が何だか分からないという表情で男を見下ろしていたゼロの目が、入り口に立つ俺達へと向けられた。

「傭よう兵へい、わっぱ。遅いではないか、二人とも！」

　懇願に夢中だったのか、ゼロの言葉で店主が俺達に振り向いた。

　その男の顔を見た瞬間、頭の奥に引っ掛かっていた記憶が一気に溢あふれ出だす。

　頭のハゲた、中年の、むさくるしい大男──この古着屋の店主だ。

　そしてその店主からどうしても必要な物を手に入れるために、確か──。

「お……思い出したぁああぁ！　そういや確か古着屋のオッサンに──！」

「ゼロの靴下をあげるって約束してたんだったぁああぁ！」

　俺とアルバスは同時に叫び、そして力なくその場に崩れ落ちた。

　靴下ぁ？　とゼロが「何の話だ」と言うように聞き返す。

「なぜ我わが輩はいの知らないところで、我わが輩はいの靴下を店主にくれてやるという話になっているのだ」

「いや、取引でな……ほら、ここで服を買ったとき、こいつにお前のローブをやっただろう」

　ゼロが素肌の上に着ていたローブだ。それをくれれば服の代金は要らないと言い出した店主に、ゼロは自分のローブをくれてやった。

「そのローブが必要になったんで、今度お前の靴下をやるから、代わりにローブを返せって話をしてな……」

　床に張り付いてゼロに懇願していた古着屋の店主が立ち上がり、ひどく冷酷な目で俺達を見下ろした。

「そうだ……靴下だ。お前らは俺の生きる糧かてを奪って、その代わりにお嬢さんの靴下をよこすと約束した。なのにお前らはいつまでたっても約束を果たさなかった！」

　指を突きつけて責められ、アルバスが甲高い声で怒鳴り返す。

「忘れてたんだよ！　約束の内容が間抜けすぎて！　ちゃんと手紙にそう書いてくれれば、ちゃんとゼロに頼んで届けさせたのに……！　あれじゃまるで、僕が国宝でも渡す約束してたみたいに思うじゃんか！」

「バカ野郎！　お嬢さんの靴下はなぁ、国宝なんかよりもずぅうっと貴重で尊い品なんだ！　それを俺が手に入れる手はずになっていると誰かに知られてみろ。俺を殺してお嬢さんの靴下を手に入れようって奴やつが現れるに違ぇねぇ！」

「いや、いねぇよそんな奴やつ……」

　思わず突っ込むと、店主はかっと目を見開いて俺を睨にらみ付つけた。

「いいや、いる！　少なくとも俺はやるぞ。俺だったら人を殺してでも、お嬢さんの靴下を手に入れる！」

「その執念は賞賛に値するが、我わが輩はいさすがにちょっと怖い……」

　目を血走らせ、唾つばを飛ばして力説するハゲの中年男から、ゼロがすすすと距離を取る。

　だが店主がその足をがっしと摑つかみ、逃がすまいとするように追おい縋すがった。

「た、頼む……お嬢さん。あんたの靴下を俺にくれ……！　その白くてすべらかな柔やわ肌はだを包みこんでいた靴下を……！　あんたのかぐわしい香りを吸い込んだ至上の宝を──！」

「俺の雇い主に気色悪い変態行為を働くんじゃねえハゲ野郎！」

　あまりの気色悪さに戦せん慄りつし、俺は店主の体を容赦なく蹴り飛ばした。

　おぐ、と呻うめいて店主の巨体が軽く吹き飛び、店の床をごろごろと転がる。

　そのすきに、アルバスが硬直しているゼロの手を引っ張って俺の背後に逃げ込んだ。

　それでも店主は一切怯ひるまずに、床を這はいずるようにしてゼロに手を伸ばす。

　そして、

「く……靴下を……」

　その一言を絞り出し、店主はばったりと力尽きた。




　どれほど店主が気色悪く、どれほど気が進まなくても、約束は約束だ。

　店主の前でゼロが靴下を脱ぎ、それをくれてやるという約束を交わしてしまった以上、契約を重んじる魔法使いはそれを果たさなければならない。

「我わが輩はい、結婚の約束して共に駆け落ちまでした恋人に裏切られ、ある日醜い金持ちに売り渡された乙女の気分だ」

　気を失った店主を縛り上げ、絶対にゼロに近づいたり触ったりできないようにしてから、水をぶっかけて目を覚まさせた。

　その店主の前で靴下を脱ぎながら、ゼロはわざとらしく打ちひしがれて見せる。

「人聞きの悪い事を言うんじゃねえよ！　だ、大体俺は別に、お前の恋人とかそういうんじゃねえし……！　たかが靴下くらいで身売りなんて大げさな……！　そもそも、靴下をやるって約束したのは俺じゃなくて坊ぼう主ずの方だ！」

「あー！　僕のせいにするのかよ！」

「お前のせいだろうが！　そもそも俺は金で解決するつもりだったんだ！　それをお前がオッサンに妙な情けをかけて、ゼロの靴下をやるなんて約束するからだなぁ……！」

「やだやだ。大人のくせに、子供の僕に責任を押し付けるんだ。かっこわるーい」

「てめぇこそ、こんな時ばっかり子供ぶって責任逃のがれを──」

「おいお前ら！　折角お嬢さんがひと肌脱いでくださってんのに、下らねぇ事で喧けん嘩かするんじゃねえよみっともない！」

「心底下らねぇ事で脅迫状なんぞ書いてよこしたてめぇにだけは、何一つ言われたくねぇんだよハゲ野郎！」

「やめるのだ三人とも。我わが輩はい、世の中に絶望して世界を滅ぼしたくなってきた。ほら、脱いだぞ。これでいいのだろう」

　俺達のやり取りにげんなりとして、ゼロが脱いだ靴下を店主に放った。

　その瞬間、マタタビを与えられた猫のような声を出し、店主は縛られた状態のまま口でその靴下を見事に受け止める。

　それから、目を血走らせて俺に叫んだ。

「縄を！　縄を切ってくれ！　今すぐにこの靴下を密閉性の高い箱にしまわないと鮮度が落ちる！」

　靴下の鮮度ってなんだよ、と思ったのは俺だけではないだろう。

　アルバスは嫌けん悪お感を隠そうともせずに、うわぁ、と零こぼして視線を逸そらす。

　俺もなんだかいたたまれない気持ちになって、さっと店主に背を向ける。

　するとゼロがむき出しの両脚を抱えて床に座り込み、ガタガタと震えながら俺を見上げた。

「足がすーすーする。我わが輩はい、寒い。今すぐ君の毛皮に埋れなければ凍えて死ぬ」

「何を大げさな……」

　言いかけて、俺は黙った。

　ゼロのズボンは恐ろしく丈が短く、膝上まである長い靴下をはかないと肌がむき出しになる。長い外がい套とうの前を閉じればそれでも少しは温かいだろうが、今回の件に関して言えば、ゼロは完全に被害者だ。

　突然おっさんに拉ら致ちされ、靴下を脱げと迫られ、そして実行させられるなど……俺なら絶対にお断りだ。

　俺の責任では断じてないが、多少の埋め合わせはすべきだろう。

　俺は黙ってゼロの体を抱え上げ、マントの中に引き込んだ。するとゼロはマントをたぐりよせ、毛布のように体に巻き付ける。

「ぬくぬく。ふかふか。ふむ。これなら我わが輩はい、全裸でもかまわないな」

「俺がかまうわ！　全裸の女を抱えて歩くなんざどんな拷問だ！」

　堕落の象徴として名高い獣けもの堕おちがそんな事をしていたら、一発でお尋ね者だ。

「ごめんね、ゼロ。僕がちゃんと覚えてれば、着替えも用意できたんだけど……外は寒いし、どっかで着替えを見つけないと」

　アルバスが呟つぶやくと、ゼロの靴下に鼻を突っ込んで深呼吸を繰り返していた店主が急に起き上がって叫んだ。

「だったら俺の店で好きな物を選んでくれ！　そんで、いらなくなった服を俺にくれれば何を持っていっても……！」

「絶対にお断りだハゲ！　変態の店では二度と買い物はしねぇ！」

「ねえ、さっき露店で可愛かわいい服がたくさん売ってるところ見かけたんだ！　たぶん貴族のお嬢様が払い下げた古着だよ」

　そこに行こう、とアルバスが俺のマントを引っ張った。ゼロが俺のマントから首だけ出して、アルバスと「靴下もあったのか？」とか「いっぱいあったよ」とか言い合っている。

　すると縛られたままの店主が、器用に体をくねらせながらずりずりと這はい寄よってきた。

「だったら俺がいい店を紹介してやる。この辺りは俺の庭で、他の商人にも顔が利きくんだ。色々値切れるぜ？　な？　だから俺も一緒につれてけよ。お、お、お嬢さんの服選びに……！」

　しつこい。そして気色悪い。

　これ以上長居すると変態が伝染しそうなので、ゼロとアルバスをつれてさっさと古着屋から逃げ出した。背後から「待ってくれ、荷物持ちでもなんでもする。なんなら馬の代わりに馬車を引いてもいい！　いや、俺が馬としてお嬢さんを運んでも──」とか常軌を逸した叫びが聞こえるが、全力で無視をする。

　縄はふらっと店に入った客の誰かがほどいてくれるだろう。

　賑にぎやかな祭りの最中さなか、瘴しよう気きさえ漂わせる怪しげな古着屋に来る人間がいるのかどうか──いたとしても、略奪もしないで店主を救ってくれる善人かどうかは俺の知った事ではないが。




　貧民街から離れる頃にはすっかり日が落ち、町には夜が訪れていた。

　それでもまだフォーミカムの祭りは終わる気配を見せず、広場の方から陽気な音楽がかすかに聞こえる。

　そこかしこに色も形もさまざまなカンテラが吊つり下さげられ、夜こそ祭りの本番だとでもいうように夜の町を明るく彩いろどっていた。

「ね、さっきの占い屋さんに寄ってっていい？　解決したよって報告したいんだ」

　言って、アルバスが返事も待たずに駆け出した。演説を終えて、脅迫状の件も片付いたせいか、ようやくいつも通りのアルバスだ。

　その後ろ姿を見て、ゼロが眠たげな声で言う。

「一件落着といったところだな。しかしたかが靴下であれほどの事が起こるとは、我わが輩はいもまだまだ世の中の事を知らないな……」

「いや、あれは俺でも予想できねぇよ。たかが靴下で殺されかけたんだぞ、俺は」

　襲ってきた傭よう兵へい共に切られた腹の傷がまだ傷む。するとゼロは楽しげに笑い「名誉の負傷なのだろう？」と言ってからかった。

　俺はあえて答えなかったが、特に否定もしなかったので、ゼロは勝手に肯定と受け取って満足したらしい。

　それからふと、真剣な声を出した。

「今回狙われたのはたかが靴下だったが、次回は本当に【ゼロの書】を狙う輩やからが現れるかもしれない。わっぱは何度も、今回のような騒動に振り回されるだろう。我わが輩はいが書いた本のせいで、わっぱに苦労を強しいる事になるな……」

「しょうがねえだろう。坊ぼう主ずが〝魔法使い〟として魔法を広めていく以上、【ゼロの書】はあいつの手元にあるべきだ。あいつはそんなの全部納得ずくで動いてる。──信じてやれ、あいつなら大丈夫だって、お前だって演説の時に言ってたじゃねえか」

「慰めてくれるのか？　恐ろしげな見た目にそぐわず、君はいつも優しいな」

「俺は事実を言ってるだけだ」

　突き放すようにいうと、我わが輩はいも事実は好きだと穏やかに笑う。

「無論、信じてはいる。そうでなければ我わが輩はいだって、あんな危険な本を託そうとは思わない。それでも、我わが輩はいが本を書かなければよかったのにと、そう思ってしまうのだ」

「今更な話だな。書いちまったし、広まっちまったんだ。無かった事にはできねぇよ」

　先ほどと同じように、突き放すような口調で言う。ゼロは「君は冷たいな」とさっきとは真逆の事を言い、俺は「事実を言ってるだけだ」とさっきと同じ言葉を繰り返した。

　魔法はもう広まってしまった。ウェニアス王国だけでなく、国外にまで──。

　ゼロはその魔法が悪事に使われないように監視するため、世界をめぐる旅に出る必要がある。

　そしてアルバスはこのウェニアス王国で、魔法を正しく使う魔法使いの代表として【ゼロの書】を管理する。

　魔法はゼロが生み出した技術だが、もはやゼロ一人の物ではなく、そしてゼロ一人では制御しきれない。

　その時、

「二人とも何してんのさ！　早くー！」

　通りの向こうでアルバスが呼ぶ。

　その声で、ゼロから張り詰めたような雰囲気がふっと消えた。

「急ごう、傭よう兵へい。もたもたしていると、我わが輩はい達たちをおいて走り出してしまいそうだ」

　ゼロが言った瞬間、聞こえていたかのようにアルバスがくるりと背を向けた。

　相手はともすれば人ごみに紛れてしまいそうなチビである。俺はゼロを抱えなおして、慌ててアルバスを追って駆け出した。







[image: 『獣と魔女の結婚ごっこ』]
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　笛や鈴の音を引き連れて、華やかな行列が街道を行き過ぎる。

　行列の先頭を歩く子供達は色とりどりの花びらを盛大に撒まき散ちらし、その一歩後ろを若い男と女が腕を組んで歩いていく。

　結婚式の行列だと一目で分かった。

　分かった瞬間、俺は〝荷物〟を肩に担かついで街道をはずれ、大慌てで森の中の木の陰に身を隠した。

　俺にとって結婚式は、この世で最も遭遇したくない行事の一つだ。

　あの行列の連中に気付かれていないといいんだが──。

　そう思った所で担かついだ荷物がもぞもぞと身じろぎし、

「こら、なぜ我わが輩はいを担かつぐのだ。しかもこの持ち方はあまりにもぞんざいだぞ」

　と不満げに言った。

　俺は肩の荷物を見やり、

「この方が手っ取り早いだろ」

　と答える。

　この肩の荷物の名はゼロといい、傭よう兵へいである俺の現在の雇い主だ。

　長い外がい套とうで全身をすっぽりと覆おおい、俺の肩の上で両手両足をだらりと垂らしている姿は〝着古された洗濯物〟にしか見えないだろうが、実際は長い銀髪と青紫色の瞳が印象的な、直視するのも恐ろしい絶世の美女だ。

　さらに言うなら、誰もが強力な魔術を簡単に操れるようになる新技術──〝魔法〟を作り出し、それを世界に流出させた史上稀まれにみる大迷惑魔女でもある。

　俺とゼロはその〝魔法〟によって引き起こされる混乱を防止、解決するために旅をしているわけなんだが──何せ、魔女と言ったら世界の悪で、火あぶりにするのが常識という世の中だ。

　そんな世の中を魔女と共に旅するのはなかなかに難儀であり、しかも長年穴ぐらの奥で暮らしていたゼロに社会的な常識が欠如しているせいで余計な苦労が増える。

　それでも俺がゼロと旅をしているのは──まあ、言ってしまえば〝報酬目当て〟だ。決してゼロを一人で旅立たせるのが心配だったからではないし、いわんやゼロの美貌に魅了されたからなんて理由でもない。

「手っ取り早いのは確かにそうかもしれんが、少しばかり問題もあるぞ。我わが輩はい、頭に血がのぼりそうだ。このままでは近いうちに鼻血を流して死ぬ事になる」

「そういう事が言えてるうちは、鼻血も出ねぇし死なねぇよ。逆さかさ吊づりで死ぬには結構時間がかかるもんだ」

「詳しいな。さすがは傭よう兵へいだ」

「お褒ほめに与あずかり光栄なこったな」

　とはいえ、こうして無事に木の陰に身を隠せた以上、もうゼロを担かついでいる必要はない。

　俺は近づいてくる結婚式の行列を気にしながら、ゼロの体を地面に下ろした。

　ゼロは軽くよろけてゆるゆる頭を振りつつ、フードを目ま深ぶかに引き下ろす。それから俺と同じく木の陰から身を乗り出し、少しずつこちらに近づいて来る行列に目を細めた。

「それで？　我わが輩はい達たちは一体何から逃げ隠れしているのだ？　我わが輩はいの目には、あの賑にぎやかで楽しげな行列しか見えないが……」

「その華やかで幸せそうな行列から逃げ隠れしてるんだよ、俺達は。あれが通り過ぎるまで静かにしてろよ？　見つかると厄介なんだ」

　厄介？　とゼロは首を捻ひねった。

「それほど厄介な集団なのか、あれは。あれに見つかるとどうなるのだ？　もしやあの行列に取り込まれたら最後、死ぬまで歩みを止められない死の行列か？」

「お前のそのどこまでも魔女らしくて恐ろしげな発想には時々感動させられるが、生憎あいにくハズレだ。ありゃ結婚式だよ」

「結婚式？」

　ぐるりと首をめぐらせて、ゼロが行列から俺へと視線を移す。

「知らねぇか？　男と女が一生添そい遂とげるって誓う──」

「いくら我わが輩はいが世俗に疎うといとはいえ、それくらいは知っている」

「そりゃ、失礼いたしました」

　不満そうに言われて、俺は軽く肩を竦すくめた。

　最近までキスという行為の存在も知らなかった女だ。結婚式を知らなくても不思議ではないと思ったが、そういうわけでもないらしい。

「女はその男の子を産み、男はその女と子を守るという契約だろう？　そして、お互いがすでに他者の所有物であると知らしめるために、盛大な儀式を行う」

「夢も希望も存在しない定義づけだな……まあ、そもそもの趣旨はそうなんだろうが」

「ならば太古の昔から存在する風習だ。少々様式は異なるようだが……」

　ゼロは木の陰から頭を出して、行列の鈴の音に耳を澄ます。

「それでもあの行列は、自らの婚姻関係を多くの者に知らしめるための行為だろう？　我わが輩はいが知っている結婚式よりも華々しく派手ですらある。むしろ姿を現して祝福すべきだろうに、なぜ隠れるのだ？　……やっかみか？」

「誰がやっかみ程度で逃げ隠れするか！　やっかんでるなら行列に乱入するくらいの事はしてやるわ！」

　思わず吠ほえると、「隠れているのではなかったのか？」とゼロがさらりと指摘する。

　俺は慌てて口を押さえて、行列の様子を窺うかがった。幸いにして行列はまだ遠く、俺の怒声に気付いた様子はない。

　俺はやれやれと肩を落とし、

「俺が獣けもの堕おちだからだよ」

　と端的に答えた。

　獣けもの堕おち──つまり、半人半獣の化物だ。

　大型肉食獣の頭に、全身を覆おおう剛毛、巨大な手には鋭い爪が光り、出会う者全てを恐怖のどん底に陥おとしいれる。それが俺という存在だ。

　ゼロはそんな俺を子猫か何かのように扱うが、世間的に言えば俺は堕落の象徴で、言ってしまえば魔女とさほど扱いは変わらない。

　ははぁ、とゼロは得心して頷うなずいた。

「なるほど。つまりあの行列に捕まると、君はその白いもふもふの毛皮を剝はがれて、そのいかにも食いごたえがありそうな肉を結婚式の供く物もつにされるのだな？」

「だとしたら俺はもう少し真剣にあの行列から逃げてるな」

　一瞬、自分の死体がバラバラにされて晩ばん餐さん用の大皿に盛り付けられている姿を想像してしまい、思わず真剣な声が出る。

「違うのか？」

「幸いな事にな」

「では一体何が問題なのだ？　我わが輩はい、さっぱり分からない」

「そりゃ魔女には分からねぇだろが──基本的に不吉な存在って扱いなんだよ、獣けもの堕おちってのは。特に新婚夫婦や妊婦にとってはな」

「教会が堕落の象徴として扱うからか？」

「それもあるが、気分の問題が大きいだろうな。獣けもの堕おちってのは、ごく普通の両親から突然生まれてくるだろ？」

「うむ、その通りだ」

「だから子供を産む前に獣けもの堕おちの姿を見ると、自分達の子供もそうなっちまうって言われてるんだよ。だから夫婦の縁者は獣けもの堕おちを全力で結婚式から遠ざけようとするし、追い払われるのが不愉快な獣けもの堕おちとしても結婚式にはわざわざ近づこうとしないんだ」

「見るだけで腹の子が？　それは面白いな」

　ゼロは楽しげに笑うが、本人達からしたら深刻な問題だ。

　自分の子供が獣けもの堕おちだったりしたら世間体もすこぶる悪くなるし、生まれた子供は傭よう兵へいか盗賊になる以外に道がない。

　もちろん獣けもの堕おちを見ただけで子供がそうなるなんて事はないんだが、子を思う親の気持ちってのは恐ろしく、どんなささいな迷信も真まに受ける心理状態になるらしい。結婚して間もない女が獣けもの堕おちの姿を見たせいで首を吊つったなんて話もあるくらいだ。

　であるからして──奴やつらが俺の姿を見たくないのと同じように、俺も奴やつらの前に姿を見せたくはなかった。

「あの行列はどこに向かっているのだ？」

「あの騒ぎ方からすると、町で式を終わらせて自分達の村に帰る途中だろう」

　町で？　とゼロは聞き返す。

「なぜ自分の村で式を挙げないのだ？」

「式は神父がいないと挙げられない事になってるんだよ。だから自分達の村に神父がいない場合は、神父のいる村や町まで出かけて行かにゃならん。で、式を挙げた帰りには、ああやって楽師や芸人を雇って華やかに歩くんだ」

　金がない農民の場合は、楽師も芸人もいない質素な行列になるがなと付け加えると、ゼロはいかにも興味深そうに頷うなずいた。

「では、あの行列そのものが婚姻の儀式というわけではないのだな」

「俺には縁のない話なんで詳しくは知らねぇが……まあ、普通に考えて行列はおまけだ。婚姻の儀式ってのは、二人そろって神父の前で女神に永遠の愛を誓う事だな」

　永遠の愛、とゼロが繰り返す。

「しかし……その愛が本当に永遠ならば、わざわざ神の前で誓う必要もないだろう。それではまるで裏切りを前提としているようではないか」

「気が合うじゃねえか、俺もそう思う。ま、ただの茶番だよ。教会が民から金を巻き上げるために考えた制度って事だ」

　なるほど、とゼロは納得したように頷うなずいた。

　そして、けれども──とつなげる。

「あの茶番は面白そうだ。我わが輩はいも試してみたいな」

「軽い気持ちでできる茶番じゃねえぞ。教会が一度夫婦と決めた二人は、よっぽどの事がない限り別れられんし、不義を働けば罰がある」

「罰というのは？」

「死罪だ」

　ゼロは驚いたように目を瞬まばたいた。

「随分と命がけの茶番だな……」

「まあ最近じゃ、そこまで厳しく罰する事も少ないらしいがな。とにかく、そんな命がけの茶番の門かど出でを邪魔したとあっちゃ未来永えい劫ごう恨まれる。だから俺は結婚式の行列から逃げ隠れしてるわけだ。これでご理解いただけましたかね？」

「なかなか愉快な講義だったぞ、傭よう兵へい。我わが輩はいもまたひとつ世俗に詳しくなった」

　ゼロの楽しげな笑いを最後に、結婚式の話題はいったんどこかへ消えていった。




　現在俺達が目指しているのは、クレイオン共和国にある港町・イデアベルナだ。

　イデアベルナは大陸に存在する〝三大港〟と呼ばれるうちの一つであり、あらゆる国から船が訪れる海路の中心だ。大勢の人間が集まり、物が集まり、そして当然情報も集まる。魔法の情報を集めるにあたって、これほどふさわしい町はない。

　大陸の中心に位置するウェニアス王国から出発してかなり日が経たつが、今はようやく全行程の半分程度と言ったところだろう。

　当然イデアベルナに到着するまでにいくつもの町や村に立ち寄り、食糧やらを補給する必要があるわけだが──何せ、獣けもの堕おちと魔女の二人組みだ。

　町に入るときはマントとフードで全身を覆おおい、獣けもの堕おちだと気付かれないよう最大限気を使ってはいるが、それでも街壁でがっちり守られているような大きな町に入るときは、門番に見み咎とがめられるんじゃないかといつも冷や冷やしている。

　しかし今回立ち寄る事にした町は、頑健な街壁に守られているにもかかわらず、門は大きく開け放たれていてほとんど出入り自由という状態だった。

「こりゃあれだな……何か祭りをやってるな」

　そう言えば街道の人通りもやたらと多かったし、その足取りも心無しか楽しげだったような気がする。

　近隣から農民やら旅人が大勢集まるから、祭りの間はいちいち入門する人間の通行許可証を確認したりはしないんだろう。

　運がよかったな──と、そんな風に考えた自分を、俺はいくらもしないうちに殴りつけてやりたくなった。

　門をくぐって町に足を踏み入れ、狭い道を抜けて広場に出た途端に広がったその光景──。

「傭よう兵へい。花嫁と花婿がたくさんいるぞ」

「ああ、見えてるよ……ついでに神父もいつもの数倍はいそうだな……」

　秋の風に吹かれて薄青色の花吹雪が舞うなか、大勢の花嫁たちがあちこちで式を挙げている様子をぼんやりと眺め、俺はどこか現実逃避気味に空を見上げた。

　まったく──。

「まずい時にきちまったなぁ……」
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　この地方では、秋の終わりに三日だけ咲く鮮やかに青い花がある。

　その花の開花で農民達は冬の訪れに気づき、その年の収穫の終わりを知るのだ。

　そして花が散るまでの三日間、来年の豊作を願っての祭りが盛大に行われる。

　祭りの名は「雪花の祭日」──また、豊作を願う祭りにあやかりたい大勢の男女がこの期間中に一斉に結婚式を挙げる事から、「婚姻の祭日」とも呼ばれる。

　──というのは、屋台で買い食いをするついでにゼロが仕入れてきた情報だ。

　確かにこの町では、街壁の外にも中にも、青い花を付けている木が大量に立ち並んでいる。しかも風が吹くたびに大量の花びらが吹き散らされて、広場で歌っていた吟遊詩人の言葉を借りるなら〝青い吹雪のよう〟だった。

　しかしそんな情緒溢あふれる美しい町の中で、俺はマントとフードでいつもより厳重に全身を覆おおい隠し、路地の暗がりで体を縮めている事しかできない。

　間違って俺が獣けもの堕おちだと気付かれでもしたら、俺は町中の人間に全力で殺される。

「畜生……！　こんな祭りだと知ってたら多少無理してでも町を迂う回かいして進んだのに……！」

「そう悲観する事もないぞ、傭よう兵へい。今日が祭りの最終日だそうだから、大量の花嫁達は明日には綺き麗れいさっぱり居なくなるそうだ。それを考えれば、今日の内にすんなりと町に入れた事はむしろありがたいと言えるだろう」

　どうせ食糧も底を突いていたのだしな、と、ゼロは買ってきたばかりの羊のモモ肉にかぶりついた。

「人の気も知らねぇで、暢のん気きに買い食いなんかしてるんじゃねえよ！」

「他人ひと事ごとなのだから仕方ない。さあ、いつまでもそんな所で縮こまっていないで宿を探しに行こう。いつものように、汚くてガラが悪くてまっとうな人間は誰も近づかないような宿屋をな」

　そういうところにならば花嫁だって近づくまいと、ゼロは俺の服を引っ張った。

「馬鹿よせ引っ張るな！　フードが脱げたらどうする気だ！」

「脱がされたくないのなら、無駄な抵抗はやめて大人しくついて来る事だな。旧市街に行けばおあつらえ向きの宿があるそうだ」

　お前はどこの悪漢だ。公衆の面前で裸に剝むくぞと女を脅おびやかす盗賊か。

　などという俺の文句にゼロが聞く耳を持つはずもなく、俺は半ば無理矢理路地裏から引きずり出されて旧市街を目指した。
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　この町は新市街と旧市街に分かれており、旧市街に入ると急激に人の数が減った。

　時々すれ違う人間も見るからにガラの悪い連中ばかりで、数歩歩けば華やかな結婚式に行き当たるような状況の新市街とは大違いだ。

　そんな旧市街の中でも、特別オンボロで質の悪そうな宿屋をみつけ、人目を避けるようにそそくさと扉をくぐる。

「食事も酒も必要ない。厩うまやの奥でいいから貸してくれ。──朝まで誰も近付けるな」

　言いながら、ゼロは宿屋のオヤジに問答無用で金貨を一枚つかませた。

　本来だったらこういう手続きは俺の仕事なんだが、状況が状況だ。俺の姿を可能な限り他人に見せないようにするためには、人と関わる仕事は全てゼロに任せた方がいいだろう。

　集団での雑魚ざこ寝ねが常の木賃宿では、一泊するのにせいぜい銅貨十枚程度で事足りる。金貨といったら一枚でおよそ銅貨千枚分に当たるから、宿屋のオヤジは握らされた硬貨の正体に気付いた瞬間、愕がく然ぜんと目を見開きまじまじとゼロを見た。

「……訳ありか？」

　怪しむように聞かれて、ゼロは大げさに肩を落として柱の陰にひっそりと立っている俺に視線を投げる。

「心配せずとも、犯罪者を連れているわけではない。ただ──連れが獣けもの堕おちなのだ」

「獣けもの堕おち……!?　おいおい、なんだって婚礼の祭日の最中に獣けもの堕おちなんか連れて来ちまったんだよ……！」

「町に入るまで知らなかったのだ。しかし、再び人通りの多い門を通って外に出るのも逆に危険だと考えてな」

「そりゃあ、うっかり姿を見られたら大惨事だからなぁ」

「明日まで待てば、花嫁の大群は消えるのだろう？　それまで連れをここに隠しておきたいのだ。こちらとしても、いらない騒ぎを起したくはないのでな」

　事前に打ち合わせておいた通りの台詞せりふを、ゼロは自分の言葉のようによどみなく口にする。

　すると宿屋のオヤジはしばし悩んで、

「倍だ」

　と言った。金額の話だろう。

　ふっかけられる可能性は考えたが、倍とは大きく出たな。

　だがまあ──想定の範囲内だ。痛い出費だが致し方ない。

「ほう──倍でいいのか？　随分と、欲がないな」

　穏やかに笑って、ゼロは金貨をもう一枚放る。

「金ならば払う。その代わり、契約はしかと守ってもらうぞ、店主よ。明日までに誰かが厩うまやに近づいたら、君は少しばかり後悔する事になる」

　オヤジは一瞬面めん食くらったような顔をして、金貨を懐ふところにしまい込みながら「金払いのいい訳あり客は大歓迎さ」と上機嫌で俺達を厩うまやに案内してくれた。




　厩うまやと言っても名前だけで、実際には馬などいない──ようは、単なる家畜小屋だ。同居人は豚と鶏で、まっとうな宿の厩うまやよりも環境としてはすこぶる悪い。

「ま、贅ぜい沢たくは言ってられねぇが……」

　宿屋のオヤジが厩うまやから姿を消して、ようやく少しくつろいだ気持ちになる。

　積み上げられている藁わらを適当にならして居場所を作り、俺はそこに体を投げ出した。

　するとゼロも荷物を降ろし、藁わらの上──ではなく、わざわざ俺の上に体を投げ出してくる。

　避けようと思ったが一応雇い主に対する礼儀として抱き止めると、ゼロはそのまま満足そうに俺の毛皮に頰を埋めてきた。

「前から思ってたんだがよ……お前、いちいち俺の上に乗ってくるのやめねぇか？」

「君の上が一番居心地がいいのだ。だから君が横になれば、我わが輩はいも君の上に横になる。これはもはや自然の摂理だ」

　どんな摂理だよとぼやいてみたが、当然ゼロは取り合わない。

　そして、

「祭り見物に行こう、傭よう兵へい」

　などと、とんでもない事を言い出した。俺は一瞬なんと返したらいいのか分からなくなって、間抜け面をさらして「は？」とだけ聞き返す。

「ここにくるまでに楽しそうな屋台がたくさんあったし、我わが輩はい、いろんな花嫁の姿をもっと近くでよく見たい。当座の宿も決まった事だし、少しくらい出歩いても問題ないだろう？」

「いやいやいや、普通に考えて問題だらけだろうが。むしろ問題しかねぇよ。何のためこんな場末の宿屋で厩うまやを借り切ってると思ってんだ？　一人で行け、一人で！」

「一人はつまらない。我わが輩はいは傭よう兵へいと一緒に行きたいのだ」

　子供がだだをこねるように、ゼロが俺の上でジタバタと足をばたつかせる。

　俺はそんなゼロをひょいと抱え上げ、ぽいと藁わらの上に投げ出した。

「俺は、一緒に、行きたくない」

　揺るがぬ意思を込めて、一言一言はっきりと区切りながら言う。俺は藁わらの山にほとんど頭を埋めるようにして、しっしとゼロを追い払った。

　むう、とゼロは唇を尖とがらせて顎あごを撫なでた。なんとかして俺をここから連れ出そうとしているらしい。

「……我わが輩はい、考えたのだが」

「よせ、考えなくていい」

　どうせろくな考えじゃないだろうからなと俺が牽けん制せいするのも構わずに、ゼロは続ける。

「まあ聞け。たとえ花嫁達が君の姿を見てしまったとしても、当人はその事実を他人に知られたくはないだろう？　ならば君の姿を見たとしても、みな見て見ぬふりを──」

「ああぁあもぉおお！　ほんっとにろくな事考えねぇ魔女だな！　それじゃ純真な新にい妻づま達がいらぬ不安を抱えちまうだろうが！　俺の姿を見たという事実を誰にも打ち明けられずに心を病んじまうだろうが！　俺のせいで何人もの前途ある夫婦の人生が狂っちまうだろうが！」

「たかだか迷信で何を大げさな……不安を抱いていたとしても、実際に子を産んでみればそれがただの迷信だったと誰もが気付くだろう」

「だーかーらぁ！　魔女でもなんでもない善良で普通で無力な人間にとっちゃ、〝実際にどうか〟なんてのは関係ねぇんだよ！　産む前に先回りで絶望して人生を狂わせちまうんだよあいつらは！　そんで八つ当たりで復ふく讐しゆうの矛ほこ先さきを俺に向けるんだよ！」

　察してくれよと叫びながら、俺は藁わらの山を掘り進んで完全にその中にもぐりこむ。

　そんな俺をどうにか引きずり出そうとするゼロとひとしきり戦いが起こったが、魔女とはいえ女に引きずり出されるような俺ではない。

　魔法を使われたら一瞬で俺の敗北が決定するが、そこまで強引に俺を引きずり出す気はないようだ。

　そのまましばらく不毛な戦いを続けていると、ゼロがついに根負けした。

「まったく──でかい図ずう体たいで嫌だ嫌だと……まるで子供だな」

「どっちがだ！　いいから一人で祭り見物にでもなんでも行ってこいよ。今回ばっかりは、何を言われようと絶対に行かねぇからな！」

　呆あきれたような声で言われて、俺は藁わらの奥から鋭く吠ほえる。

　そこまで嫌ならば、とゼロは寂しげなため息を落として、のろのろと立ち上がった。

「我わが輩はいも無理にとは言わない。一人寂しく町を出歩き、見知らぬ男にかどわかされ、君への思いを胸に抱きながら売られていくかもしれないが──それが君の選択ならば」

「同情を誘おうとしても無駄だぞ。その気になれば町を丸ごと吹き飛ばせる恐怖の魔女が、並のゴロツキにかどわかされる可能性なんざ万に一つもねぇんだからな」

　低く唸うなりながら突き放すように言うと、「これもダメか」とゼロが露骨に舌打ちする。

　それでようやく本気で諦めたらしく、そっけなく「夜には戻る」と言い残してゼロは厩うまやを後にした。

「……行ったか」

　一人になって、少しだけほっとしたような気分になった。

　脅威が去って考える余裕が出てくると、そこまで頑かたくなに拒絶する必要もなかっただろうかと思い始めるんだから人間ってのは単純な生き物だ。

　もぞもぞと藁わらの山から抜け出して、俺は家畜の臭いが充満した狭苦しい厩うまやに寝転がった。

　久々に、一人だ。

　ゼロと出会ってからというもの、寝るも起きるも常にゼロと一緒だったし、ゼロを一人で出歩かせるなんて危険を犯した事はいまだかつてない。

　本当に、一人で行かせてよかったんだろうか。

　ゼロがかどわかされる心配はこれっぽっちもしていないが、ゼロが何か非常識な事をやらかして事件に巻き込まれる可能性はおおいにある。

　生まれてこのかた穴ぐらで生活していたゼロには、暗黙の了解が何一つ分からないのだ。

　しかも今、町には大勢の花嫁と同じく、大勢の神父がいる。そんな連中の前でゼロがうっかり魔女的な行動をとったりしたら、即座に捕らえられて火あぶりだ。

　特にゼロは結婚式を近くで見たがっていたから、神父に近づき過ぎるかもしれない。

　行かせるべきじゃなかったか……？　やっぱり一緒に行くべきだったんじゃないのか。

　追いかけて連れ戻そうか？　いや、さすがに間に合わないだろう。

　などと今更過ぎる事を考えながら、俺はうろうろと厩うまやの中を歩き回る。

　それから、はっとした。

「……これじゃ落ち着きのない家畜みたいじゃねえか」

　みっともねぇ、と吐き捨てて、再び藁わらの上に体を投げ出す。

「……結婚式か」

　その単語を口にするだけで、苦い記憶が蘇よみがえってくる。

　──昔、まだ傭よう兵へいになりたてだった頃だ。

　閉鎖的な村で十三まで育ち、その後は〝結婚〟なんていう幸せな単語とは無縁の生活を送ってきた俺は、花嫁と獣けもの堕おちにまつわる迷信など誰からも聞いた事がなかった。

　そして今日と同じように一本道で結婚式の行列と行き当たり──俺は愚かにも、そのまま行列とすれ違おうとした。

　当然俺に気が付いた行列は凍りつき、花嫁を俺から遠ざけようとしたが──間に合わず、花嫁は俺の姿を見て絶望の悲鳴を上げた。

　もちろん、俺には何が起こっているのか理解できなかった。

　ただ、幸せそうに笑っていた花嫁と、その夫、そして大勢の参列者達の顔から一斉に笑顔が消えたのを見て、自分がとてつもない失態を仕出かしたのだという事だけは嫌と言うほど理解できた。

　獣けもの堕おちは嫌われているのと同時に、恐れられてもいる。下手へたに刺激したら殺されると誰もがそう考えているわけだ。それだというのにヨボヨボの爺じいさんが捧ほう切きれを振り上げて、失うせろ化物と怒鳴りながら俺に襲いかかってきたんだからよほどの事だ。

　それ以来、結婚式の行列を見つけると必ず姿を隠すようになった。

　きっとゼロは馬鹿馬鹿しいと言うんだろう。

　当然俺も馬鹿馬鹿しいと思っている。

　だが俺がこうして人間社会に間借りして生きている以上、多くの人間が信じている迷信を軽んじる事はできなかった。

　結局、俺が臆病なだけって話なのかもしれねぇが──。

「……暇だ」

　そういえばゼロの護衛になってからこっち、一人になる時間が極端に少なかった。

　今では一人の時間をどうやって過ごしていたのか上手うまく思い出せない。

　別にゼロといたからって、特別に何かをしていたわけでもないんだが──。

　ごろりと藁わらの上で寝返りをうつ。しばらくその姿勢でじっとしているうちにウトウトし始め、そのまま寝ちまおうかと思ったその時だ。

　急に外が騒がしくなり、俺ははっとして起き上がった。

　治安の悪い旧市街だ。いつどこで何を理由にケンカが起こってもおかしくはないが、それが段々こちらに近づいてくるとなると、さすがに無視して眠りこけてはいられない。

　その騒ぎの一部が、女の泣き声混じりの懇願となれば尚なお更さらだ。

　ゼロの声でないのは間違いなかった。ただ「やめて」と「許して」を繰り返している。抵抗して嫌がる女を、無理矢理引きずって歩いているようだ。

　俺は閉め切ってあった厩うまやの窓を少し開けて、外の騒ぎに耳をそばだてる。

　聞こえてきたのは男達の声だ。

　一つは知らない男の声。もう一つはこの宿屋の店主の声だ。




　──ご所望の獣けもの堕おちは厩うまやにいる。




　と、宿屋の店主は早口に言う。




　──そこにそのアバズレを放り込んでやれば……。




　店主の声に、もう一人の男が低く笑いながら答えた。




　──ああ、見せしめとしては十分だ。ご主人様もお喜びになるだろう。こんな日にまさか獣けもの堕おちのいる宿が見つかるとはな。この女の普段の行いがよっぽど悪いとみえる。




　俺は窓から後あと退ずさり、どこか信じられない気持ちで扉を見た。

　まさか、と思う。

「まさかあの、クソジジイ……！」

　新婚の女から隠れるために、こんなクソみたいな宿に金貨を払った俺の所に、わざわざ花嫁を連れてこようってんじゃねぇだろうな──！

　瞬間、厩うまやの戸が勢いよく開いて、女が一人放り込まれてきた。

　そして案の定、一目でそれと分かる、鮮やかな花嫁衣い裳しよう。

「ほらよ！　せいぜい遊んでもらうんだな！」

　宿屋の店主を後ろに従えた男が、女に向かって唾つばを吐いた。

　身なりからして、おそらくどこかの屋や敷しきの下男だろう。

「使用人の分際で、御子息様と結婚式なんて挙げるからこういう目に合うんだ。これに懲こりたら、二度と町に戻ってくるなよ。──生きてそこから出られたらの話だが」

　厩うまやの戸が、開いたときと同じように勢いよく閉じて、外から錠じようが下ろされる。

　女が悲鳴を上げて戸に飛びつき、泣き叫びながらどんどんと戸を叩たたいた。

「いやぁあぁ！　出して、お願い出して！　出してください！　出して！」

　察するに、使用人の女と雇い主の息子が恋仲になって、親の許しも得ずに勝手に結婚──その直後に捕らえられ、女が俺の所に放り込まれたって流れだろう。

　つまり宿屋の店主は獣けもの堕おちである俺の不吉さを、〝見せしめの道具〟としてどこかの金持ちに売ったのだ。

　──舐なめられたもんだな。

　と、思う。

　恐れ知らずにも程がある。逆上した俺に、女もろとも殺される可能性を考えなかったのか？　それか、女の護衛をやってるくらいだから奴隷根性が染しみ付ついてると踏んだのか？

　なんにせよ、この状況をなんとかしなけりゃならん。

　藁わらの中に逃げ込んで姿を隠す事はできるが、俺が藁わらの中に〝潜んでいる〟と気付いたら、女は間違いなく恐きよう慌こう状態になる。

　普通の女が獣けもの堕おちと同じ部屋に閉じ込められたら、恐怖でおかしくなっても不思議じゃないんだ。

　女は戸に縋すがって叫ぶのに必死で、まだ俺の姿を見ていない。あえて姿を見ないように、必死に戸に縋すがって叫んでいるのかもしれない。

　──それなら、しばらくそのまま叫んでろ。

　俺は剣と荷物を摑つかむと、急いで窓から厩うまやの外に転がり出た。

　その物音に、怯おびえた女が叫ぶのをやめ、一瞬前まで俺がいた場所に、恐る恐る視線を向ける気配がする。

　しばし、見回すような沈黙。

「──なんだ……」

　ほうと、女が細く震えるような息を吐いた。

「獣けもの堕おちなんて……いないじゃない」

　安あん堵どで泣き崩れる声を背に、俺は宿屋から逃げ出した。





３






　逃げるように宿屋を後にした俺は、民家から追い払われた害獣さながらに路地裏に身を隠し、今後の行動を考えていた。

　どうしたもんかな、と思う。

　今更ゼロを見つける事は難しいだろうし、何より新市街に向かう危険は犯したくない。かと言って、朝まで路地裏でじっとしているのが賢い行動とも思えない。

　悩んだ結果、俺はローブとマントで全身を覆おおい、路地裏から路地裏へと移動しながら町外れを目指した。

　廃屋の一軒でも見つけられれば重ちよう畳じようだと思っていたが、幸運にも倒壊寸前といった感じの廃教会を発見できた。

　新市街に新しい教会ができたせいで使われなくなったんだろう。先客がいない事を確認してそっともぐりこんでみると、中も外観から想像した通りの荒れようだった。

　礼拝堂も酷ひどい有あり様さまで、過去には荘そう厳ごんだったはずの女神像は上半身が崩れ落ち、ステンドグラスは色あせ砕くだけ、崩落した天井の瓦が礫れきがあちこちに散乱している。

　ちょっと強い風が吹けば崩れ落ちそうな有あり様さまで、だからこそ宿無しの浮浪者が吹き溜たまっているような事もなく、おあつらえ向きに一人になれた。

「まったく──」

　とんだ災難だった。

　俺がどんなに厄介ごとを避けようとしたところで、向うからわざわざやってくるんだからロクでもない。

　俺は荷物を瓦が礫れきの上に投げ出して、夕日が差し込む礼拝堂の片隅にようやく腰を落ち着ける。

　──しかし、結果的にゼロを置き去りにする形になっちまったな。

　夜には戻ると言っていたが、誰もいない厩うまやを見てあの女はどうするだろうか。そのまま待つか？　それとも俺を探しに出かけるか──。

　どちらにせよ、歓迎できる状況ではないのは間違いない。

　日が暮れたら一度あの厩うまやまで戻ってみるか？

　ついでに宿屋のオヤジを軽く締め上げてやりたい気持ちもあるし、ゼロと合流するには他に方法もないだろう。

　戻ったところで確実に合流できるわけでもないんだが……。

「あーあぁ……結局こうなるなら……」

　ゼロと一緒に行けばよかったなと、今更ながら後悔する。

　頑かたくなに厩うまやに引きこもっていなくとも、路地裏から路地裏へと移動すれば花嫁達の視界に入らずにいられた可能性は十分にある。

　むしろ動き回っていた方が、ああして見せしめの道具に使われる心配もない分いくらかマシだったかもしれない。

　まあ、逆に幸せいっぱいの花嫁とうっかり鉢はち合あわせて、若い夫婦の人生を狂わせるはめになった可能性ももちろんあるが。

　──どちらにせよ、だ。

　どちらにせよ、最初から俺が〝居ていい場所〟なんぞなかったんだ。

　だったらどこにでも自由に行けばよかったと、今はつくづくそう思う。

　胸にわだかまった憂ゆう鬱うつを溜ため息いきで体の外に追い出そうとしてみたが、空気を吐き出した分だけ逆に憂ゆう鬱うつが溜たまったような気がしただけだった。

　こういう気分のときは、神を呪う気持ちが強くなる。

　俺だって、獣けもの堕おちとして産まれたりしなければ──。

　などと思ったところでどうしようもない事は、もう随分と昔に嫌というほど思い知ったはずなんだがな。

　首を反らして頭を壁に押し付け、夕日の差し込むステンドグラスを見上げる。

　と、

「ここにいたか、傭よう兵へい」

　ひょいと、ステンドグラスと俺の間に割って入るようにして突然ゼロが顔を覗のぞかせた。

　俺は一瞬完全に動きを止めて、反射的に飛びずさる。

「なッ──なん……！」

「なぜこの場所が分かったのかと聞きたいのなら、探したからだと答えるまでだ。結局一人では祭り見物もつまらなかったので、買い出しだけ済ませて早めに戻ったのだが……」

　言いながら、ゼロは両腕に抱えていた荷物を重たそうに地面に下ろす。

「厩うまやに君の姿がなかったのでな。宿屋の主人に訊たずねても知らぬ存ぜぬだったが、全身黒ずくめの、顔を隠した怪しげな大男を探していると町の人々に訊たずねてみたら案外すぐに見つかった」

　君はひっそりとしていても目立つからな、とゼロは笑う。

「ねぐらを変えるならば、せめて行き先の書き置きくらい残しておいて欲しいものだな。まあ、緊急事態だったのだろうと察しはついたが──何があったのだ？」

　文句を言いながらもどこか俺を気遣うふうに言いながら、ゼロはどっかと俺の足の間に腰を下ろす。そしてズタ袋の中身をごそごそあさり、林りん檎ごを摑つかみ出だしてかじりついた。

　そんなゼロのあくまで泰然とした態度を見ていると、なぜか急にどっと気が抜けた。

　気が抜けて初めて、俺は自分が気を張っていた事に気付く。

　同時に突然腹が減ってきて、俺は無言でゼロが抱えている袋に手を突っ込み、ゼロと同じように林りん檎ごを摑つかみ出だしてかじりついた。

　かじりながら事の顚てん末まつを伝えると、ゼロはぐるりと首をめぐらせて、どこか非難するような雰囲気で俺を見る。

「傭よう兵へいよ……こう言ってはなんだが……」

「な、なんだよ」

「我わが輩はい、君のその見かけによらない善良さに少しばかり呆あきれている」

「誰が善良だ、誰が！　血も涙もない傭よう兵へいに対して、とんでもねぇ侮ぶ辱じよくだぞ」

「血も涙もない傭よう兵へいとは、つまらぬ迷信に惑わされた女の心を守るため、ようやく得た宿から逃げ出したりするものなのか？」

　怪け訝げんそうに問い返されて、俺は一瞬言葉に詰まる。

「だ……だから、別に他人のためじゃねぇんだって……！　あの女が俺の姿を見て絶望したとするだろ？　で、誰か知り合いの男に泣き言を言ったり、最悪教会に駆け込んだりした場合、俺が悪者にされて殺されるんだ。それをただ避けたいだけで──」

「何もそう必死になって自分の善良さを否定する事もないだろう。我わが輩はいとて、呆あきれてはいるが嫌いではないのだ。君のそういう損な性分はな」

　ゼロが腕を伸ばしてきて、なだめるように俺の首を撫なでる。その指が妙にくすぐったくて、俺はゼロの手を振り払った。

　しかしゼロは気分を害したふうもなく、「照れるな」と見当違いな事を言ってくる。

　俺は話題を変えたくて、特に興味もなかったが町の様子を聞いてみる事にした。

「賑にぎやかだったぞ。あちらでもこちらでも、数え切れない男女が永遠の愛を誓っていた。花嫁衣い裳しようもさまざまでな。とても美しかった」

「なんだ、結構楽しんだんじゃねえか」

「無論だ。知らないものを見聞きするのはとても楽しい。──だが、それを共有する者が側にいてくれるともっと楽しい。我わが輩はいはずっと君がいればもっと楽しいのにと考えていた」

「一人で行かせて悪かった──とでも言って欲しいのか？」

「ほう……一人で行かせて悪かったと思っているのか？」

　からかうように聞き返されて、俺は咄とつ嗟さに「思ってねぇよ」と答える。

「まあ……一緒に行けば良かったとは……思ってない事もないがな……」

「歯切れが悪いな。素直に認めればいいものを」

　目ま深ぶかにかぶったフードをついと上げて、ゼロが青紫色の瞳で俺を見る。

　そして、

「──ここは教会なのだな」

　とひどく今更な事を言った。

「まあ……見ての通りだな。廃教会だよ」

「知っているか？　傭よう兵へい。結婚式とは教会で挙げるのだそうだ」

「いくら結婚式に近付けない身の上でもそれくらい知ってるっての」

　それがどうしたんだよ、と俺が聞く前に、ゼロは急に立ち上がってぐいと俺の手を引いた。

「試そう」

「……何を？」

「結婚式」

「……はぁ!?」

　思わず盛大に聞き返すと、ゼロが小さな陶器のコップを二つ袋から取り出す。その一方を俺に差し出し、反射的に受け取ると水が注がれた。

「この地方の結婚式では、二人の結婚が成立すると同時に参列者達が一斉にこれを割るのだそうだ。そうする事で二人がこの日、確かに結婚したという記憶を刻み付けるのだと。──教会が全ての儀式を管理するようになったのかと思っていたが、土着の風習というものはそうそう廃すたれないのだな」

　結婚式の風習は国や地域によってさまざまで、隣の村同士でさえ微妙に手順が異なる事さえある。共通してるのは〝教会で神に誓う〟くらいのもので、おそらく昔から各地にあった結婚式に無理矢理教会が介入した結果だろう。

　結婚には信頼のおける立会人や公証人が必要だから、教会の神父ってのはそれにピッタリだったわけだ。だからこそ、各地の風習も教会の介入を受け入れた。

「しかし残念ながら、我わが輩はい達たちには神父も参列者はいない。だから我わが輩はい達たちが神父となり、我わが輩はい達たちが参列者となって結婚式の茶番をしよう。あれほどみなが楽しげに行う結婚式とはどれほどのものなのか、我わが輩はいも試してみたい」

「何も俺と試す事はねぇだろう！　花嫁にとって禁忌なんだぞ、獣けもの堕おちは」

「それを言うなら、我わが輩はいとて世界にとっては禁忌の魔女だぞ？」

　妙な事を言うなと、ゼロは呆あきれたように俺を見る。

「また嫌だ嫌だとだだをこねる気か？　祭り見物には付き合ってくれなかったのだから、代わりに茶番に付き合ってくれるのが道理だろう」

「いや、こういうのは真似まね事ごとでしていいもんじゃ……」

「では、本当に結婚するか？　──この稀き代たいの魔女である我わが輩はいと」

　ゼロが挑発するような笑みを唇に刻んだ。優しく誘うような声色とは裏腹に、頷うなずけば魂を奪われそうな雰囲気に背筋が凍る。

　俺は無言のまま激しく首を左右にふり、それだけは勘弁してくれと懇願する。

「ほら、ただの真似まね事ごとならば大した事はないという気になっただろう？　我わが輩はいの前に立て、傭よう兵へい。朽くちた教会、砕くだけた女神像、そして魔女と獣けもの堕おち──差し込む夕日は血のごとく赤く、実に背徳的ではないか。我わが輩はい達たちにピッタリだ」

　確かに、並の神父が見たら神の名を叫んで失神しかねない状況だ。

　俺はしぶしぶゼロの前に立ち、手にしたコップとゼロを落ち着かない気持ちで交互に見る。

「──汝なんじ、傭よう兵へいよ。神より与えられたその名、その身、その魂の全てをもって、汝なんじが前に立つ女、ゼロを永遠の伴侶とする事を誓うか？」

　俺が答えずに黙っていると、ゼロがぐいと俺の胸倉を摑つかんで引き寄せた。

　逆らわずに腰を曲げると、俺の耳にゼロが唇を近付ける。そのまま、内緒話のように擦かすれた声で「誓うと言え」とごく優しげに命じた。

　俺は全身全霊の勇気を振るい立たせて、

「誓う」

　とどうにか言った。

　まさか神の前で魔女に噓うその愛を誓う事になるとは──。俺は敬けい虔けんな神の信徒じゃないが、それでも地獄に落ちそうだ。

　ゼロは自分に対しても同じような問いをして、よどみなく「誓う」と答える。さすが、魔女は神への冒ぼう瀆とくに躊ちゆう躇ちよがない。

「慈悲深き女神の名において、ここに二人を夫婦と認める。では、誓いの口付けを」

　言って、ゼロが目を閉じた。

　俺はしばらくぽかんとしてゼロを見み下おろし、その言葉の意味を理解した瞬間大きく仰のけ反ぞった。

「く……口付けって──そこまでやるのかよ!?」

「当然だ。さあ、花嫁を待たせるものではないぞ？　花婿殿」

「だ、や……しかし……俺は、その──」

　この唇に？

　俺が？

　誓いの口付けを？

　たとえ真似まね事ごとだとしたって、そんな事──。

「で……できるわけねぇだろうがぁああ！」

　半ば叫ぶように言って、俺はゼロを突き放して手にしたコップを床に叩たたきつけた。

「こら！　手順が違うぞ、傭よう兵へい。コップを割るのはキスの後だ」

「うるせぇ！　下らねぇ茶番は終りだ、終り！　もう十分だろう！」

「十分ではない！　最後までするのだ！」

　逃げ出そうとする俺の腰にしがみ付いて、ゼロが子供のように「約束ではないか」「最後までするのだ」「誓いの口付けが一番肝要なのだ」と文句を連ねる。

　そんなゼロをずるずると引きずりながら、俺は荷物をまとめて抱えなおした。

「──行くぞ」

　と言う。するといまだに俺の腰にしがみ付いたまま離れずにいるゼロは、何の事かと問うように怪け訝げんそうに俺を見た。

「祭り見物だよ！　すぐに日が落ちて、夜になる。そしたら、花嫁が遠目から俺の姿を見ちまうって事故もなくなるからな。それに──そもそもこの手合いの祭りは、最終日の夜が一番盛り上がるんだ」

　行かなきゃ損だと思わないかと重ねて聞くと、ゼロは俺の腰にしがみ付いたまま顔をしかめて熟考を始める。

「夜しか出ない屋台もあるぞ？　こんな茶番はいつでもできるが、祭り見物は今だけだ。どうする魔女？　行きたくないか？」

　ゼロは俺の腰に回した腕に力を込め、あーとかうーとかぐぬぬとか呻うめき始める。

　だが最終的には祭りの誘惑に負け、

「行く」

　と恨めしげに言った。

　俺の勝ちだ。

　恐ろしげな結婚式の真似まね事ごとから解放された俺は少しばかり機嫌をよくし、荷物のついでにゼロも担かつぎ上あげて教会を後にした。




「あ、待つのだ傭よう兵へい」

　教会を出て、新市街を目指して歩いていると、急にゼロが俺を引きとめた。

　立ち止まると、俺が逃げ出した宿屋のすぐ前だ。

「ああ……そういや、あのジジイを締め上げてやろうと思ってたんだった」

　不思議と楽しげな声になる。

　──さて、どう料理してくれようか。

　俺がバキバキと指を鳴らすと、ゼロが静かに俺を制する。

「まあ待て。ここは我わが輩はいに任せろ、傭よう兵へい。魔女との契約をたがえたらどうなるか──どうやらあの男には少しばかり教育が必要なようだ」

　言いながら、ゼロは俺の肩から飛び降りるとそっと周囲を窺うかがった。

　旧市街の連中もみな新市街の祭りに繰り出しているのか、周囲には人間どころか猫もネズミすらも見当たらない。

　おあつらえ向きだと言うように、急にゼロが優雅に両腕を開き、空を抱いた。

「バグ・ド・グ・ラート──劫ごう火かよ集い爆はぜ燃えよ！」

　呪文の詠唱が始まる。さすがに俺は戦せん慄りつした。

「馬鹿！　お前こんな所で魔法を──！」

「無論、使う気だ」

　ゼロがいかにも悪の魔女でごさいといった雰囲気で、邪悪に口角をつり上げる。

　炎の蛇が長い体をくねらせながらゼロの体を這はい上り、空に向けて伸ばされた両手に集り、絡からみ合あって一つの塊かたまりになった。

「狩猟の章・第六頁──〈炎縛フラギス〉！　承認せよ、我はゼロなり！」

　その瞬間、宿屋に炎の蛇が襲いかかり、盛大に燃え上がった。宿泊客も宿屋のオヤジも祭りに出かけているのか、中で誰かが焼け死ぬような気配はない。

〈炎縛フラギス〉は、術者が決めた特定の物だけを燃やし尽くす魔法だと、前にゼロが言っていた。ならばこれだけ盛大に燃えたところで延焼はしないのだろう。

　やりすぎじゃねえかな、と思わないでもないが、まあ──魔女との契約を違たがえた相手が悪い。

　俺はすっかり闇に沈んだ旧市街で赤々と燃えるボロ宿を見つめつつ、決して魔女を騙だましたり裏切ったりはするまいと心に誓った。

　やはり茶番でも、永遠の愛など誓わなくてよかった。魔女とはかくも恐ろしい生き物なのだ。浮うわ気きなんぞした日には、教会の罰より恐ろしい目にあわされそうだ。

　と──。

　ふと目に止まる人影があって、俺は咄とつ嗟さにゼロを引っ張って建物の陰に身を隠した。

　頭だけを出してそっと様子を窺うかがうと、女が一人、燃える宿屋の炎に照らされて浮かび上がって見る。

　服は質素なものに着替えているが、俺のいる厩うまやに放り込まれた花嫁で間違いない。そいつが燃え上がる宿屋を見上げ、ぽかんと口を開けているところだった。

　そして、その女の肩を抱く男の姿があった。歳としは女と同じくらいだろう。旅支度をしているところを見ると、ひょっとするとあれは──。

「まさか、駆け落ちか……！」

　呆あきれて言うと、ゼロが不思議そうに目を瞬まばたいた。

「確か、雇い主の息子と恋仲になった、使用人の娘とか言っていたな。ではあの男は、花嫁と共に生きるために、家も町も捨てる気なのか？」

「の、ようだな。豪儀というか、若さと言うか……」

　闇に紛れて立ち去って行く二人を見送り、俺は肩を落とした。──どこか、ほっとした気分だった。

　あの女は俺の姿を見なかった。だからこそ希望を失わず、好いた男と駆け落ちする勇気も持てたんだろう。

「なるほど。永遠にして真実の愛──か」

　立ち去った二人をいとおしむような声色で、ゼロは「悪くないな」と呟つぶやいた。

　それから、「さて」と俺に振り向く。

「行こう、傭よう兵へい。それとも、あの宿が焼け落ちるのを見物していたいか？」

「ああ……いや……そこまで悪趣味じゃねえかな……」

「では、楽しい祭り見物だ。魔法を使って疲れた。抱えて歩いてくれ」

　言って、ゼロは俺に向かって両腕を突き出してくる。

　その無邪気な笑顔に逆らう勇気は、今の俺にはみじんも湧いてこなかった。
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　　　プロローグ




　あれは悪魔だと、そう思った。

　繁茂する木々の間にひっそりと望む、湖底が見えるほど透き通った湖。その只ただ中なかに、生まれたままの姿で立つ女の肌の白さ──。

　湖面に広がる銀色の髪は繊細な絹糸のようで、その濡ぬれた髪の隙間からわずかに見える物もの憂うげな横顔は、一目で聖人を堕落させる魔力を秘めていた。

　まさに、悪魔の美しさだった。

　女神というにはあまりにも禍まが々まがしく、人の命と魂をもぎ取っていくほどに。

　──もっと、近くで。

　見たいと思ったのと、身体が動いたのと、どちらが先かは分からない。

　身を潜めていた灌かん木ぼくから身を乗り出すと、ぱきりと足元で枝が鳴った。

　女が振り返る。

　だがその不思議な青紫色の目に射すくめられては、誰が逃げようなどと考えられようか。

　このまま永遠に、彼女の瞳に囚とらわれていたいと、どうして思わずにいられようか。

　女が口を開いた。

　その赤い唇から滑り出した言葉はなめらかでよどみなく、耳朶じだに届く声はこの上もなく甘美に思えたが、何を言っているのか分からない。

　まるで魔女の呪文のようだと思った。

　──瞬間。

「狩猟の章・第四頁──〈破岩レダエスト〉！　承認せよ、我はゼロなり！」

　光が爆はぜ、轟ごう音おんが轟とどろき、身体がバラバラになるような衝撃を感じた。

　痛みとともに襲いかかってくる死の恐怖に苛さいなまれながら、不思議と心は満ち足りていた。あの美貌を鑑賞できた代償としてならば、この命も惜しくない。




　けれど、あの子を残して死ぬのは──。





１






　静かな森に轟ごう音おんが響き渡ったのは、俺が昼飯の茸きのこスープをコトコトと煮込んでいる時だった。

　なんだ、何が起きた？　と、わざわざ問う気は今更起きない。

　静かで穏やかな森の中にこんな轟ごう音おんを轟とどろかせられるのは、大量の火薬を抱えた軍隊か、さもなきゃ恐るべき魔力を持つ魔女かのどちらかだ。

　そしてまったく信じられない事に、傭よう兵へいである俺の雇い主は〝恐るべき魔力を抱いた魔女〟であり、丁度轟ごう音おんの中心地とおぼしき湖で水浴びをしている最中だ。

　それらを総合して考えれば、あまり頭の作りがよろしくない俺でも察しがつく。

　轟ごう音おんの発生源は、呪文一つで超常現象を引き起こす〝魔法〟を生み出した稀き代たいの天才魔女──ゼロ以外に考えられない。

　というわけで、俺は邪魔な枝や灌かん木ぼくをなぎ払い、目的地である湖に飛び出した瞬間、荒々しく吠えた。

「おいこら天才魔女！　なんで白昼堂々おおっぴらに魔法を使ってんだてめぇは！　教会に見つかって火あぶりにされてぇの──わぁああぁ！」

　常識人の威厳を込めて、正当極まる[image: 叱]しつ責せきを叩たたきつけた俺は、しかし次の瞬間女のような悲鳴を上げてぐるりと体の方向を真逆に変えるという醜態をさらすはめになった。

　ゼロは女で、水浴びの最中で、つまり服を着ていない。

　直視に堪たえない魔性の美貌を持った女の全裸など、まともに見たら気が狂う。俺はゼロに背を向けた状態で目さえ閉じ、

「言い訳は後でいいからとっとと服を着ろ！」

　と怒鳴った。

　ふう、と。呆あきれたようなゼロのため息が、湖から俺の背中めがけて飛んでくる。

「飛び出してくるなり理由も聞かず我わが輩はいを怒鳴ったうえに、我わが輩はいの身の安全も確認せずに服を着ろと小言を言うとは……少しは我わが輩はいを心配したらどうなのだ」

「呪文一つでどんな巨漢も吹っ飛ばせる歩く凶器を、どうやって心配しろって？」

「我わが輩はいとしては、恐ろしげな肉食獣の姿をしている君の方が、歩く凶器と呼ぶにふさわしいと思うが」

　言われて、俺は鼻の頭に皺しわを寄せ、耳を伏せてゆらゆらと尻尾を揺らした。

　ゼロの言うとおり、俺の姿を端的に表現するなら、二足歩行する大型肉食獣だ。獣けもの堕おちと呼ばれている半人半獣の化物で、世の中にはごくごく普通の両親から時々俺みたいな化物が生まれてくる。

　ゼロの話によると、俺の先祖だか親戚だかが過去に使った魔術が原因らしい。

　いわく、〝獣降ろしの呪術返り〟だ。

　そしてゼロは、その〝呪術返り〟をどうにかして、俺を人間に戻す事ができるという。だから俺はゼロの護衛として旅をしているわけだが──最近ちょっとばかり事情が変わって、しばらくは自主的に化物の姿でいる事に決めた。

　ゼロは自分が作り出した〝魔法〟が世界に拡散し、混乱が起こるのを阻止するために──そして俺は、〝魔法〟を悪用して俺の親友を殺した、とある魔女を殺すために旅をしている。

　俺とゼロの利害は一致し、お互いの利益のためにも、ずば抜けた身体能力を持つ化物の体でいた方が都合がいい。

　とはいえ、だからと言って化物の俺に比べてゼロが〝か弱い女〟という事は決してない。

　ゼロが本気を出せば、俺なんぞ一瞬で消し炭にできるんだからな。

「なら、歩く狂気とでも言い変えりゃ満足か？　拷問や火あぶりが嫌なら、たとえ森の中でもホイホイ魔法を使うんじゃねえ」

「何者かが茂みに潜んでいたのだ」

「なんだと？」

　振り返ろうとしかけて、慌てて「服は着たのか？」と確認する。

「我わが輩はいは見られても気にしないが……」

「俺が気にするんだよ！　こう見えて健全な成人男性であるこの俺が！」

「心配するな。どう見ても君は健全な成人男性だ。であるから、我わが輩はいの裸体を見たいと思う君の極めて健全な欲望を、心優しい我わが輩はいは喜んで受け入れようと言っているのだ」

「いいからとっとと服を着ろ！」

「言い忘れたが、もうとっくに着ている」

　ちくしょう、殴りてぇ。

　俺は怒りに打ち震えながらも、ゼロがしっかりと服を着たのを横目で確認してから、ようやく湖に振り返った。

「で？　お前が吹っ飛ばした〝何者か〟ってのは、一体何者なわけだ？」

「見当もつかないが、完全に気配を消していた。我わが輩はいが命の危機を感じる距離まで近づかれていたので、やむなく魔法を使ったのだ」

「やむなく、ねぇ……」

「それとも君は、我わが輩はいが暴漢に襲われ、鎖に繫つながれ、美しい衣装を着せられ、衆目にさらされ競売にかけられてもいいというのか？　我わが輩はいほど美しい魔女ならば、さぞかし高値がつくだろう……我わが輩はいは宝物庫の一室に監禁され、怪しげな男の収集品の一つとして一生を──」

「愉快な妄想に浸るのは結構だが、稀き代たいの天才魔女を鎖に繫つないで売り飛ばせるような凄すご腕うでの盗賊なら、安全のためにも死体を確認したいんですがよろしいですかねぇ？」

　俺がゼロの話を遮さえぎると、ゼロは「ここからがいいところなのだが」と不満そうに俺を見た。

「監禁された我わが輩はいを、君が決死の覚悟で助けにくるのだ。君は護衛としての仕事を怠なまけ、我わが輩はいを湖に一人にさせた事を悔くいて、涙ながらに我わが輩はいに許しを乞うが、心優しい我わが輩はいは君の事を責めはしない。どうだ？　美しい物語だろう」

「仕事を怠なまけてってな……。護衛としての仕事より料理人としての仕事をしろって俺に命令したのはどこの魔女様でしたっけか？」

　確かに俺はゼロの護衛だが「水浴びから戻ったらすぐに温かいスープが飲みたい。護衛などいいからスープを作るのだ」と俺に命令したのはゼロだ。

　俺の言葉にゼロはちょっと首を傾かしげ、「だからこうして自分で自分の身を守ったのではないか」と、過去に茂みであった──現在は土がむき出しになっている──場所を指さした。

　なんだか論点をずらされたような気がするが、悪魔と渡り合う魔女相手に口論なんぞ無駄の極地だ。俺は絶対勝てる戦いしかしたくない。

　俺とゼロは吹き飛ばされた木々をまたいで進み、惨状の中心に横たわっている人間を見つけて足を止めた。

「……殺したのか？」

「いや、狙ったのは周囲の木々だ。驚いて気を失っているのだろう」

「いっそ死んでくれた方が後腐れなかったような気もするが……」

「さすがは傭よう兵へい、冷酷だな。〝黒の死獣〟と呼ばれただけの事は──」

「だあぁあ！　やめろ！　そのあだ名を口にするんじゃねえ！」

「いいではないか。君のその冷酷さ、我わが輩はいは嫌いじゃないぞ」

「うるせぇ！　ちょっとは反省しろ！」

　俺は指を丸めて力を込め、ゼロの額を指先で強く弾いた。ゼロは「あいたっ」といつになく人間臭い声を上げ、痛そうに額をおさえる。

　それからあらためて、倒れている人間の傍かたわらにしゃがみこむ。

　ボロボロの服を着た、顔中無精ひげだらけの男だった。

　小汚い身なりのせいもあって、ぱっと見ただけだと中年にしか見えないが、よくよく見ると二十そこそこの若造である事が分かる。

「盗賊……にも見えねぇな。ひょろひょろのモヤシじゃねえか」

　戦いを生業なりわいとしてる人間なら、どんなに細身でも多少は筋肉らしき物があるもんだ。だがこの男には骨と皮しかない。

　辛かろうじて武器と呼べそうなものは、腰に挿してある小さい果物ナイフくらいだが……こんな小ぶりの果物ナイフじゃ、当たり前の話だが果実の皮を剝むくのにしか使えないだろう。

　百戦錬磨の盗賊というよりは、コソ泥か──そうでなければ覗のぞき魔か。

「う……うぅ……」

　覗のぞき魔が呻うめいた。

　うっすらと目を開き、俺を見る。

　反射的に絶叫される事を警戒したが、意外にも男は静かだった。

　ただその目から、つうと一筋の涙が頰を伝って落ちる。

「ああ……これが私を死後の世界へといざなう地獄の門番か。なんと恐ろしく、なんと禍まが々まがしい……」

　地獄の門番って……俺の事か？　俺の事だろうな、この状況だったら。

「私はついに地獄に落ちた。この身のあまりの罪深さから！　しかし、ああ我が女神よ！　私は敬けい虔けんな信者であったはずです！　だというのに神よ！　何なに故ゆえに我を見捨てたもうや！」

　叫んで、男は勢いよく体を起こした。両腕を大きく開いて体全体で天を仰ぎ、〝我が身に降りかかった苦難〟を神に訴えている姿は、さながら宗教画のように仰々しく、わざとらしい。

　それにこの芝居がかった口調──芸人か？

　俺とゼロが黙って男の一人芝居を眺めていると、ようやく男はこの状況と自分の行動の間に違和感を覚え始めたらしく、きょろきょろと周囲を見回した。

　そこに広がっているのは当然地獄などではなく、多少木々がなぎ倒されているだけの、あくびが出るほど平凡でのどかな森だ。

　男は顎あごに手を当てて首を捻ひねり、

「……随分と平凡な地獄だな。これじゃ私がさっきまでいた湖と同じじゃないか。地獄を神がお創りになったのなら、もう少し優れた名画を見てからお創りになるべきだった」

　と不満そうに顔を顰しかめた。
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「いやあよかった！　ここが地獄でなくて本当によかった！　実際の地獄がこんなにつまらなくて平凡だと知ってしまったら、私が今まで思い描いてきた凄惨でありながらも荘そう厳ごんな地獄の姿が、虚無になってしまうからね。実物を見たいとは思うが、それが期待を裏切るのならば知りたくない。まったく、神は人間を罪深くお作りになられたものだ」

　自分は死んだわけではなく、それどころかまったくの無傷である事に気が付くと、長々とそんな台詞せりふを吐きながら大仰な身振りを交えながら深々とため息を吐いた。

　一回死を確信したせいなのか、それとも根がアホなせいなのか、男は俺が地獄の門番ではなくただの獣けもの堕おちだと知って「安心した」と言ってのけた。

　いわく、「私を餌えさにしようと追い回す、飢えた獣よりよっぽどマシ」だそうだが、最近そんな経験をしたらしい。

　見た目は栄養不良の小枝のようだが、恐怖が麻ま痺ひした戦士のように度胸が据すわっている。

　それどころか──だ。

「それにしても、まさか本物の魔女と出会えるとは……光栄だよ。そちらの美女が先ほど私を吹き飛ばしたのは、昨今巷ちまたで話題をさらっている〝魔法〟というやつだろう？　最近旅芸人から噂うわさを聞いたんだ。誰でも魔女のような超常現象を起こせるという、神をも恐れぬ恐怖の──」

　その先を言わせず、俺は剣を抜いて男の首に刃を押し当てた。男は目を瞬まばたき、視線だけで俺と刃を見比べる。

　数秒の間をあけて、男は取ってつけたように間の抜けた悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　落ち着いてくれ、誤解だ！　どんな誤解を受けているかは分からないが、とにかく誤解だと思う！」

「さてどうだろうな。お察しのとおりこの女は魔女だ。そんでお前は、その魔女に気づかれる事なく接近した。その上魔法で吹っ飛ばされても、獣けもの堕おちに剣を突きつけられてもさほど怯おびえる事もなく、泣きも喚わめきも漏らしもしない。察しも良すぎるし、まるで訓練を積んだ暗殺者だ」

　とてもそうは見えないが、相手に侮あなどられるためにわざと弱者を装よそおう連中もいる。

　すると男は真剣な目で俺を見つめ、

「も……漏らせばいいのかい？」

　とこれまた真剣な声で聞いた。脱力しかけた俺の肩を、ぽんとゼロが軽く叩たたく。

「それくらいでいいだろう、傭よう兵へい。脅おどかしすぎだ」

「脅おどしじゃねえぞ。言動からすると、こいつはかなり敬けい虔けんな教会信者だ。たとえ盗賊や暗殺者じゃなくても、教会に密告されたら追っ手がかかる」

　魔女だと見抜かれた時点で──いや疑われた時点で、その相手を殺すくらいの警戒はしてしかるべきだ。

「ち、違うんだ！　誤解しないでくれ！　私は確かに敬けい虔けんな信者だが、それは世を忍ぶ仮の姿であって……！」

「はぁん？」

「私は芸術家なんだ！　教会は芸術に甘いから、作品を作る上で睨にらまれないように熱心な信者を装よそおってるだけなんだよ！　証拠もある！　私の作品が腰の鞄かばんに……ああ待てよ。君は見るからに字が読めなさそうだ。だからそちらのお嬢さん！　どうか私の作品を確認してくれ！」

「見るからに馬鹿で悪かったな……！」

「ああ、待ってくれ悪気はないんだ！　ナイフを押し付けないでくれ顔に傷がつくだろう！」

　この状況で、命より顔の心配をするんだから恐れ入る。

　俺が目配せする必要もなく、ゼロは男の鞄かばんをあさって一束の羊皮紙を取り出した。

　ざっと文字に視線を走らせ、ほう、と言う。

「これは……詩だな？　君は詩人なのか？」

「そう、吟遊詩人だ……！　なんならここで謳うたってもいい！　彼女の美しさを称たたえる歌ならすぐにでも作れる！　申し訳ないが私は美しい女性の歌しか作れないので、君の勇猛さを称たたえる歌は難しいが、お望みなら三日ほど時間をもらえれば……！」

「いらねぇよ！」

　吐き捨てて、俺は男を突き飛ばして剣を鞘さやに戻した。

　こいつの話を完全に信じるわけではないが、大仰な言葉遣いや芝居がかった動作も吟遊詩人なら納得できる。

　だからといって、こいつが教会に密告する可能性は捨てきれないが……。

「はー……よかった、誤解がとけて。さっきの爆発より今の方が死を身近に感じたよ」

　男は安あん堵どの息を吐き、眉尻を下げる。

「申し遅れたね。私はエドアルド。この近くに住んでる吟遊詩人だ」

「馴なれ馴なれしく握手を求めてるんじゃねえよ、覗のぞき魔の分際で」

　握手を求めて差し出された手を乱暴に跳はね除のけて、俺は軽く吐き捨てた。

　するとエドアルドと名乗った詩人は「覗のぞき？」と意外そうに聞き返す。

「覗のぞきって、まさか……君達は私が覗のぞきを働いたと思っているのか？　失敬な！　芸術家であるこの私が、そんな低俗な行為をするわけがないじゃないか！」

「身に覚えがねぇってのか？」

「神に誓ってだ！」

　こうも自信たっぷりに否定されると、ゼロの方が勘違いしたんじゃないかという気持ちになってくる。なんだ？　まさか冤えん罪ざいか？

「私はただ観察していただけだ！　この上なく美しい女性の、芸術的なまでに完璧な裸体を！　その白磁の肌をすべる澄んだ水の輝きを！」

「完全に覗のぞきじゃねえか！　何を開き直ってんだてめぇは！」

　文句なく有罪だ。

　俺は遠慮なく詩人をぶん殴る。

「な、何もぶつ事はないじゃないか……見ての通り、私はか弱いんだ。君みたいな猛獣にぶたれたら簡単に死んでしまうよ」

「わりと余裕あるじゃねえか……もう少し本気出して殴ろうか？」

「無理だ！　これ以上の痛みには耐えられないようにできてるんだ！　罰は下された！　二度目はない！」

　必死に叫ぶ詩人を横目で見やり、俺はゼロに向き直った。

「なあ、本当にコレに気付かなかったのか？　命の危機を感じる距離に近づかれるまで？」

「いや……正確に言えば、存在には最初から気づいていたのだ。茂みの中に生き物の気配があったのでな。しかし、その……鹿や猿のような野生動物がいるようにしか感られなくてな。まさか人間が潜んでいようとは……」

　当然の事さ、と詩人が横から口を挟はさんでくる。

「私はね、ありのままの世界を観測するために自然と一体になる事ができるんだ」

「気持ち悪いほど澄んだ目で何を言い出してんだてめぇは。なんだよ自然と一体になるって」

「一週間、森の中で生活するのさ。当然水浴びもしないし、食べるのも木の実や果物、葉っぱだけだ。防寒の問題がなければ服も着ないし、率先して泥にまみれる」

「玄人くろうとの猟師かよ……！　たかが覗のぞきにそこまで情熱を傾けられるのもすげぇな……」

「覗のぞきじゃない！　観察だ！　私はこの世界にあるありとあらゆる美しいもの、珍しいものを詩にする義務があるんだ。そのためならば人になんと言われようと、たとえちょっとした犯罪に手を染めようと構いはしない。──だからこそ、お嬢さん！」

「なぜここで我わが輩はいに振るのだ……」

「あなたの美しい裸体をこの私に！　もっと間近で！　どうか見せてはいただけな──」

　ゼロに勢い込んで詰め寄った詩人の頭を、俺はがっしと摑つかんで引き戻した。

　そのまま近くの大木に向かって投げつけると、詩人の体は軽やかに弧を描き、背中から木に激突して地面に沈む。──加減を間違えたか？　まあ死んでもらっても俺としては一向に構わないんだが。

　仕事と無関係な殺しは歓迎しない主義ではあるが、今回ばかりはそう思う。

　しかし詩人は見た目によらず勇気があるばかりか、頑丈さも持ち合わせているらしく、すぐさま復活すると「すぐに結論を出してくれとは言わない」とさらに説得を試みた。

「実を言うと、詩よりも絵画の題材になって欲しいんだ」

「吟遊詩人が絵も描くのかよ」

　ゼロを俺の背後にかくまいながら、俺は鋭く問い返す。いいや、と詩人は重々しく首を左右に振った。

「私の詩をもとにして、素晴らしい絵画を描く人物がいるんだ。その筋では有名な画家でね、領主館や教会にも飾られてる。──けどここ二年ばかり新作を描けずにいてね……」

「へーそー。そいつはご愁傷様だこって」

　興味のなさを前面に押し出したつもりだったんだが、詩人は「同情してくれてありがとう」と言わんばかりに俺に微笑ほほえみかけてくる。

「最近では業ごうを煮やしたお偉方が、絵画欲しさに盗賊まがいの連中を差し向けたりもしてね……ちょっと命の危険を感じるほどだ」

「本気でやばい状況じゃねえか。逃げて国を出ちまえよ」

「画伯は身体が弱いんだよ。長旅にはとても耐えられない」

　権力者の芸術品に対する欲望ってのは恐ろしいものがある。世界にひとつしかない至高の彫刻だかなんだかをかけて戦争までやらかす事も珍しくない時代だ。

「それもこれも、題材となる私の詩の出来が悪いからに違いない。病気がちであまり外に出られない画伯にとっては、私の詩が世界の全てなんだ。もう、私が詩を創って持っていくより、実際に題材を持ち帰って見せた方がいいんじゃないかとさえ思っている。風景は持ち帰れないが、物や人は持ち帰る事ができるから……」

「それで、我わが輩はいにその画伯の前で脱げと言うのか？」

「いや、このさい服を着ていても構わない。君の美しさは着衣でも十分に価値があるからね。どうか、結論を急がないで。題材になってくれるかどうか、画伯の絵を見てから決めてくれないか？」

「お前は詩だけじゃなくて絵画も持ち歩いてんのかよ……」

　まさか、と詩人は笑って森の奥を指さした。

「家と兼用の工房なんだけど、ここからすぐのところにあるんだ。夜になる前にはつける。部屋も余っているし、今晩の寝床を確保する意味でも悪い話じゃないだろう？」

　詩人は畳たたみ掛けるように言った。

　実際、悪い話じゃない。

　本物の魔女を絵画の題材にしたと知れれば、この詩人も画伯もただでは済まないだろう。つまり密告の抑止力としても使える。

　ふむ、と頷うなずいたのはゼロだ。「この場合、どうするのが正解だ？」と目で問うゼロに、俺は肩を竦すくめて見せる。

「ま、行くだけならタダだな。たとえ罠わなでも、まあどうにでもできるだろ」

　そうか、とゼロは俺の背後から身を乗り出して詩人を見た。

「では、案内してもらおうか。まともな台所があった方が、傭よう兵へいも料理の腕のふるいがいがあるだろう。──それに、今夜は雨が降る」

　ゼロは空を指さした。すっきりと晴れていたが、雲の流れがはやく、空気も湿っている事を考えると、ゼロの予報は的中しそうだ。

　とすると、野宿は凄すさまじく不愉快なものになる。

　俺はゼロを肩に抱え上げ、

「案内しろ」

　と詩人に言った。
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　詩人が言ったとおり、しばらく森を歩くと小川に行き当たり、川をしばらく下るとその近くに一軒の家が建っているのが見えた。

　立派な丸太造りの家で、裏手に建てられた家畜小屋からは山羊やぎの鳴き声と馬のいななきが聞こえてくる。

「こいつぁ……ちと意外だな。ボロボロの掘っ立て小屋を想像してた」

「想像力が欠如しているんじゃないか？　こんな森の中で暮らすのに、そんな設備じゃとても生きられないよ」

　確かにその通りなんだが、どうも画家って連中には貧乏人って印象が強い。何せ、金持ちの芸術家連中は貴族に抱え込まれてて、基本的に庶民とは交わらないからな。

「居心地の良さそうな家ではないか。我わが輩はいはこの家が気に入ったぞ」

「実際、住み心地は最高だよ。私も画伯と一緒に暮らしてるんだ。家畜の世話なんかは基本的に私がやってるんだけど、こうして私が数日家を離れるときは出入りの下働きを雇ってる」

　その下働きが毎日町から食糧や薪たきぎを運んできて、画伯のために食事を作ったりもするらしい。

「彼も画伯の絵の熱心な信者でね。自分も絵を描きたいと言い出すほどさ。この時間帯は、いつもは家畜小屋にいるはずなんだけど……」

　いないなあ、買い物かな、と詩人は身を乗り出して家畜小屋の方を見る。

　それからはっと息を止め、

「まずい、隠れて！」

　と俺達を下がらせた。

　言われた通り木の陰に隠れると、家畜小屋の方から身なりのいい男が怒った様子で歩いてくる。ぶつぶつと何か言っているが、唇を読む限りだと「徹底的に無視する気だな？　それならこっちにも考えがある」と言っている。

　最後に乱暴に家の扉を殴りつけ、

「あまり調子に乗っていると、後悔する事になるぞ！　我々が甘い顔をできるのもここまでだ。領主様を怒らせて、どうなるか分かってるんだろうな！」

　と吐き捨てると、繫つないであった馬に跨またがって勢いよく走り去っていった。

「……今のは？　随分と凄すさまじい剣幕だったが」

　足音が完全に遠ざかってから、ゼロは「領主がどうとか言っていたが」と首を傾かしげる。すると詩人はやれやれと言った風に空を仰いだ。

「領主からの使者だろう。画伯の絵画の信奉者で、描けないと言ってるのに新しい絵画を献上しろってうるさいんだ」

　領主？　とゼロが不思議そうに聞き返す。

「それは、イデアベルナ領主の事か？　この辺りはあの男の土地だろう」

　その男なら知り合いだが、と今にも口にしそうだったゼロの口を、俺は慌てて封じ込める。

　クレイオン共和国きっての港町、イデアベルナの領主様が魔女と懇意だなんて知られたら大変な事になる。

　この女は天才のくせに、時々馬鹿でも分かる事を分かってくれないから冷や冷やさせられっぱなしだ。魔女として長年隠れ家に引きこもっていたせいで、人間としての常識がないんだから仕方ないと言えば仕方ないんだが……。

「この辺りの山は、領地の境界が曖あい昧まいなんだ。イデアベルナ以外にもいくつか領地が接してる」

「では、ほかの領主か」

「そういう事。最近では催促っていうより、脅迫に近いものを感じるよ」

　確かに、立ち去った男の剣幕を見る限り、穏やかな感じではなさそうだ。

「っつーか、ありゃ完全に脅おどしてたぞ。絵画を献上しないだけであんなに怒鳴り散らすか？」

「画伯の絵の信奉者には、過激な性格な方が多いからね」

　そういうもんか？　どうもそれだけじゃないような、もっと深刻な雰囲気を感じたが……。

　まあ、他人の事情にそうそう深く首を突っ込むもんじゃない。

　詩人に促うながされて、俺達は上質な宿屋のような立派な家に足を踏み入れた。

　暖炉の火が燃えていて、室内は暖かかった。

　玄関を入ってすぐは大広間で、木の匂いに混じって強烈な絵の具の匂いが部屋中に満ちている。正直言って、あまりいい匂いとは言えない。ぬめっとしていて、息苦しくなる。

　しかしゼロはしきりに部屋の匂いを嗅かいで、「懐なつかしい匂いだ」とご機嫌だ。

　ゼロが長年過ごした魔女達の隠れ家は、こんな匂いがしていたのかもしれない。

　そう思うと、この匂いもそれほど悪くないような気がしてきた。──が。

　ひとつ、どうにも頂けないものがある。

　いや大歓迎とも言えるんだが、なんというかその──どうしようもなく落ち着かない。

　絵だ。

　部屋のあちこちに大々的に飾られている絵画の数々が、どれもこれもが妖よう艶えんな女の──それもほぼ服を着ていないような絵ばかりで、どこに目をやってもまったく落ち着かない。

「傭よう兵へいよ……何をそわそわしているのだ？」

「何って……や、別に……」

　よもや、とゼロは俺を見る。

「よもや飾ってある絵画の女体に照れているわけではないだろうな……？」

「そ、そんなわけあるか！　俺は傭よう兵へいで、百戦錬磨の……女の裸くらいどうって事……ましてや絵くらいどうって事……！」

　などと言いながら、もう完全に視線が床にくぎ付けになっちまってる時点でどうしたって誤魔化しようがない。

　しどろもどろになった俺の耳に、ゼロの溜ため息いきが飛び込んでくる。

「我わが輩はい、時々君が十五の少年に見えるぞ……」

「うるせぇ！　悪かったな免めん疫えきがねぇんだよ！」

　八つ当たり気味に怒鳴って、詩人を睨にらんだ。

「なあ、おい芸術家さんよ。ここに飾ってあるのが全部、その画伯の絵なのか？」

「そうだよ。素晴らしい絵だろう？」

「そりゃ否定しねぇが……！」

　素晴らしい絵だというのは分かる。俺には芸術なんぞ分からないが、描かれている女の肌の質感はなめらかでみずみずしく、触れば体温さえ感じられそうだ。

　女の顔はどれも顔の半分が布やベールで隠されているが、それがまた唇の質感を際きわ立だたせているようで、どうしようもなく色っぽい。

　美しい絵だな、とゼロは呟つぶやく。

「これほど美しい絵の題材にならば、我わが輩はいなっても構わない。──そう思わせるほど、この絵画を描いた者の技術は素晴らしい」

「お、おいおい待て待て！　お前、この絵を見てなんでそういう結論が出るんだよ！　いかがわしいにも程があるだろうが！」

「君はいかがわしいのは嫌いか？」

「俺の好き嫌いの問題じゃねえ！」

「ならば、我わが輩はいの好き嫌いの問題だな」

　そう言われてしまっては、俺に反論の余地はない。だが、どうも少し面白くない。

　俺が口の中でもごもごと文句を言いあぐねているのを無視し、ゼロは詩人を見た。

「詩人よ。絵画の女達は、どうしてみな顔を隠しているのだ？」

「その方が妄想しやすいから」

　さらりと、詩人は笑顔で答えた。

　ゼロは不思議そうに「妄想？」と聞き返す。俺は理解できないふりをした。今ので理解できないなら、説明するのもややこしい。

「──と言うのは冗談で、これは全部宗教画なんだよ。題材は女神様とその従者とか、魔女と教会の戦いとか、魔女狩りとか。そういう神聖だったり邪悪だったりする存在の顔を微妙に隠す事で、絵に神秘性が生まれる。女神様の顔なんて、実際は誰も知らないしね」

「なるほど神秘の美、か。現実に描かれぬ部分がある方が、理想に近づくと聞いた事がある」

「──と、教会の方々は解釈してくださってる」

「本当のところはどっちなんだよ」

「画伯の絵画を欲しがるのは、教会関係者も含めて全員男だって言えば伝わるかい？　美しい魔女を鞭むちで打つ絵は凄すさまじい取り合いだったな」

「よく分かった」

　つまりここにある絵は全て、芸術作品を装よそおった〝お楽しみ〟って事だ。

　顔の悪い娼しよう婦ふが顔を仮面で隠したら人気になったという話をどこかできいた事があるが、見えないからこそ都合よく想像できるんだろう。

「教会は猥わい褻せつな絵なんてもってのほかだっていうけど、女神の裸体は描くに値する神聖なものだし、魔女の拷問は信仰を奮い立たせるとして糾弾しないんだ。だから私達芸術家は、教会の喜ぶものを創ってるふりをしながら自分の好きなものを創ってる」

「ほーう。処世術という奴やつだな？」

「そうすれば援助も受けられるし、下手へたに逆らって怒らせるよりずっといいだろ？」

　詩人はなめらかに説明し終えると、壁に張り付いているいくつかの扉の内の一つをノックして、歌うように帰りを告げた。

「ただいま私の天才画伯！　今帰ったよ！　今回は素晴らしい絵画の題材を持ち帰ってきたんだ。きっとお前も気に入るはずさ！」

　言いながら、詩人は紙の束を戸の隙間から部屋の中に押し込む。

「それは？」

「詩だよ。魔女さんを題材にしてる」

　いつの間に書き上げたんだ……。そういえば、森の中を歩きながらちょこちょこ何か書いてたような気がするが、まさかあれは詩を書いていたわけか。芸術家侮あなどりがたし。

　しかしそんな詩人の苦労も虚むなしく、部屋はしんと静まり返ったままだ。

　留守なんじゃねえのか？　と俺が思いかけた瞬間、ドン、と一度だけ壁を殴る音がする。

　すると詩人は目を見開き、

「珍しいな、返事があるなんて……今日は機嫌がいい証拠だ！　私が帰ってきたからかな」

　と感動に打ち震えた。

　──って。

「いやいやちょっと待て。お前ら一緒に暮らしてるんだよな？　なのに帰宅の挨あい拶さつが壁を一回殴るだけって、一体どういう関係だよ。嫌われてんじゃねえのか、お前？」

「し、失礼な！　嫌われてない！　画伯は極度の人見知りなんだ。ずっと部屋に閉じこもったきりで、あまりにも部屋から出てこないせいで出入りの下働きには〝開かずの間〟なんて言われる始末なんだ。兄である私ですら入れない」

「〝開かずの間〟ねぇ……って、兄だぁ!?」

「言ってなかったっけ？　画伯は私の妹なんだよ。義理だけどね」

「妹って……画伯ってのは女なのか!?　こんなエロい絵を描くのに!?」

「官能的と言ってくれ、より格調高く！」

「言い方を変えただけで意味は同じだろうが」

「言い方を変えれば聞き手の印象が変わるだろう。画伯は心が傷つきやすいんだ」

　言葉には気をつけてくれと念を押され、俺は大人しく口を閉じる。

　言葉に気をつけるよりは、黙っちまった方がはるかに楽だ。

「始まりは、病気がちな妹のために作った女神の詩なんだ。妹はとても喜んで、気づくとその女神の絵を描いていた。それが当時十歳にして本当に素晴らしい作品だったんだ。それから妹は私を〝先生〟と呼ぶようになって、私は妹を〝画伯〟と呼んだ。私の詩を完璧に絵画にできるのは彼女しかいない。彼女は天が私につかわしてくれた最高の贈り物なんだ！」

　詩人が気色悪いほど熱弁すると、壁をガンガン殴る音が部屋に響く。

「恥ずかしがり屋で、褒ほめると照れてあんな風に壁を殴るんだ。かわいいだろう？」

「いや、照れてるんじゃなくて、単に気色悪くてムカついてるだけだと思うんだが……」

「我わが輩はいも難のある兄を持つ身として、画伯には少なからず共感してしまうな」

　俺がそっと額を押さえると、ゼロが遠い目をして天井を仰ぐ。ゼロの兄貴──十三番。妹のために、勝手な思い込みで一国を巻き込む戦争をやらかした男だ。行き過ぎた家族愛ってのははた迷惑なだけでなく、愛される当人にとっても悩みの種になりうる。

「っつーかなんか俺、こういう話どっかで聞いた事あるような気がするんだが」

　ほう？　とゼロが興味深げに聞き返す。

「義理の妹が画家で、〝開かずの間〟に閉じこもっているような話が他にもあるのか？」

「ついでに兄が詩人というか……そういう感じの何かを……どっかで……えらく有名な話だった気がするんだが……」

　ゼロに怪け訝げんそうに聞き返されて必死に記憶の糸をたどるが、どうも思い出せない。

「ふむ──まあ、世界は広い。どこかに似たような境遇の兄妹きようだいがいてもおかしくはあるまい」

　君は世界中を旅しているのだからな、とゼロはどこか羨うらやましそうに俺を見る。

「全てが落ち着いたら、我わが輩はいもゆるりと世界を旅したいものだな」

「俺は付き合わねぇぞ。全部終わったら人間に戻って、酒場を開いて隠居生活するんだからな」

「ならば我わが輩はいは、君の店を旅の拠点にしよう。一年の初めに君の店から旅に出て、一年の終わりに君の店に戻るのだ。たくさんの珍しい食材を持ち帰り、そして君に料理をしてもらう」

　心が躍るだろう？　と楽しげに言われて、なんだか負けたような気分になる。ゼロの言うとおり、本当に心が躍っちまったからだ。

　俺が黙ると、ゼロは詩人に向き直った。

「君の妹は昔からこうなのか？」

「いや、ここまで頑かたくなに部屋から出てこなくなったのは二年ほど前からだ」

「ふむ……つまり、絵が描けなくなったのと同じ時期、という事か？」

　そうなるね、と詩人は苦しげに笑う。

　芝居がかった仕草が多い男だが、これは素で出た表情に見えた。

　実はね、と詩人は声を落とす。ドアの向こうにいる画伯に聞かれないためだろう。

「理由の見当はついてるんだ。二年前、貴族の令嬢の肖像画を依頼された事があって、妹は一人でお屋や敷しきに向かったんだ。どうも、そのときに何かあったらしいんだけど……」

　何を聞いても。妹は何も話してくれずに二年の月日が経たったという。

「私と言葉を交わす機会も日に日に減っていって、もう一年妹の声を聴いていない。今では会話といったら、壁を殴る音だけだ」

「無理矢理こじ開ければいいじゃねえか」

「嫌だ。嫌われたくない」

　すでに嫌われてるんじゃねえのか？　と思わず言いかけたが、余計なお世話なので黙っておこう。こっちとしては宿を提供してもらえればそれで満足だ。

「つっても、画伯が出てこないんじゃ絵なんて描きようがねぇだろう。まさか俺達に画伯が部屋から出てくるのを待てって言うんじゃねえだろうな？」

　そんな時間はねぇぞと言うと、「そこまで待たせる気はない」と詩人は首を横に振る。

「一年くらい前に、道に迷った大道芸人の一座が家を訪れた事があるんだ。そして、その一座には珍しい生き物がいた」

「へーぇ？　そりゃまたどんな」

「三つの頭を持つ蛇の胴体に、手足がついているような、凄すさまじく禍まが々まがしい生き物だった。画伯はそれをどうしても絵にしたかったらしく、下書きをする少しの間だけ部屋から出てきてくれたんだよ」

「禍まが々まがしい生き物に創作意欲を駆り立てられる女画伯って……いや、いいけどよ……絵が描けなくなったんじゃなかったのか？」

「そうなんだけど、その時は一気に絵を完成させられたんだ。絵画自体は、一座にあげてしまったから手元にはないんだけどね」

　だから私はこう思ったんだ、と詩人は続ける。

「画伯は描きたいものがなくなってしまっただけで、素晴らしい題材があればやる気を取り戻すはずだって。だから私は画伯のために、日々題材を探して回ってるってわけさ」

「つまり、我わが輩はいは一座の珍獣と同じ扱いという事か……？」

「ま、近しいもんではあるよな。凄すさまじく禍まが々まがしいって点では特に」

　不満げに呟つぶやいたゼロに、俺は笑いを堪こらえながら答える。

「よもや、傭よう兵へいではなく我わが輩はいが珍しい獣扱いされるとは……」

「気を悪くしないで欲しい。君の美しさを見れば画伯もきっと創作意欲がかき立てられるはずなんだ。私はそのとき、一目でも元気な妹の姿を見られれば満足だ。できれば一言くらい言葉を交わして欲しいけどね」




　戸の近くで待ち構えてられていては、画伯も緊張して出てこられないだろうからと、その後は適当にくつろがせてもらう事になった。

　俺は台所を借りて、ゼロがいちいち「我わが輩はいも味見したい」とか言いながら手を出してくるのを躱かわしつつ、四人分の食事をこしらえる。

　俺と、ゼロと、詩人と──もう一つは画伯の分だ。部屋から出てこなくても、扉の前に皿を並べておくと、いつの間にか空になっているらしい。

「まるで野生動物の餌え付づけだな……」

　と、獣の姿をしている俺が言うのも妙な話だが、俺がテーブルで食事をし、人間様の食べ物が扉の前の床にあるというのは、なんとも奇妙な気持ちになる。

「いつもは私も床で食べるんだよ。〝開かずの間〟に向かって話しかけながら。今日は客人がいるから、こうして食卓を囲んでいるけどね」

　そう言って、詩人はヒゲを剃そってさっぱりした顎あごを一ひと撫なでした。──この男、ヒゲを剃そって髪をとかし、体を拭いてまともな服に着替えてみると、文句のつけようがない美男子だった。

　その見み目め麗うるわしさは俺が反感を抱くほどで、芝居がかった仕草もこの見た目なら許されるとさえ思ってしまう。

「いつかまた、妹ともこうしてテーブルで食事ができたらいいんだけど……」

　物もの憂うげにため息を吐く姿も完璧な色男だ。わけもなく無性に殴りたい気分にかられるが、ただのやっかみなのでぐっと堪こらえる。

　俺はちらと〝開かずの間〟に視線を投げた。じっと息を殺している人の気配が、じりじりとした居心地の悪さを纏まとって壁の向こうから染しみ出してくるようだ。

　まだしばらくは難しそうだな──という感想は、心の中だけに秘めておこう。

　そんな事を思いながらパンにかじりついたそのとき、遠くから馬が駆けてくる音が聞こえた。それも一頭や二頭じゃなく、車輪の音から察するにおそらく馬車も一緒だ。

　何事かと思っている内に家は大勢の気配に取り囲まれ、俺は食事を放り出して窓に張り付く。

　日はすっかり落ちて、窓の外には夜が広がっている。──だというのに、地面に生えた草がはっきりと見えるほど明るかった。

「おいおい……どうなってんだ？　武装した騎士じゃねえか！」

　その居並ぶ騎士達が手にした松明たいまつが、家の周囲を明々と照らし出しているのだ。

「ぶ、武装した騎士って……！　どうしてそんなのが私の家に!?」

「そりゃ俺の質問だ。そっちこそ、何か心当たりはねえのかよ」

　ゼロもパンを口に詰め込みながら、窓に駆け寄ってきてそっと外の様子を窺うかがう。

「盗賊のアジトか何かと間違えているのではないか？」

「そう考えるのが妥当な線だが、どうもそうじゃねえらしいな。──見ろ、あの男だ」

　騎士隊の中に、さっき家の前で憎まれ口を吐いて去っていた男が紛れている。

　つまりこいつらの目的は絵画であり、もっというなら絵画を生み出す画伯だ。

　裏から逃げろと言いたいところだが、この状況じゃ裏もがっちり固められているだろう。

「──まずい状況だぞ、芸術家さんよ」

「まずいって、ど、どれくらい？」

「〝命の危険を感じるほど〟だ」

　直後に、騎士が家の外で声を張り上げた。

「我々は領主配下の騎士隊である！　芸術家風ふ情ぜいがご領主様の求めに応じず、あまつさえ芸人風ふ情ぜいに絵画を渡した行動は、明らかにご領主様を侮ぶ辱じよくする反逆行為である！　よって、画家を捕え、監禁せよとの命令が下った！　逃げても無駄だ、大人しく出てこい！」
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「反逆……って……！　私達が!?　そんなのとんでもない誤解だ！」

　蒼そう白はくになって叫んだ詩人をちらと見て、「無理もねぇだろう」と俺は鼻の頭に皺しわを寄せた。

「領主が再三要求しても絵を描かなかったのに、卑いやしい芸人風ふ情ぜいにひょいと絵をくれてやっちまったんだろ？　そりゃ激怒もするだろうよ」

「そんな……けど、芸人にあげた絵は三日で描いた殴り書きみたいなものだったし……！」

「んな事、あちらさんには関係ねえよ。芸人は大勢の人間に芸を見せる。そこに有名な画伯の絵がありゃ噂うわさになると考えるべきだったな」

　とはいえだ。

　だからと言ってこの家に騎士が踏み込み、画伯が拉ら致ちされるのをただ眺めてるっていうのも問題だろう。

　腹いせに詩人がゼロを魔女だと密告する可能性もある。とすると、俺は騎士を相手に戦わなきゃならない事になるんだが、そうすると俺の首に懸賞金がかけられる可能性が非常に高い。

　ゼロが魔女だと密告されるのと、どっちがマシかって話だが……。

「さて……どうすっかな」

　などと俺が頭を悩ませている間に、外にいた騎士達が玄関をぶち破った。

　剣を構えて威勢よく飛び込んできた戦闘の数人が、俺の姿を見て軽く叫び、後あと退ずさる。

「け、獣けもの堕おち……!?　なぜこんな所に！」

「なりゆきでな。一泊させてもらう事になったんだ。そう警戒せんでも、お前らを全滅させるつもりはねぇよ」

　騎士は俺に質問したわけじゃなかったんだろうが、一応そう答えておく。全滅させるかどうかまだ決めたわけじゃねえが、油断させるためにもそう言っておこう。

　俺は両手を上げて無抵抗の意思を示したが、さすがに無視できないのか、数人の騎士が剣を手に俺を取り囲んだ。

　襲いかかってくる気配はないので、ただの警戒だろう。俺を横目で警戒しつつ隊長らしき男が叫んだ。

「全ての絵画を運び出せ！　画家は見つけしだい縛り上げろ！」

　号令に従って騎士達はすぐさま家の中を荒らし始めた。家の全てのドアが開かれ、調べられる。当然〝開かずの間〟にも捜索の手は及び、詩人が「やめてくれ」と悲鳴を上げた。

「領主様を侮ぶ辱じよくするつもりはなかったんだ！　芸人の時はたまたま調子が良かっただけで、画伯は……妹は本当に描けないんだ！　連れ去って監禁しても、描けないものは描けない！」

「では貴様の命と引き換えなら？」

「──なんだって？」

「描かなければ兄が処刑されると知れば、画伯殿の創作意欲も湧わくだろうと領主様はおっしゃっている。──画家はその部屋だ！　引きずり出せ！」

　よせ、と叫んで飛び出そうとした詩人の体を、騎士の一人が床にねじ伏せて抑え込む。

〝開かずの間〟が乱暴にぶち破られ、中に数人の騎士がなだれ込んでいく。

　悲鳴が上がったのはその直後だった。──妙に野太い、男の悲鳴が。

　そして、騎士の困惑した声が上がる。

「なんだ、これは……一体どうなってる！」

　俺とゼロは顔を見合わせた。どうも様子がおかしい。

　しかし部屋から引きずり出されたその人物を見て、俺は騎士の困惑を理解した。

「よせ、頼む！　殺さねぇでくれ！」

　部屋から引きずり出されて叫んだのは、どこからどう見ても男だった。

　それも、体の芯まで労働の臭が染しみ付ついた、いかにも下働き風の中年だ。

「詩人よ……君の妹は……男なのか？」

　誰も何も言えなくなっているなか、ゼロがとんちんかんな質問を口にする。

　違う、と詩人は口の中で呟つぶやいた。

　そうだ、違うと男も声高く主張する。

「俺は画伯なんかじゃねえ！　出入りの下働きなんだよ……！　食糧や薪たきぎを町から運んできてる……」

　そう言えば、出入りの下働きがどうとか詩人も言っていた気がする。

　しかし、なんでそいつが〝開かずの間〟にいたんだ？　しかも壁を殴って詩人に返事をしてたって事は、つまり画伯になりすましてたって事になる。

「どういう事だ！　画家は一体どこにいる！」

　騎士に怒鳴りつけられて、詩人の表情に一瞬困惑の色が浮かんだ。

　すると下働きの男が口を開きかける。

　それは──と下働きが何事か言い終える前に、詩人はよく通る声ではっきりと言った。

「死んだよ」

　と。

　俺は耳を疑ったが、騎士達の驚きは俺の比じゃないだろう。

「死んだだと？　つまらん噓うそをつくと後悔する事になるぞ！」

「噓うそじゃない。画伯は死んだ。芸人達が持ってたっていう絵を完成させたあと、私が殺したんだからね！」

「なんだと……!?」

「だから画伯は部屋から出ないし、だから領主様にも絵を献上できない。だから探しても見つからないし、新しい絵は二度と手に入らない！」

　く、くくと、詩人の肩が小刻みに揺れる。

　小こ綺ぎ麗れいな顔を苦しげに歪ゆがめて、詩人は甲高い笑い声を響かせた。

　しょうがないじゃないか、と。騎士に押さえつけられながら、悲痛な声で詩人は叫んだ。

「私がいくら詩を書いたところで、絵がなければ誰にも買ってもらえない。なのにあの女は絵を描かないし、描いたと思ったら私になんの相談もなく芸人どもにやってしまった。私なんていなくてもいいと言うようにね！　だから殺したんだ！　殺してやった！」

　残念だったね、と詩人は叫ぶ。

「さあ、もう十分だろう？　この家にある絵画を全て持って失うせろ！」

　どうしたものかと、騎士達が指示を求めて隊長を見た。

　どう探したところで家のどこにも画伯はおらず、いない人間を縛り上げる事はできない。

　外から一人の騎士が駆け込んできたのはその時だ。

「隊長！　少し見ていただきたいものが……！」

　そう言って、家の外に視線を投げる。騎士隊長は頷うなずくと、詩人を一いち瞥べつして踵きびすを返かえした。

「画伯がいないのならば、この家に用はない。絵画を全て運び出せ！　──画伯の代わりに、詩人の首を領主様の手て土産みやげにしろ！」

　命令に応じた騎士の一人が、詩人の髪を摑つかんで伏せさせる。そこに剣を振り下ろせば首が飛ぶ──まあ、ひと振りで首を落とすにはかなり熟練が必要だが──が、阿あ鼻び叫きよう喚かんの惨事が現実になる前に、俺は咳せき払ばらいをして、ごくゆったりと剣に手を置いた。

　警戒した騎士達が俺に剣を向け、騎士隊長も足を止めて俺を睨にらんでくるが、残念ながら少しも怖くない。

「ちと横から口を挟はさませていただきますがね、騎士隊長殿。ここまでは傍観してたが、そいつを殺すってんなら俺は剣を抜かなきゃならなくなる。特に契約関係があるってわけじゃねえが、ここはそいつの家で、俺はそこに泊めていただいてる身の上なんでな」

　どうする？　俺と殺やり合うか？　──と、脅おどしを込めて尋ねると、詩人を殺そうとしていた騎士が剣を下ろし、隊長の指示を待ちもせずじりじりと下がった。

　獣けもの堕おち一匹と、騎士大勢──勝率は五分だが、俺を一人殺すために間違いなく数人の騎士が死ぬ事になる。

　そうまでして、詩人の首が手て土産みやげに欲しいのかという質問だ。

　騎士隊長は露骨に渋面を浮かべ、しかし俺との交戦は〝損〟だと踏んだのか、騎士達に撤退の命令を下した。

　全ての絵画を、下絵に至るまで全て回収し終えた騎士達は、ついでとばかりに家財道具をひっくり返したり、花瓶を割ったりしながらゾロゾロと家を後にする。

　残されたのは俺と、ゼロと、詩人と、下働きの男だ。

　馬の蹄ひづめの音が遠ざかるのを待ってしばし──俺はゼロと顔を見合わせ、「それで？」と誰にともなく声をかけた。

「実際のところ、画伯殿は一体どこにどうして姿をくらませちまったわけだ？」

　詩人は顔を上げた。一瞬前まで怒りと悲嘆に暮れていた男の顔は、少しばかり憔しよう悴すいしているようだが絶望はしていない。

　詩人が画伯を殺してなどいない事は、ここに至るまでに披露された妹への溺愛ぶりと、〝開かずの間〟から下働きが出てきたときの表情を見れば誰でも分かる。

「そうだ！　画伯は──私のキアラをどこにやった！　なぜお前があの部屋にいて、しかもキアラを装よそおって私に返事などしていたんだ！」

　詩人に詰め寄られ、下働きの男は情けなく悲鳴を上げた。

「俺が悪いんじゃねえ！　画伯に頼まれたんすよ！　たまに外に出たくなるけど、先生に知られたくねぇから、身代わりになって部屋にいろって──！」

「そんな噓うそを私が信じるわけないだろう！　どうしてあの子が私に隠れてこそこそするっていうんだ！　そんな必要がどこにある！」

「そんなの俺の知った事かよ！」

　詩人の責め立てるような剣幕に、下働きの語気も荒くなる。

「先生が知らないだけで、もう一年もこんな入れ替わりを続けてる！　それに気づきもしない先生に、画伯が何を考えてるか分かるなんざ、俺にぁ思えねぇけどな！」

　なんだって？　と詩人は愕がく然ぜんとして聞き返した。そんな詩人の体を、下働きは忌いま々いましげに突き飛ばす。

　詩人は突き飛ばされるままによろめいて、その場に力なく崩れ落ちた。

「クソ、なんだってんだよ！　なんも悪い事なんかしてねぇのに、騎士には殺されかけるわ、雇い主には責められるわ！　しかも、なんだよその獣けもの堕おち！　そんな怪しげな野郎を連れ込んだりするような非常識な兄貴だから、画伯もあんたから逃げ出したんじゃねえのかよ！」

　やってられねぇよと吐き捨てて、下働きは足音も荒くドカドカと家を出ていった。考えてみれば一番の被害者はあの下働きなわけだし、それで詰め寄られたんじゃ怒るのも無理はない。

　何もしてねぇのに「怪しげな野郎」と罵ののしられた俺も、少しくらい怒ってもいいような気がするが……。

　だが──。

「キアラが私を、避けて……？」

　見ての通り、精神的に一番大きな傷を負ったのは、間違いなく詩人だろう。

　妹を部屋から出すために二年も努力してきたのに、その妹が裏では自由に出歩いていたと知たら誰だって落ち込む。

「私は、いない方がいいのか……？　私がいるから、キアラは部屋から出てこられないのか？」

　床に座り込んだままぶつぶつと呟つぶやく詩人に何か声をかけてやるべきなんだろうが、俺にはかけるべき言葉が見つからない。

「こりゃもう無理だな……絵の題材がどうとかいう状況じゃねえな」

「我わが輩はい、結構楽しみにしていたのだが……」

「自分の絵を描いてもらいたいって？　さすが美女は考え方が違っていらっしゃいますねえ」

　俺のような醜い化物からしたら、絵画の題材なんて絶対にお断りだ。

　しかし俺が不快そうに顔を顰しかめて見せると、

「我わが輩はいは、君の肖像画があるならば欲しいがな」

　などと、ゼロは事もなげに言ってみせる。

　ゼロにそういう事を言われると、俺はいつもなんと答えたらいいのか分からなくなる。最初はからかわれてるんだと思っていたが、ゼロがいたって真面目に、なんのてらいもなく言っているだけだと知ってからは、尚なお更さらどう反応したらいいのか分からない。

　俺が何も言えずにもごもごとしていると、丁度いいところに外から下働きの悲鳴が聞こえてきた。

　さっき出ていったはずの下働きがばたばたと駆け戻ってきて「大変だ」とわめき立てる。

「う、馬が……！　馬の足跡が獣道に──あいつら、画伯のいる小屋に向かいやがった！」

「はぁ!?　っつーかてめぇ、画伯がどこにいるか知ってたのかよ！」

「そりゃ……一年も身代わりやってんだ。教えてもらっちゃいねえけど、どこに行ってるかくらい予想はつく。家の裏手にある獣道は村に続いてて、俺はその道を使って荷を運ぶんだ」

　その途中に小屋があり、画伯は定期的にその小屋に通っているのだという。

「じゃあ、さっきの騎士が〝見て欲しいものがある〟って言ってたのはその道か……！」

　大変だ、と詩人は立ち上がった。

「つまり……キアラのところにさっきの奴やつらが行ったのか？　そんな……！　今すぐ追いかけなければ、あの子が危ない！」

　やれやれ、と肩を落としたのはゼロだ。そしてごく真剣な顔をして、

「厄介な家に厄介になってしまったな」

　などと面白くもない事を言う。そうして、

「行くぞ、傭よう兵へい。──君なら馬に追いつける」

　などと言いながら、返事も待たずに肩によじ登った。
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　雇い主であるゼロが行くと決めたのだから、俺に否という権利はない。

　普通の人間である詩人と下働きを家に置いて、俺はゼロを抱えて夜の森へと飛び込んだ。

　下働きが言う通り、家の裏手からは荷車が通れる程度の細い獣道があり、そこに真新しい馬の足跡と馬車の轍わだちが残っている。

　それをたどって走れば、夜の森でも迷う心配はなかった。

　昼間にゼロの宣言した通り、ぽつぽつと降り出した雨は森に入った直後に大雨に変化した。

「あーあ……屋根のある場所でゆっくり眠れると思ったら、まさか雨の中泥だらけになりながら森を走る事になるとはなぁ……」

「世の中うまくいかないものだな」

　心底げんなりとして言った俺に対して、ゼロの声はさして不満そうでもない。そこまでして自分の絵を描いて欲しいのか……？　よほど画伯の絵が気に入ったらしい。

　しかし、雨で足跡が消えると迷うかもしれんな。──そう、俺が不安に思い始めた直後、雨の音に混じって女の叫び声が聞こえ、俺は一気に足を速めた。

　すると森の切れ間が闇の中に浮かんで見えた。

　勢いよく飛び出してしまってから、そこが敵陣の騎士達の真まっ只ただ中なかである事に気づいて慌て引き返す。

　飛び込むように木の陰に体を隠してから小屋の様子を窺うかがうと、幸運な事に俺に気付いた騎士はいないようだった。

　暗闇と大雨に助けられたな……。

　遠くでは雷鳴も聞こえるし、さっきからキィキィと女の金かな切きり声ごえが聞こえいるのでそのせいもあるだろう。

　これが画伯の声か？

　騎士の連中は、絵画を運ぶために重たい箱形の馬車を引いていた。道中の雨で絵画が濡ぬれる事を警戒しての事だろう。そしてそれが災いし──こちらとしては幸運な事に──馬車の車輪がぬかるみにハマり、なかなか出発できずにいるようだった。

　そしてまさにその馬車の中から、画伯がひっきりなしに怒声と罵ば声せいを喚わめき散らし続けている。

「ちくしょう下ろせ！　あたしを監禁なんかしてみろ！　お前たち騎士が地獄に落ちる絵画を描いて、その目の前で首をかっ切って死んでやる！　お前たちは呪われた絵画の題材になって、一生悪夢にうなされるんだ！」

　凄すさまじい嫌がらせだ。実現したら本気で一生悪夢にうなされそうだな……。

「気弱で病弱な妹なんじゃなかったのかよ……とんでもなく威勢がいいぞ」

「詩人から見ればそうなのだろう。──さて、どう助ける？　騎士を全員殺すか？」

「いや、ここは紳士的に、追おい剝はぎといこう。殺すと後々面倒だ。──俺が合図したら、離れた三ヶ所の枝を魔法で落とせ」

「同時にか？」

「お前ならできるだろ？」

　む、とゼロは小さく呻うめき、「我わが輩はいの事が分かってきたではないか」とどこか嬉うれしそうにする。

　弓矢なくして魔法の矢を打ち出す魔法──〈鳥追スタイム〉という魔法があるが、通常一本しか打ち出せない魔法の矢を、魔法の生みの親であるゼロは複数本同時に打ち出す事ができる。

「ははぁ……なるほど、ハッタリか」

「ご名答。野盗に囲まれてると思わせる。──行くぞ！」

　言って、俺は夜の闇の中でどうにか馬車を動かそうとしている騎士達の中に飛び出した。

　何人かを殴り倒し、どうした、何があったと混乱する騎士達の隙間をくぐり抜けて馬車の屋根に駆け上る。

　そして、

「この馬車は俺が貰もらい受うけた！　他の荷は勘弁してやる。──命が惜しけりゃ、馬車を置いてとっとと失うせろ！」

　と声高く吠ほえた。

　騎士の一人がこの雨の中でどうにか生き残っているカンテラを掲げて、「詩人の家にいた獣けもの堕おちだ！」と叫ぶ。

　その通り、と俺は答えた。

「あの家にあった絵画……ありゃあさぞいい値で売れるだろうと思って狙ってたんだ。それをてめぇらにみすみす横取りされて、黙って見送っちゃ盗賊団の名が廃すたるだろう？」

　盗賊団という言葉を聞いて、騎士達がどよめいた。獣けもの堕おち一人でも厄介なのに、他に仲間がいるのかと。

「落ち着け！　はったりだ！　詩人の家にいたのは獣けもの堕おち一人で、盗賊団などでは──」

「はったりだと思うか？」

「なっ……！」

「──やれ！」

　俺が叫ぶと、三本の光の矢が鋭く空気を切り裂き、まったく別の三ヶ所の枝を弾はじき飛とばした。

　騎士達のどよめきは完全な恐怖と緊張に変わり、「囲まれてるぞ！」と誰かが叫ぶ。

　騎士隊長が忌いま々いましげに罵ののしり声を吐き、カンテラを高く掲げて俺を見る。

「分かった……馬車と荷物はくれてやる！　だが、中にいる女は──」

「女？」

　わざとらしく俺は聞き返した。

　女は盗賊にとって、戦利品の中でも特に上等だ。自分の女にしてもいいし、顔と年齢にもよるが売ればかなりの金になる。

　つまり、

「それを俺が諦めると思ったか？」

　雨の降りしきる夜の森で、カンテラに映し出された俺の猛獣の顔は、騎士達の目にさぞ恐ろしげに映った事だろう。

　俺は引き抜いた剣を振り上げ、権利を主張するように馬車の屋根に突き立てた。

　そして一言、

「失うせろ！」

　と吠ほえる。

　おりよく雷鳴が鳴り響き、気の弱い一人の騎士が、悲鳴を上げて森の中へと逃げ込んだ。それを合図に一人、また一人と戦線を離脱し、騎士隊長も罵ののしり声を上げながら逃げていく。

　逃げる騎士達の気配が完全にこの場を離れると、木の陰に隠れていたゼロが、盛大な拍手を俺に贈りながらひょいと顔をのぞかせた。

「見事！　実に見事な盗賊ぶりだったぞ、傭よう兵へい。完璧に悪人が板についていた。誰もが君を百戦錬磨の盗賊と信じて疑わなかっただろう」

「そりゃ褒ほめてんのか？　けなしてんのか？」

「褒ほめているのだ。さすがは黒の──」

「そのあだ名やめろつってんだろうが！　お前にも変なあだ名つけんぞクソ魔女！」

　怒鳴りつけて、俺は馬車の屋根から飛び降りる。

　だがこちらに駆けてくる人間の気配に気づき、俺は警戒して剣に手をやった。だがその気配の主が詩人だと気がついて、すぐに警戒を解く。

「二人とも……騎士隊の、連中は……画伯は、私の妹は……！」

　ぜぇぜぇと息を切らせながら、詩人が矢継ぎ早に質問を投げてくる。

　俺は捨てられた馬車に顎あごをしゃくって、「画伯は中だ」と答えた。

　盗賊と名乗って騒ぎを起こした俺達よりも、兄である詩人が助けに現れた方が〝気弱な妹〟としては安心だろう。

　詩人は心底ほっとした表情を浮かべ、馬車の扉を勢いよく開く。

「キアラ！　私の画伯！　どこか怪け我がは──」

　次の瞬間、詩人の身体が大きく後方に吹き飛んだ。

「な──なんだ!?　馬車の中にも騎士が……」

　潜んでいたのか？　と言いかけた俺は、しかし馬車から飛び出してきた小柄な女の姿を見て全てを理解した。

　一つに束ねた茶色い髪に、不健康にさえ見える白い肌。あどけない横顔から見ると、詩人とはかなり歳としが離れているようだが、あれが捕まっていた画伯な事はまず間違いないだろう。

　そして勢いよく馬車の戸を開けた男がまさか自分の兄だとは思わずに、盗賊だと勘違いして攻撃したと、つまりそういう状況だろう。

「騎士だろうと盗賊だろうと知った事か！　あたしは自由な芸術家なんだ！　絶対に誰にも捕まったりしないからね！」

　そう吐き捨てて逃げ出そうとした画伯は、しかし仰向けに倒れ込んでいる男の顔に見覚えがある事にようやく気づいたのか、はたと足を止めてそっと詩人に歩み寄った。

　それから、

「先生!?　噓うそでしょ……まさか盗賊にやられたの？　誰か……誰か先生を助けてぇ！」

　などと、詩人もかくやの芝居がかった悲鳴を上げた。





６






「ごめん、先生。あたしが作品を作らないだけで、処刑だとか監禁だとかまで話が行くとは思わなかったんだ……」

　妹による渾こん身しんの蹴りを受けて動けなくなった詩人を小屋まで運び、ようやく降りしきる雨から逃れる事ができた。

　画伯は最初、俺とゼロを盗賊だと警戒したが、詩人が息も絶え絶えに「助けてくれた傭よう兵へいさんだ」と紹介してくれたおかげで、渾こん身しんの蹴りは受けずに済んだ。

　詩人の紹介だけで獣けもの堕おちである俺にビビらないとは、恐れ入る豪胆さだ。とても気弱な女とは思えない。

　小屋は部屋が三つに分かれていて、その一つは寝室になっている。俺が詩人を寝室のベッドに横たえ、後を画伯に任せて居間へと退散した。

　濡ぬれた服を脱いで水気を絞り、体に染しみ込こんだ雨をゼロの魔法で乾かしてもらいながら、俺は漏れ聴こえてくる会話に耳を傾ける。

「画家なんていくらでもいるし、描かなくなったら飽きられて、忘れられるだけだって……」

　そうしたら、また昔みたいに、自由に好きなものを描けるようになると思ったのだと画伯は語った。

　世間の評価が重荷で、人に求められる物を描き続ける事が苦痛になったのだと。

　それに、と画伯は続ける。

「……がっかりしたって言われたんだ。あんなに綺き麗れいな絵を描くからどんな美女かと思ったら、こんなつまらない女が描いてたなんて、って」

「つまらない女？　って……一体誰がそんな馬鹿な事を！　お前は自分を鏡で見た事がないのかい？　お前の可愛かわいさは、兄の欲目を除いて考えても、疑いようのない事実じゃないか！」

　確かに、飾り気もクソもあったもんじゃない画伯の容姿は派手な美女とは言えないだろう。

　だが詩人が表現する〝かわいい〟という表現なら、俺から見てもしっくりくる。それだって、あと五年もすれば美女と言える見た目になるだろう。

「そんな馬鹿を言ったのは、肖像画を依頼してきた貴族の令嬢だろう？　そんなのただのやっかみだ！　彼女達はドレスや宝石で着飾って自分の醜さを誤魔化しているから、飾らなくても可愛かわいらしいお前を妬ねたんで意地悪を言ったんだよ」

　けど、と画伯は悔くやしそうに声を震わせる。

「あたしが美しい女の絵を描くのは、そうなりたいって願望があるからだって言われたんだ。詩人の方がずっと綺き麗れいで、なんて哀れな娘なんだろうって……そしたらなんだか描けなくなって。先生の顔見るのも嫌になって」

　何を馬鹿な、と詩人は怒りを込めた声で吐き捨てた。

「どうして私に言ってくれなかったんだ！　復ふく讐しゆうにその女どもが娼しよう婦ふに落ちて盗賊の慰なぐさみものになる詩を書いて王宮で演奏してやったのに！」

「馬鹿！　そんな事したら吊つるし首だよ！　だから言えなかったんじゃないか……！」

「……けど、絵を描くのが嫌いになったわけじゃないんだろう？　だってこんなふうに──」

　一瞬、部屋を見回すような間が空いた。

「子供達に絵を教えられるんだから。ここにある絵はみんな、お前が教えた子供達の描いた絵なんだろう？」

　うん、と画伯は照れくさそうに答える。

　それが、画伯が定期的に家を抜け出す理由だった。

　引きこもったはいいが、数日で閉じこもり生活に飽きた画伯は、詩人の目を盗んで家を抜け出した。そして森の中を歩いているとき、湖のほとりで絵を描いている子供を見つけたのだという。

　その子に絵を教え始めたら、気付くと大勢の子供達が習いにくる絵画教室のようになってしまい、今に至る──というのが画伯の現状だと、下働きの男が俺達に教えてくれた。

「お前は……」

　詩人は優し気な声で画伯に問いかける。

「子供達の描いた絵を、子供の見た目で評価するかい……？」

「そんな事しない！　するもんか！」

「そうだ。そんな事をする奴やつが卑いやしいんだ。外見なんてどうだっていいし、評価なんてどうだっていい」

　そうだろう？　と詩人は続ける。

「私を見てごらん？　妹の絵画にどうでもいい詩をつけて名声の相伴にあずかってる、男だん妾しようもどきの道化──それが私の評価だ。お前は私をそんな目で見るのかい？」

「冗談じゃないよ！　あたしは先生の……エドアルド兄さんの詩がないと描けないんだ！　あたしの絵と兄さんの詩は、両方そろって一つの作品だって、昔から言ってたじゃないか！」

　ちくしょう、と画伯が罵ののしり声を上げた。

「悔くやしいよ……先生がそんな風に言われるなんて。先生、今すぐあたしに詩を頂戴！　みんなに見せつけてやろうよ！　あたしと先生の作品が二つで一つなんだって！　今までにないような最高傑作を作って、あたしを捕まえようとした領主に送り付けてやる！」

「それでこそ私の画伯だ！　実はもう題材は用意してある」

　俺はため息をついてゼロを見た。

「題材になる事が確定しちまったな」

「うむ、どんな絵になるか楽しみだ」

　部屋の奥からどたどたと音がして、詩人と画伯が飛び出してくる。

　飛び出してきた画伯は革の前掛けをつけており、腕はまくって肩から画材の入った鞄かばんを斜めにかけている。今すぐにでも作業に取り掛かるといった雰囲気だ。

　しかし画伯は俺の存在に気づくなり、

「き──きゃぁああぁあ！」

　といかにも女らしい悲鳴を上げた。涙目になって飛び上がり、兄である詩人の背中に隠れる。

　……なんだ？　なんで今更俺にビビるんだ？

「野犬だよ先生！　家の中に化物みたいにでっかい野犬がいる！」

「いやいやいや、さっき普通に詩人をベッドに運んだじゃねえか。その時はなんも言わなかったじゃねえか」

　俺が突っ込むと、「見えなかったのだ」とゼロが横から口を挟はさんだ。

「雨が降っていて、あの暗闇で、さらわれかけた直後で混乱もしていた。君は頭からフードをかぶっていたし、ちょっと体格が良すぎる男だと思っていたとしても不思議ではない」

　なるほど、獣けもの堕おちにビビらない豪胆な女じゃなかったわけか。

　しかし悲鳴を上げたのも束つかの間ま、画伯は顔を顰しかめてじっと俺を凝視する。

「いや、ちょっと待って……野犬じゃなくて猫科の顔してるから、化物級にでかい山猫かも。でも骨格が二足歩行みたいだね……っていうか服着てるし……」

「さすが画家、鋭い観察眼を持っているな」

　感心したようにゼロが言うと、画伯ははっとしたようにゼロに視線を投げる。

　それからますます詩人の背中にしがみ付き、

「あたし綺き麗れいな女って苦手」

　とくぐもった声で言う。貴族の令嬢に言われた言葉が、意外にも深く心に突き刺さっているようだ。

　詩人は俺とゼロを見て、

「ね？　気弱で可愛かわいいでしょう」

　と言った。

「画伯、大丈夫だよ。あの獣けもの堕おちは君を助けてくれた傭よう兵へいさんで、女性の方は本物の魔女なんだ。今回の絵の題材にと思って連れてきたんだよ。よく見てごらん。あれは普通の人間の美しさじゃない」

「馬鹿。先生、また騙だまされたんだね？　魔女がこんなところでうろうろしてるわけ──」

　ゼロはパチンと指を弾き、指先に小さな火を灯ともしてみせる。

　その炎は小さな蛇となってゼロの腕を這はい上り、肩のあたりでふっと消えていった。

「ど、どうせ手品だろ……？」

「ならば我わが輩はいの手を調べてみるか？　君が望むなら、この森一帯を吹き飛ばして畑を作り出す事もできる。疲れるからやりたくはないがな」

　画伯は軽く目を見開いて、警戒心たっぷりにゼロを見る。

「……魔女って悪いやつなんだろ？　題材になる代わりに魂を要求するんだろ？」

「何を馬鹿な……魂を抜き出すのも、保管するのも極めて面倒くさいのだ。そんな事我わが輩はいはしたくないし、あまり使い道もない」

　ゼロがいかにも面倒くさそうに答えると、画伯は詩人の背後から少しだけ身を乗り出し、どうしてかまじまじと俺を見た。

「獣けもの堕おちって、あたし初めて見る。……嚙かみ付つかない？」

「腹が減ってたらどうだろうな」

　あまりもビクビクしてるので、ちょっとした悪戯いたずら心で歯を剝むき出だして吠ほえてみせる。

　すると画伯はまた悲鳴を上げて、涙目で詩人の背中にすがり付いた。

　ふと、すぐ隣から非難の視線を感じでぎくりとする。

「君は弱いものイジメが好きなのか……？　それともか弱い女子が悲鳴を上げて怯おびえる姿に興奮する趣味なのか？　我わが輩はい、そういうのはあまり好きじゃないぞ」

「いや……その……ちょっと出来心で……」

　すみませんでした、と。画伯にバカ丁寧に謝罪してみる。

　すると画伯はおずおずと詩人の背後から顔を出し、じっと俺の顔を見た。

　それから、

「……これ、描いていいの？」

　と詩人を見る。驚いたのは俺だ。

　俺は自分の姿が好きじゃない。化物みたいな見た目のせいで、やりたくもない傭よう兵へい稼か業ぎようをやるはめになってるんだから当然だ。

　しかし俺が「ダメだ」と答える前に、なんの権利があってか知らんがゼロと詩人がそろって「いいとも」と答えてしまった。

「やった！　いいぞ、創作意欲が湧いてきた！　美しい魔女と恐ろしげな獣けもの堕おち……これはいい題材になる！　さすが先生だ！」

「そうだろう、そうだろう？　じゃあさっそく始めようか！」

「こらこらこら！　題材にするのは魔女だけって話だっただろうが！　なんでそこに俺が混ざってんだよ！　俺は絶対ごめんだぞ！」

　慌てて立ち上がると、ゼロはぽんと俺の肩を叩たたいた。

「そう言うな、傭よう兵へい。我わが輩はいと一緒に絵画になるなんて光栄だとは思わないか？」

「思わねぇよ！　自惚うぬぼれるんじゃねえこのクソ魔女が！」

　やだ、と子供のような声を上げたのは画伯だ。

「やだやだ描く描く！　魔女と獣けもの堕おちが一緒になってなきゃ絶対やだー！」

「ワガママ言うんじゃねえよ！　さっきまで引きこもってた分際で！」

「まあまあ傭よう兵へいさん。これも全て芸術のためだから。美しいものと醜いものがそろって初めて完成する。これは美女によって獣が征服されるという背徳的な淫いん猥わいさが重要なんだ！」

　もう何言ってんだこいつ。

　だめだここにいる連中と俺とじゃまったく話がかみ合わない。

　俺はくるりと向きを変え、脱だつ兎とのごとく画家の家を飛び出した。

　一晩くらい姿をくらませば諦めてくれるだろう──などという考えが甘かった。

　背後でゼロの声がする。そしてこれは、魔法の呪文を詠唱する声だ。

「ミーザ・リ・キブ　蠢うごめき捕らえ締め上げろ！　捕縛の章・第八頁──〈蔦籠カプラタ〉！」

「畜生！　魔法使うなんて卑ひ怯きようだぞ！」

「何とでも言うがいい。我わが輩はいは魔女だ──承認せよ、我はゼロなり！」

　ああ──逃げられない。

　ゼロが詠唱しきった瞬間、地面から無数の蔓つる植しよく物ぶつが飛び出してきて俺の体に巻き付いた。俺は無ぶ様ざまに地面に引き倒され、縛り上げられ、身動きも取れなくなる。

「嫌だー！　絵画の題材なんて絶対嫌だ！　ああ、神よこの魔女に天罰を！」

「君が神に祈る教会信者だったとは驚きだな」

　悠然と笑って、ゼロはもがもがと暴れる俺の上にごく優雅に腰を下ろす。

　そんな俺とゼロの正面に、詩人と画伯が手て際ぎわよく画材を並べてお膳立てが完了してしまった。

「喚わめくな、傭よう兵へい。きっといい思い出になる」

「縛り上げられて椅子にされてる様子を絵にされて、それがいい思い出になるってか？」

　もちろんだよ、と勢い込んで詩人が言った。

「美女に椅子にされたいと願う男が、この世界にどれだけいると思っているんだ！　私を含めて男はみな、美女に椅子にされたいと願っているんだよ！」

「先生、うるさい。集中できない」

　画伯にぴしゃりと言われ、詩人はがっくりと肩を落とす。だがその表情は穏やかで、真剣な目で画板に向かう画伯を嬉うれしげに見つめる姿は妹を見守る兄そのものだ。

　ゼロはくつくつと楽しげに肩を揺らし、俺は一晩中怒りと憎しみと嘆きのこもった唸うなり声と怒声と罵ののしり声と泣き言を喚わめき散らした。




　　　エピローグ




　かくして、鎖で拘束された恐ろしげな野獣と、その背中に悠然と腰掛ける妖よう艶えんな魔女の絵画が生み出された。

　その生々しいまでの淫いん猥わいさが、魔女と獣けもの堕おちの悪徳を見事に表現していると絶賛され、これは後世まで語り継がれる名画であると誰もが口を揃そろえたという。

　絵画を献上された領主はこの上なく満足し、この作品を生み出した芸術家の兄妹きようだいに破格の褒ほう美びを取らせた。

　しかし完璧な芸術品は人の心を狂わせる。

　領主は絵の魔女に魅入られ、絵画のそばを片時も離れたくないあまり、複製を数多く作らせて屋や敷しきのあらゆる場所に飾らせた。

　さらには屋や敷しきを離れる時は絵画も一緒に持ち歩き、果てはシーツに絵画の刺し繡しゆうをさせて眠ったという。

　さらに絵画を題材にした彫刻や詩などの二次創作物を広く募り、ついには劇まで公演して惜しみなく財産をつぎ込んだ。

　領主は現実の女を愛する事ができなくなり、いつしかその絵画は「魔女の悪あしき魂が封じ込められているのだ」と恐れられるようになるが、それを絵画の題材になった二人が知る事は永遠にない。










　　　あとがき




　どうもどうも、いやはやどうも。虎こ走ばしりかけるです。

　というわけで、短編集です。

　短編集でありつつ、傭よう兵へいとゼロが立ち上げた村での日常であったりもします。

　書き始める前は「私に日常物なんて本当に書けるんかいな」と思っていたんですが、書き始めてみると特に苦戦する事もなく、いつもの特典小説のような気分でリラックスして書く事ができました。

　ただ、日常物のプロット（お話の設計図）を組み立てる事が絶望的にできなかったので、担当編集氏にお願いしてプロットなしで本編を書かせていただいたのが、イレギュラーと言えばイレギュラー。

　そんな風に書かれた短編集ですが、皆さまいかがでしたでしょうか。さりげなくチビな先生とか元獣けもの堕おちとか診療所のガキンチョとか、サブキャラクターも私の好きな要素で構成されているので、書いている私はとても楽しかった。それだけは間違いない。

　十巻のあとがきで「第二部開幕するよ～」と書きましたが、それが本当に実現するなら、時系列的にはこの短編集の後の時間になるかなぁと、思うだけは思っていますが、はたして……。

　ところで短編集ですので、過去に書いた短編も収録させていただきました。

　特典小説などを含めると結構な数を書いているんですが、今回はある程度長さがある短編を三作品のみ、虎走チョイスで収録させていただきました。

　あ、そうそう。『獣と魔女の結婚ごっこ』は、いわさきたかし先生によってコミカライズもされていますので、ぜひコミックの方もお手にとっていただきたい。

　初めての短編集ですので、色々至らない部分があるような気もするのですが、何卒なにとぞよろしくお願いいたします。
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虎こ走ばしりかける

寅年の射手座。東京の下町育ち。この巻でデビューシリーズも本当におしまいで、じーんとした気持ちにひたっているかと思いきや、予定している第二部の締め切りを恐れている。がんばる。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「虎走かける先生」係
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初出



『忘れられた約束』／電撃文庫MAGAZINE Vol.38（2014年7月）

『獣と魔女の結婚ごっこ』／ニコニコスペシャル短編（2014年11月）
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文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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